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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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君は夢を見ている。

君の五感はずっと夢を見ている。

覚かく醒せいはありません。死すら夢には勝利できない。

だから君は忘れてもいいのです。

忘れてしまいなさい、悪い夢など。

それでも君が、もう一度わたしの夢に生きるなら

君は暁あかつきを見るでしょう。

──この世の始まりと終わりを。










１　地上の檻おり









「お前ら、道を空けろ！　帝てい国こく親衛隊だ！　道を空けろ！」

　冬の街外れに高圧的な声が響ひびく。

　ここは神聖帝てい国こくルースの首都、ラジューの足あし下もとにある街である。

　普ふ段だんならばひとの姿もまばらな場所だが、今は黒山のひとだかりであった。それもそのはず、東方遠えん征せいからの帰き還かん者を乗せた馬車がついたところだったのだ。

　家族を捜さがしに駆かけつけた人々を、やってきた帝国親衛隊の男たちがかきわける。

　瘦やせた軍人たちは馬車から降りた帰還者たちを眺ながめ、憎にく々にくしげに叫さけんだ。

「よくもおめおめと帰ってきたな。輝かがやかしい東方遠征の勝利に貢こう献けんせず、敵前逃とう亡ぼうした裏切り者たちめ！　貴様らの帰るところは帝てい都とではない、全員地中へ埋うめこんでやる！」

　罵ば倒とうの言葉に、集まった住人たちは悲鳴とうめきを発する。

　ただし、当事者である帰還者たちはぼんやりしているだけだ。誰もが半ば正気を失っており、事態を把は握あくできずに寒さに震ふるえるばかり。親衛隊の小隊長は続ける。

「貴様らの処しよ刑けいは先日華はな々ばなしく帰還された皇帝陛下のご意志だ！　よもや文句はあるまい？　さあ、罪人たちを引っ立てろ！」

　小隊長の命に、部下たちがばらばらと帰還者に群がる。

　帰還者たちは抵てい抗こうもできない──かと思われたが、例外がひとりいた。

　すらりとした青年がひとり、一歩踏ふみ出して剣けんを抜ぬいたのだ。

「え……？　わ、うわ……っ、手、手が、俺の手……！」

　青年の剣はなめらかに跳はね上がり、親衛隊員の腕うでを斬きり裂さく。小隊長はしばらくきょとんとしていたが、やっと事態をのみこむと青ざめて青年をねめつけた。

「貴様……！　その剣、東方人種だな。……なるほど、戦いくさでの敗北を認めず、我らが帝都への潜せん入にゆうを試みようとしたか。反逆者め、東方のクズめ！　ただちに叩たたき斬れ！」

　小隊長はいさましく叫ぶが、隊員は誰ひとり動かない。

　青年の剣のあまりの鮮あざやかさに怖おじ気づいている。

　一方の青年は無造作に外がい套とうのフードをとってみせた。肩かたまでの黒くろ髪かみがあらわになり、雪まじりの風に舞まう。青年はぎらつく灰色の瞳ひとみで小隊長を見み据すえて言う。

「東方には──あの戦場には、勝者はいなかった。……誰ひとり」

　一いつ瞬しゆん、親衛隊の男たちが沈ちん黙もくする。その隙すきに群衆が叫んだ。

「あんた！　真相を知ってるのかい!?　聞かせておくれ、東方で何があったんだ！」

「そうだよ、あたしのいいひとはどうなったの！」

「ええい、貴様ら黙だまれ！　東方遠征は皇帝陛下の圧あつ倒とう的な勝利に終わった！　疑うものは死し刑けいに処すぞ！」

　やけのように小隊長が怒ど鳴なるが、彼の目にも動どう揺ようの色があった。親衛隊員たちも、『東方遠征の勝利』を完全に信じてはいないのだ。親衛隊の動揺をかぎつけた群衆は強気になる。

「殺すって、あたしら全部をかい？……やってみなよ」

「そうだ、やってみろ。お前たちだって、元は単なる平民だろうに、何威い張ばってやがる！」

　群衆が口々に叫び、殺気だった目つきで押し寄せてくる。

　こうなると多勢に無勢だ。親衛隊の男たちは青ざめ、互たがいをかばい合うように後ろへ下がった。小隊長が逃にげ場を探してきょろきょろしていると、不意に背後から肩を叩かれた。

「まあ、そのへんにしておいていただきましょう。親衛隊の方々も、街のみなさんも」

「なんだ、貴様……ッ、あ……魔ま導どう師し……様、ですか」

　振ふり向いた途と端たん、小隊長の顔色は複雑に変化する。

　安あん堵どしていいのやら、悔くやしがっていいのやら。あいまいな表情の小隊長の肩に手を置き、酷こく薄はくな笑えみを浮うかべているのは高位の魔導師装しよう束ぞくをまとった男だ。

　近づいてくるまで誰も気づかなかったのは、おそらくこの魔導師がめくらましの魔ま法ほうを使っていたからだろう。

　魔導師の登場に、群衆は一転して歓かん喜きの声をあげた。

「魔導師様！　よくぞいらしてくださいました！」

「魔導師様、わしらを助けてください、わしらに働き手を返してください！」

　すがってくる群衆を適当にいなしながら、魔導師はまっすぐ青年に歩み寄ってくる。

　栗くり色いろの髪にひどく細い冷れい淡たんな瞳。青年はこの魔導師を知っている。
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　ヤウザ・カレカ。光魔法教会の幹部魔導師だ。

　ヤウザは青年の前に立ち、静かに言った。

「……おかえりなさい、カナギ・サンスイ。あなたのご無事を言こと祝ほぎます」

　名を呼ばれ、青年の頭はずきりと痛む。

　そうだ、自分の名前はそれだった。カナギ・サンスイ。長い間、誰にも呼ばれなかった名前。東方からここまで帰ってくる間、帰還兵たちと共にいるうちに忘れかけていた名前。

　──名を忘れては駄だ目めですよ、カナギ。自分の存在が揺ゆらいでしまう

　誰かの声が頭に響き、カナギの頭痛はさらにひどくなった。

　眼球が震え、冷や汗あせがしたたり落ちる。

　乱れる呼吸をどうにか整え、カナギは視線を上げた。

　貧しい街の向こうには、恐おそろしく巨きよ大だいな建造物がそびえたっている。

　以前見たときよりどこか荒あれた雰ふん囲い気きのある、壮そう大だいな建物、帝都。

　カナギは雪をかぶった帝都をにらむように見上げ、かすれきった声でつぶやく。

「ああ……。ただいま」


◆



　新しん暦れき七〇九年、神聖皇帝シギスムンドの東方遠征は完全に失敗した。

　帝国は一五万の軍勢の三分の一を失い、さらに三分の一の兵士には記き憶おくの喪そう失しつや極度の混乱が見られ、日常生活を送れないと判断される状態だったのだ。

　そして現在、一年後の冬。惨ざん敗ぱいによって力を失なくした皇帝の側近のもとへやってきた光魔法教会総教主は、『ごく個人的な』話し合いをもちかける。

「いい部屋だの」

　デクストラを装よそおうミリアンが言うと、モルガンはさも楽しそうに小さく笑った。

「あなたがお世せ辞じを言えるようになるなんて。学習というのはすばらしいものですね。言葉を喋しやべる鳥も、よく仕こめば魔法を使えるようになるかもね」

　ふざけた調子で言い、モルガンは茶器を口元に運ぶ。

　ここは帝都第六層、皇宮の一角にあるモルガンの私室のひとつだ。彼女は皇帝の第一の側近である。私室も平民なら三家族が住めるほどに広いが、正式な謁えつ見けんの間よりは大分狭せまい。

　一見暗い色にまとめられた室内は、あちこちに高価な貴石をはめて文様を描えがいた家具を配置した豪ごう奢しやなものだ。大きな暖だん炉ろが、ぱちぱちと音を立てて燃え、黒い円えん卓たくに置かれた燭しよく台だいはミリアンとモルガンのために用意された軽食と茶器をぼんやり浮かび上がらせる。

「鳥はおそらく、生まれつき覚かく醒せいしているのじゃ。最初から覚醒しているものは、魔法を使おうとは思わぬ」

　手のこんだ魔導師装束に身を包み、ミリアンは静かに話す。

　彼女の声からは少し幼さがなくなった。所作も優美なものとなり、言葉には理知の響きがある。そんなミリアンを面おも白しろそうに眺め、モルガンは言う。

「なかなかすてきなご意見だけれど、あなたは以前からそんなふうに喋ったかしら？　顔はまったく同じなのに、どうも同じひとと会っている気がしないわ。光魔法教会総教主が、死んだはずの双ふた子ごと入れ替かわった──という噂うわさも、まんざら噓うそではないのかもね」

　ミリアンはわずかに目を伏ふせる。かつては広い情じよう報ほう網もうを持っていたモルガンだ。デクストラとミリアンが入れ替わったことなど、とうに気づいているに違いない。

「我が光魔法教会総教主であることに間ま違ちがいはないぞ。ヴェルティア公……いや、大おお叔母おば上」

「あら、大叔母と呼んでくれるの。久しぶりね。デクストラ……もとい、『あなた』は、私を毛け嫌ぎらいしていたでしょう？」

「そうかもしれぬ。大叔母上は皇帝陛下を……我の異母兄あに上を、とても愛しておったゆえ」

　小さく、しかしはっきりとミリアンが言うと、モルガンは少し妙みような顔をした。

　言葉の意味を探さぐるよう、ミリアンを眺めてあいまいに笑う。

「愛してはいけなかった？」

「……最初、『我』は異母兄上のことがよくわからなんだ。わからぬゆえに怖こわかった。異母兄上を愛する大叔母上の気持ちも、わからぬゆえ嫌ったのであろう」

　ミリアンはデクストラと自分の意見を織おり交ぜながら喋っている。

　デクストラは、自分に執しゆう着ちやくしてくる異母兄──皇帝におびえていた。皇帝に執着するモルガンにも、おそらくおびえていたのだ。デクストラは『愛』に慣れていなかったから、愛に付属する執着をも毛嫌いしたのだろう。

　ミリアンは違ちがう。特に皇帝はちっとも怖くない。むしろ少し好きだった。

　だからこそ、自分自身でここに来たのだ。

「大叔母上。我と共に住まぬか？」

「……なんですって」

　いきなりのミリアンの台詞せりふに、モルガンは完全に虚きよをつかれたようだ。

　ミリアンは視線を上げてモルガンを見つめる。老女の顔がそこにあった。いつも気を張っているから若く見えるが、無防備なときのモルガンはただの老女だ。ミリアンは言う。

「我はずっと家族というものに憧あこがれておった。しかし学んだのじゃ。家族は血の繫つながりだけでできるものではない。互いの心に住む者が寄り添そって、やっと家族になる。──我は大叔母上とも、異母兄上とも、本当の家族になりたい」

　静かな室内に、炎ほのおの燃える音だけが響ひびく。

　やがてミリアンの言葉の意味が染しみてくると、モルガンはいきなり爆ばく笑しようした。

「あは……は、あはははは！　ああ、久しぶりに本当に面白いことを聞いたわ！　私とあなたと、皇帝陛下が家族ごっこ？　それでどうするの？　仲良く帝国を立て直す？」

「それは無理じゃな。皇位は地方で人気を集めているバシュラール卿きように譲ゆずるしかない。彼ならきっと、この苦境に耐たえられる。あの戦で傷ついた異母兄上には、皇位は重すぎる荷であろう。そなたも、もう普ふ通つうのおばあちゃんになるときがきた。おふたりがただの『ひと』になれば、我はおふたりともを愛せると思う」

　するりと口に出したが、ミリアンの提案はとんでもないものだ。

　東方遠えん征せいから一年、世界の情勢はめまぐるしく変わった。

　揺るぎないかと思われた現皇帝の評判はがた落ち、いくら隠かくしても敗戦の報は人々の耳にもれ聞こえ、そうでなくとも戦いくさによる人手不足や飢き饉きんで人心は離はなれている。

　一方反乱の狼煙のろしを上げたバシュラールの評判は上々で、逃げるところとてない貴族たちが次々と味方についた。今や宮きゆう殿でん内でも誰がバシュラールを援えん助じよしているかわからない。

　あげくバシュラールとの戦いで対魔導師部隊、魔導騎き士しのほとんどを失った皇帝側は、魔導師への影えい響きよう力を極きよく端たんに弱めていた。

　絶体絶命のところへ差し出された提案に、モルガンはくまの目立つ目でミリアンを見た。

「愛する。綺き麗れいな言葉だわ。私が今までやったことと言ったら、東方遠征へ皇帝陛下をたきつけて……死んだのは何万人だったかしら。おまけに東方の森が燃えたから、帝国中が飢饉と干ばつに見み舞まわれて。それでも面めん目ぼくを保つために『帝国は勝った』と叫さけんで回り、皇帝陛下を回収して戦勝記念式典までやってみせた！　あなたはこんな私を愛せるっていうの！」

　愛せる。ミリアンには確信に近いものがあった。

（このひとは、きっとすごく苦しかっただけ。苦しくて、苦しくて、つい行ってはいけないほうへ歩いていってしまっただけ）

　ミリアンは深くうなずいて答える。

「我も、ひとは殺した」

「いいかげんにしろ、このガキ」

　ひどく低い声でモルガンが言い、ミリアンは緩かん慢まんに瞬またたいた。

　今のは本当にモルガンの声なのだろうか、疑問に思った途と端たん、モルガンが腕うでで卓上の茶器をすべて床ゆかへたたき落とす。

　にぎやかな音を立てて銀の皿が飛び跳はね、陶とう製せいの茶器が茶を振ふりまいて砕くだけ散る。

　軽く目を瞠みはるミリアンの眼前で、モルガンは空になった卓をなぐりつけた。そのまま卓の端はしをつかみ、身を乗り出して引きつり笑う。呪のろうがごとき口調は異常な早口だ。

「言うに事欠いて愛？　気が狂くるいそうよ、私。そうやってあなたは、私から皇帝陛下まで奪うばおうっていうんでしょう？　あなたは全部持ってるのにね。魔法の才能も！　地位も！　かわいらしい顔も、若さも！　味方も！　私が死ぬほど欲しかったものをみんな持ってるくせに、これ以上何が欲しいんだ？　さあ言ってみろ！」

　どす黒いののしりに、ミリアンは息を吞のんだ。

　急に何を言ったらいいのかわからなくなる。

　──悲しかった。

　無む垢くな子供の悲しみを浮うかべて見つめてくるミリアンを凝ぎよう視しし、モルガンは弾はじけるように笑った。背をそらせて笑い続け、涙なみだをふいて叫ぶ。

「ははははは！　あげくにそんな顔までするのね。ふふ、このばか。呪われろ、小こ娘むすめ！　愛で救えるものなど何ひとつないと知れ！」

　捨て台詞を残してモルガンは立ち上がる。

　秘密の茶会には親衛隊員すら同席していない。モルガンはひどく久しぶりに、自分の手で扉とびらを開けて出て行った。廊ろう下かを足早に通り抜ぬけ、モルガンはまっすぐに皇帝の居室に向かう。

　心中では激情が荒れ狂っていた。

（ばかにされた……あんなガキに！　あいつが私から何もかもを奪っていくんだわ）

　モルガンはものすごい勢いで自分の人生を振り返っていた。幼女のころから今現在まで、ずっと体の芯しんに飢うえを感じていた。なんでもかんでも手に入れなければ気がすまないほどの飢え。他ほかの者から何かを奪い取らねば、自分が自分を滅ほろぼしてしまいそうだった。

（だからすべてに手を伸のばして、すべてをつかんできたのに、今いま更さら奪われるなんて！）

「……そんなのは不当だわ。我が慢まんできない。絶対に、無理」

　声に出すと少しだけ落ち着く。

　モルガンはうっすらと笑い、皇帝の居室の前に立った。

　奇き妙みようなことに、護衛のひとりもいない。ここだけではない、この辺りに人ひと気けがないのだ。モルガンの私室よりよほど粗そ末まつな皇帝の居室周辺には、何やらよどんだ気が溜たまっている。

　扉の脇わきから降り注ぐ情じよう緒ちよのない瓦斯ガスの灯あかりに照らされ、モルガンは部屋の扉を押し開けた。

「皇帝陛下──私ですわ。モルガン・シャイエです。あなたの味方、あなたの僕しもべのヴェルティア公です。お加減はいかが？」

　モルガンが猫ねこなで声を出す。室内は暗かった。まったくの闇やみだ。

　湿しめって、腐ふ臭しゆうのする闇の中から、かりかりと奇妙な音がする。

「陛下？」

　笑いを顔にはりつかせたまま、モルガンが室内へ入りこもうとする。

　わずかに早く、闇に明かりが灯ともった。

　ぽつんと宙に浮いたふたつの赤い光は、ふらふらとモルガンのほうへ近づいてくる。腐臭が吹ふきつけ、モルガンはたたらを踏ふんだ。彼女は気づいたのだ。

　あの赤い光は、魔法石の光。

　モルガンが自分の望みのために利用していた──いや、利用したと思いこんでいた、邪じや悪あくなる魔導師の仮面にはめこまれたふたつの魔法石の光だ。モルガンは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「お前……いいえ、あなた、は……」

「ソウ……わしだヨ。偉い大だいなる魔導師、コノ世の救い主、ウゴル」

　異様にかさついた声で言い、闇から現れたのは醜しゆう悪あくな化け物だった。

　引き裂さかれた敷しき布ふや美しい毛皮の断だん片ぺんでぐるぐる巻きになった全身はモルガンの倍も身長があり、深く腰こしを曲げている。不自然に長い腕を伸ばして戸口をつかみ、顔を廊下へと突つき出そうとする。長い首の先、これだけは人間の大きさを保っている顔にはりついているもの。

　──モルガンが大事にしまっていたはずのウゴルの仮面であった。

「噓うそ……どう、して……？　仮面の置き場所は、限られた者にしか知らせなかった、のに……」

　本能的な恐きよう怖ふに見舞われ、モルガンが後ずさる。

　ウゴルはぶるぶると全身を震ふるわせ、巨きよ大だいな足で一歩踏み出した。

「クケケケケ、あれしきでわしを封ふうジタと思っていたトハ、阿あ呆ほうダのう。お前の大事な皇帝陛下に、出してモラッタのだ！　陛下は苦シンデおられたカラの、わしの声に素す直なおに従ッタぞ。コノ体を作る手伝いもな、自ら買って出テくだすった。コレはいい体だ、たまらなくイイ！」

　モルガンはひどい脂あぶら汗あせをかいていたが、皇帝の話が出ると顔色を変えた。

　どうにか立ち止まり、必死に叫ぶ。

「あなた……陛下に何をしたの？　やめて、あの方は神になるのよ……！」

　ウゴルは首を二回転ほどさせてモルガンを見ていたが、やがて静かに言った。

「苦しソウだのう、お前モ。救ッテやろう。皇帝のヨウニ。大だい丈じよう夫ぶ、楽になれる。わしはトテモ優やさしい。わしの前デハ、ひとはすべて平等なのダ。サア、オイデ」

　言い終えるなり、ウゴルは口を開く。その顎あごは地につくほどに垂れ下がり、モルガンの視界一いつ杯ぱいにウゴルの黒い口こう腔こうが広がる。黒。ただひたすらの闇の色。

　──それが『モルガン』が見た最後の色だった。


◆



「おかえりなさいませ、総教主様」

　幹部魔導師たちが丁てい重ちような礼でミリアンを迎むかえる。

　光魔法教会本部の一角にある秘密の出入り口のひとつで待っていたのは、筆頭魔導師の老人、ラインゾルトと本部教会長のアゾフ、そして軍務長のヤウザの三人だ。

　光魔法教会本部は一時期皇帝の親衛隊に占せん拠きよされ、幹部も入れ替かえられた。

　しかし東方遠征後、魔導騎士が壊かい滅めつ状態に陥おちいったこと、不安定なデクストラの代わりにミリアンが総教主となったことで魔導師たちは教会の中ちゆう枢すうから親衛隊を閉め出すことに成功する。結果、幹部のほとんども元の地位に返り咲ざいていた。

　迎えに来た三人に軽くうなずき、ミリアンは光魔法教会本部の長い回かい廊ろうを歩いていく。

「迎えに来てくれて、ありがとう。……大おお叔母おば様の件は、駄だ目めでした。私はあのひとたちとは、家族になれないみたい」

　ミリアンの言葉に、魔導師たちはちらとミリアンの横顔をうかがう。

「この期ごにおよんでその態度とは。失礼なことを申し上げるようですが、ヴェルティア公も、もはや正気ではありませんね」

　アゾフに言われ、ミリアンは唇くちびるを嚙かんだ。

　確かにそうなのだ。この一年でミリアンは多くのことを学んだ。そんなミリアンの目から見ても、現皇帝とヴェルティア公に未来はない。

（異母兄あに上がかろうじて地位を保っていられるのは、まだ私たち魔導師が異母兄上を皇帝として支持しているから。民たみの生活が苦しくなれば魔導師の地位は上がるもの。今、私たちがひとことバシュラール卿きようを支持すると言えば、民は異母兄上を玉座から引きずり下ろすはず）

　わかっているからこそ、ミリアンは異母兄たちを救いたかった。

　でも、助かりたくない人間を助けることは誰にもできない。

　だめ押しのようにラインゾルトが言う。

「皇帝陛下とヴェルティア公が隠いん遁とんし、我らの目の届く場所で後のちの生しよう涯がいを送られるというのなら、おふたりの命と名めい誉よをお守りすることも可能でしょう。穏おだやかに、陛下からバシュラール卿に皇位を譲ゆずっていただけばよい。しかし先方にその気がないようならば、あとは血を流すしかありますまい」

　ラインゾルトはいつも正しい。他の幹部魔導師もそうだ。

　世界の真実を知る魔導師たちは、誰もが残ざん酷こくなまでに正しく、献けん身しん的にひとの未来に尽つくす。使命のためなら血を流すこともいとわない。

（私も、そうならなきゃ）

　正しく、残酷に、強く。何度も何度も肝きもに銘めいじてきたことだ。

　まだ苦しくて唇が震えるけれど、すべては自分の力が足りないせいだ。きっとモルガンの言ったことが正しいのだ。

　愛で救えるものなど、何もない。

　救えなかった責任は自分でとるしかない。ミリアンはなるべく冷静な声を出した。

「──バシュラール卿に伝えてください。あのひとたちが帝都に入れば、私が……光魔法教会の総教主が、新皇帝の冠かんむりを与あたえる、って」

「つまりは、光魔導師がバシュラール卿が帝都に攻せめ上ることを支し援えんする、ということでよろしいですな？」

「はい。……でも」

　一度言葉を切って、ミリアンは立ち止まった。

　魔導師たちも同じく立ち止まり、淡い光の落ちる廊下でミリアンと向き合う。

「ひとつだけ、不安なことがあります。私、皇宮に行っても異母兄上の気配を感じることができなかった。異母兄上は確かに皇宮にいるはずなのに、どこにいるのか、わからない。ひどく不ふ吉きつな感じがする。捕とらえるにせよ……殺すにせよ、どうにかして異母兄上の居場所を捜さがさないと駄目だと思います」

　ミリアンの懸けん命めいな声こわ音ねに、魔導師たちも厳しい表情になった。

「確かに、あの宮きゆう殿でんは奇妙です。ヴェルティア公を守るように取り囲んでいる、悪あしき気配があるようですな。この件に関しては、全力で調査を続けさせていただきます。いざとなれば、『大盟約』を発動し、皇宮の静魔法を止めてでもつきとめることとなりましょう」

　頭を下げるラインゾルトに、ミリアンは小さく息を吐はいた。

　これですべてが始まってしまう。モルガンは死ぬだろう。異母兄も、おそらくは死ぬ。

　心が痛む。ちくちくと痛む。その痛みは普ふ段だんは堪たえ難がたいほどではない。ただしけして消えない。ずっとミリアンにまとわりついて、ときたますさまじい勢いで責め立ててくる。

　以前はこんな痛みは知らなかった。カナギと、ソラと旅しているころは、死ぬほど苦しいか幸せかのどちらかだった。変わったのだ、と思う。周りも自分も、変わってしまった。

　今のミリアンにはやることがある。日々の食しよく糧りようを確保する必要がなくなった代わりに課せられたのが、この総教主の仕事だ。ミリアンは小さくうなずいて言った。

「お願いします。……私はこれから、『七しち賢けん人じんの玉座』の調整をしないと」

「総教主様。その前に一件、お耳に入れておきたいことが。直じき訴そに来ている東方の民がおります」

　不意にヤウザが発言し、ミリアンははっとした。

　東方と聞いて思い出すのはただひとり、カナギのことだ。

　思わずヤウザを凝ぎよう視しすると、ヤウザはかすかにうなずいてみせた。

　ミリアンの心臓は跳はね上がる。

（まさか──朝から温かい感じがしてたの、カナギのせい？　近くにいるの？　本当？　私、モルガンとの会見に必死で気づけなかった！）

「……会っていただけませんでしょうか」

「すぐ行く！」

　勢いこんで言い、服の下に下げた耳みみ飾かざりの片割れを指で探さぐる。

　少し不安そうな目を向けてくるアゾフに気づき、ミリアンは表情を引き締しめた。

（平静に、穏やかに、信しん頼らいのおける魔導師らしく──ああ、でも無理！　カナギ！）

　会いたかった。会いたくて、声が聞きたくて、触ふれたくて、心臓の音が聞きたい。

　ずっと想おもっていたのだ。ずっと心配していた。

　病弱な体での困難な東方への旅、そこで巻きこまれたであろう壮そう絶ぜつな戦い。

　カナギのことを考えすぎれば、心配で何もできなくなってしまう。だからなるべく普段は考えないようにしていた。それでも総教主の激務の合間、眠ねむりに落ちる寸前、夢の中でも必死にカナギの安全を祈いのった。無事にソラを助けて帰ってきてくれるように祈った。

　今もミリアンの胸で温かみを持つ耳飾りは、カナギに渡わたしたものの片割れだ。この耳飾りが温かい間はカナギも無事なのだと、なぜかミリアンは信じている。

（二度、耳飾りがすごく冷たくなって、怖こわくておかしくなりそうだった。けど、今は温かいから──いつか帰ってきてくれると思ってた）

　それが今日だとは！

　ミリアンは、ヤウザや他ほかの幹部魔導師が喋しやべっていることを半分上の空で聞き、長い回廊を歩きながら侍じ女じよに衣い装しようを整えられた。

　ほんのわずかな時間も惜おしい。

　駆かけ足にならないようにするのがやっとだ。ついに回廊を渡りきり、ミリアンの目の前で左右に目の形を象ぞう眼がんした扉とびらが開かれる。穏やかな白い光が目を打った。

　ミリアンと魔導師たちは、恐おそろしく高い天てん井じようを持つ八角形の部屋に出る。

　室内には何人かの人間が控ひかえていたが、ミリアンにはひとりしか見えなかった。

　一〇〇万人の中からでも見つける自信がある。銀色の刃やいばのような気配。温かみを隠かくしてまっすぐに立つその姿。──カナギ。

「世界の英知、世界と法の監かん視し者、光魔法教会総教主様！」

　誰かが呼ばわり、ミリアンは反射的に総教主の顔を作った。厳しく神こう々ごうしい無表情だ。

　ミリアンは、灰色と黒、そして深い藍あい色いろの石で文様を描えがいた床ゆかを踏ふみ、立ち止まる。

　このまま階段を数段下りて、五歩も走ればカナギの腕うでに飛びこめた。

　でも、今はそうするわけにいかない。

　今のミリアンは総教主なのだ。心臓がひどく強く打ち、全身が震ふるえてしまいそうだ。カナギを目の前に、ただ立っているのがこんなにも苦しいなんて。

　対するカナギは静かに頭を下げていた。

　やがて顔を上げたカナギを見て、ミリアンはどきりとする。

（カナギ、瘦やせた？　あ、違ちがう……前よりすごく健康なことは、健康なんだ）

　一年ぶりに見るカナギは、いくらか精せい悍かんさを増したようであった。瞳ひとみからは病的なぎらつきが消え、病をおして立っているという異様な気き迫はくも消えた。

　どこか虚うつろで、何を見たらいいのかわからないとでも言いたげに、ごく淡たん々たんとミリアンを見つめている。

（……なんだろう、せっかく会えたのに。カナギは嬉うれしくないのかな……）

　嫌いやな考えになってしまい、ミリアンはつい涙なみだぐみかける。

　どうにか涙が零こぼれないよう、ミリアンが一生懸命拳こぶしを作っていると、魔導師にうながされたカナギが喋りだした。

「東方、ミズネ・タカミネの薬くす師し、カナギ・サンスイです。今日は、東方の者を帝都に受け入れていただきたく、まいりました」

　急な話に、ミリアンは瞬またたく。そして少し恥はずかしくなった。

　カナギは東方の民たみとして、光魔法教会と話をしにきたのだ。ならばミリアンも総教主として答えなければならない。

　脇わきに控えた幹部魔導師たちを視界に入れながら、ミリアンはデクストラ風に言う。

「──帝都は、いかなる者にも開かれておる。帝国のために、ひいてはひとのために闘たたかう心があれば、我らは皆みなを受け入れよう」

「失礼ですが、それは建前です。帝都の市民権は金で売り買いされ、けして東方や南方の者にその権利は渡らない。しかしこのたび、東方は帝国との戦いくさにより古森の三分の一を焼かれました。我々東方の民は互たがいに助け合っていますが、助け合いの心には限度がなくとも、物資には限りがあります。あの地は飢うえている」

　なめらかに語られつつも、重い言葉だ。

　ミリアンの心はまたも鋭するどく痛む。カナギはひどいものを見てきたのだ。

　体が癒いえても、心が枯かれてしまうようなひどいものを。

　ミリアンは一生懸命考えながら言う。

「残念ながら、ここにもまた飢えは忍しのび寄っておる。──しかし、強者は弱者に施ほどこしをするのが世の習いであろう。また、世の果てには強者も弱者も存在せぬ」

　そこまで言って、ラインゾルトのほうをうかがう。老魔導師は厳しい顔だが、口を出す気はないようだ。ミリアンの言っていることは間ま違ちがっていないのだ。

　ミリアンは意を決して続けた。

「……そなたの申し出は慎しん重ちように検討しよう。しかし、今帝都にそなたらを受け入れても、民の反発が強すぎる。しばし待て。物資なら教会保有の中から多少は送れるかもしれぬ。そして時が来れば、ここはすべての闘う者の砦とりでとなる。そうなれば帝国も東方もない」

「その『時』とは？」

「時はもうすぐくる。そのときには誰もがわかるはずじゃ」

　こんな言い方しかできないのがもどかしかった。

（時っていうのは、『大盟約』が発動するときのこと。世界の王と鳥の神が世界を見捨てて、世の果ての境界がほころびる日、そして光魔導師が世界を救う日のこと。そのときがくれば、闘うものはすべて帝都に受け入れられる──って、カナギには言えるけど、『東方の代表』にはまだ言えない……）

　カナギの東方での立場がどうなっているかもよくわからないし、このような公式の場ではミリアンも自由がきかない。

　本当はミリアンにもカナギに訊ききたいことが山ほどあるのだ。

　ミリアンがためらっているうちに、カナギは深く礼をした。

「……わかりました。そのときが手て遅おくれにならないことを祈ります。……東方では、森が焼けたときに多くの生き残りが言葉を失った。まともに対話できる集団を探すときには、何か手伝えるかもしれません。そのときはお呼びください」

　他た人にん行ぎよう儀ぎに言われて、ミリアンは慌あわてた。このままうなずけば、カナギは教会本部を出て行ってしまいそうだ。出て行かれたら二度と会えなくなりそうな予感がして、ミリアンは思わずカナギを引きとめる。

「できれば、今、ふたりきりで話したい」

　カナギはまずミリアンを見つめ、次に魔導師たちを眺ながめた。

　魔導師たちは神しん妙みような顔つきでカナギを見ていたが、止めるものはいない。

　──カナギはうなずき、ミリアンの願いは聞き届けられた。


◆



（私の格好、おかしくないかな）

　一度謁えつ見けんの間から引っこんだミリアンは、魔導師の用意した小部屋の前で少しためらう。

（……あれ、でも私、どうして格好なんか気になるんだろう。カナギとはまじめな話をするのに。格好なんて関係ないはずなのに）

　以前のミリアンはカナギの前に立つのに格好など気にしなかった。総教主の任についてからは多少身なりに気を遣つかうようになったけれど、それはただの義務だった。

　今は義務感からではなく、久しぶりに会うカナギのためになるべくきちんとした格好でいたい。ミリアンは生まれて初めての衝しよう動どうからおそるおそる総教主の複雑な装束を整え、眼帯をとってから下位魔導師の開けた扉の向こうへ踏み出す。

　四方を砂すな壁かべに囲まれた奇き妙みような部屋に、カナギは立っていた。

　天井から鳥かごに似た灯あかりが下がり、壁に飛び立つ無数の鳥が彫ほりこんである他は、家具ひとつない小部屋だ。

　ミリアンをみとめると、カナギは深く礼をした。

　ミリアンは悲しくなって、自分も礼を返す。

　その後は、なんとはなしにふたりとも黙だまってしまった。温度のない、砂のような視線でミリアンを見つめていたカナギが、ぽつりと問う。

「……なんて呼べばいい？」

「普ふ通つう、に」

「……ミリアン？」

「うん」

　ミリアンは深くうなずいた。すると突とつ然ぜん涙るい腺せんがゆるんで、ぼろぼろと涙が零れてしまった。

　涙はあとからあとから零れて、嗚咽おえつまでもが喉のどをせりあがる。あまりにみっともないので、ミリアンはどうにか手のひらで顔を覆おおった。肩かたを震わせ、子供のように泣きじゃくる。

　カナギが歩み寄ってくる足音がした。

　カナギの手が、そっとミリアンの頭に触ふれる。彼の手は優やさしく何度かミリアンの頭をなでて、耳あたりに軽く触れ、結局両肩の上に落ち着く。カナギが顔を耳に寄せてくるのがわかる。温かい。

「しんどかったな」

　いたわりの言葉をかけられると、ますますひどく涙が零れた。

　やっぱりカナギはカナギだ。何も変わっていない。強くて優しい、カナギのままだ。

　ミリアンはうなずきかけて、すぐに思い直して首を横に振ふる。

「違、う……！　大変だったのは、カナギ、で……ほんとに、生きててよかっ、た」

　そこまで言って、なんだか息切れしてしまう。これ以上何を言っていいのかわからない。

　ミリアンは繊せん細さいな刺し繡しゆうをした袖そでで乱暴に涙をふき、夢中で指を伸のべてカナギの胸に触れた。何を言うより、カナギの心臓の音が聞きたかったのだ。彼が生きている証あかしが欲しい。

　ミリアンはカナギに寄り添そい、その胸に耳を押しつける。耳を澄すますと、確かに鈍にぶい音が伝わってきた。規則的な鼓こ動どうがミリアンの心までも震わせる。ミリアンは嬉うれしくて、また泣きそうになった。泣かないように何かを言おうとしたら、自然に言葉が唇くちびるから零れる。

「好き……」

　言った瞬しゆん間かんに、ミリアンはひどい幸福感で目がくらんだ。

　なんだろう、今までだってカナギにはたくさん『好き』と言ったのに。今の『好き』はこれまでの『好き』とはまったく違ちがう。自分が発した言葉がミリアンの体を熱くする。

　身体からだが痺しびれて、もう立ってもいられない。

　崩くずれそうになる少女の身体を、カナギが強く抱だきしめる。ミリアンも必死にしがみついた。

　そうでもしないと壊こわれてしまう。身体が砕くだける。心が砕ける。

（助けて──助けて、壊れないように、もっと強く抱きしめていて）

　ひたすらに念じるミリアンの心が通じているかのように、カナギの腕うでには力がこもった。彼がミリアンを強く抱きしめればそれだけ、そのせいで呼吸が苦しくなればなおさら、ミリアンはどうにか安心できた。

　このままおかしくなってしまいたい、カナギの体温に吞のみこまれてしまいたい。

　ミリアンの心は大声でそう叫さけんでいる。

　でも、駄だ目めだ。まだ訊かなければならないことがある。

　ミリアンは小さくあえぎ、どうにか小声をしぼり出す。

「カナギ、ソラは──ソラは、どうなった、の？　会えたの？　ソラが持っていたはずの、ウゴルの仮面は？　私、すごく、嫌な予感がして、て……」

「……ソラ？　ミリアン、お前、まだそんなこと言ってるのか」

　耳元でカナギが囁ささやく。どこか疲つかれたような、悲しい声だった。……何かがおかしい。

「カナギ？　『そんなこと』って……」

「ソラは、あれは……お前の空想の人物だろう？」

　いきなり飛びこんできた言葉に、ミリアンの頭は一いつ瞬しゆん真っ白になった。

（何？　今、カナギは何を言ったの？）

　体がすっと冷えていく。ミリアンは慌てて腕をゆるめ、カナギの顔を見ようとした。しかしカナギは腕をほどかない。逆にミリアンの顔を自分の胸に押しつけ、囁くように続ける。

「落ち着いて聞け。お前にはもうわかってるはずだ。魔導師として覚かく醒せいした直後、精神的に不安定になったお前はよく空想で作り出した友達と喋しやべってた。『綺き麗れいで優しくてなんでも知っている』架か空くうの友達──その名前が『ソラ』だ。俺もずっとつきあって『ソラ』と話すふりをしてたけど、あれはお前の空想なんだ。現実じゃない。帝都に着いてデクストラに会ったとき、お前自身も『ソラ』なんていないんだって、やっと気づいたじゃないか」

　カナギの声に冗じよう談だんの色はない。ひたすらに真しん剣けんで、少しだけ虚うつろな声で語っている。

　ミリアンの中に恐きよう怖ふが生まれ、じわじわと全身を冷やしてくる。怖こわい。カナギはなんの話をしているのだろう。どうしてこんな話をするのだろう。

　ミリアンの不安をよそに、カナギはごく優しく言う。

「この一年、お前をひとりにしてすまなかった。つらかったんだな。また空想の友達が必要になるくらいに。……でも、もう必要ない。俺はいずれ東方には帰らなきゃならないけど、それまではなるべくお前の近くにいるから。大だい丈じよう夫ぶだ」

　言い終えると、やっとカナギはミリアンの体を押し離はなした。ミリアンが見上げたカナギの瞳ひとみはひどく空くう虚きよで、ともするとミリアンの上に焦しよう点てんを結ばない。

（──カナギ！）

　ミリアンの心が悲鳴をあげる。今すぐ泣きわめいて、ばか、と叫んでカナギをはり倒たおしたい。でもそんなことはできない。

（やっぱりカナギにもソラにも、何かが起こったんだ。多分、ひどいことが起こったんだ。それでカナギはソラのことを忘れちゃったんだ、なかったことにしようとしてるんだ……！）

　何があったの、どうしたの。

　問いただしたい気持ちは山々だが、軽々しく問うにはカナギの瞳が暗すぎる。

（ひどい目。まるで暗殺の標的として、初めて会ったときみたいな暗い瞳。カナギの心はひどい怪け我がをしてる。気軽に触さわったら駄目だ、そんなことしたら壊れちゃう。だとしたら……私、どうしよう。何ができる？　カナギの心をのぞいて、練り直しをしてみる？……でも、前はそれでソラと世界の王との接続を切っちゃったし）

　カナギの傷に触れられないなら、ミリアンに何ができるだろう。

　──せいぜい笑っていることくらいかもしれない。

　今のミリアンには、カナギのお芝しば居いに、『ソラ』が架空の人物だったというお芝居につきあって、笑って、カナギの心が少しでも癒いえるのを待つことくらいしかできないのかもしれない。

　ひどい結論に呼吸が乱れ、心臓の位置がひどく痛む。

　それでもミリアンは、せめてきちんと笑おうと思った。

　笑え。彼のことを思うなら。

　ミリアンはこわばる顔を懸けん命めいに動かして、どうにか笑え顔がおらしい顔を作る。

「ありがとう……カナギ。あの……私、まだ、『ソラ』のことが空想だったかどうかはよくわからない……けど、カナギが帰ってきてくれたのは、本当によかった」

　ミリアンの言葉を聞くと、カナギも少し悲しげに微笑ほほえんで頭をなでてくれる。

　そんなカナギの優しい所作にも、もうミリアンは少しも満たされない。ミリアンの心にも、ぽっかりと空白の場所ができてしまったかのようだ。

（ソラ──いなくなったんだ）

　カナギになでられながら、ミリアンは呆ぼう然ぜんと考える。

　すさまじかったと聞く東方の戦場で、ソラとカナギに降りかかった運命がどんなものかはわからない。ミリアンとしても東方遠征で巨きよ大だいな遺い跡せきが見つかったとの報告は聞き、すぐさま封ふう印いんに魔導師を派遣したが、そこにソラの姿は見あたらなかった。

　真実は闇やみの中だが、きっとソラは消えてしまったのだ。

　ミリアンは直感的に思う。

（だって、カナギがソラに名前をつけたんだもの。カナギがソラのことを『いない』って言っちゃったら、きっとソラは消えちゃう）

　不死者としてのソラを知っている者は何人かいる。白い予言者として、詩人としてのソラを知っているひともたくさんいる。でも、『ソラ』という名のあのひとを知っていたのは多分、カナギだけだったのだ。カナギはミリアンよりもソラの心の傍そばにいた。

　唯ゆい一いつのよりどころを失ったら、きっとソラは存在し続けられない。

　殺すよりもなお悪い。

　──カナギはソラを消し去ってしまった。








２　七しち賢けん人じん









　ミリアンが『バシュラールを新皇帝として立てる』と決断した翌日。

　早くも光魔法教会の使者はバシュラールのもとへ向かった。

　反皇帝勢力の拠きよ点てんを転々としていたバシュラールが教会の使者と会ったのは、帝都から馬で三日ほどの距きよ離りにある、とある貴族の別べつ荘そうでのことである。

「まあ、控ひかえめに言っても、勝手なお話ですなあ」

　バシュラールはさらりと言った。

　対する使者は光魔法教会法務長を務めるトゥーラだ。落ち着いた学者然とした魔導師は、旅人の扮ふん装そうを解かぬまま、動じずに丸まる眼鏡めがねを直す。

「悪いお話ではないと思いますが」

「悪かないですよ。そりゃあもう、悪くはない。ただし勝手だ。大体どうしてこのときなんです？　俺たちが皇帝陛下の大おお噓うそ戦勝記念式典を襲おそう計画を立てたときは、あんたら協力を拒きよ否ひしたはずだ。それを今いま更さらいきなり『帝都へ攻せめ上れ』とか言ってきたあげくに、これこれの日時までに全部すませろ、ってのは無む茶ちやにもほどがある」

　そうでしょう？　とバシュラールは崩れた笑いを浮うかべた。

　暖だん炉ろの赤々と燃える山さん荘そう風の部屋で、バシュラールの姿は不思議に堂々と見える。

　まとっているのは最近彼の定番となった機能的な軍装だ。適当に着き崩くずされている。結局自分には実用的かつ崩れた格好が一番似合う──と、バシュラール本人が気づいた結果だった。

　対照的なのはバシュラールの椅い子すの傍かたわらに立つラングレーで、彼は記章を剝はいだ帝国の軍服を恐おそろしくきっちり着こなしている。

　三人だけの部屋で、トゥーラは静かに続けた。

「あなたはご存じのはずだ、バシュラール卿きよう。魔導師は世せ俗ぞくとは別の法則で動いています。この日時もまた、計算の結果によって決められたもの。いずれ世界が大きく動く、その前にあなたに帝国を任せたい。これは光魔法教会の意思です」

「世界ですか。こりゃまたでかいもんをくださるおつもりのようで」

　バシュラールは肘ひじ掛かけにほおづえをつき、思案げにつぶやいた。

　対するトゥーラの弁べん舌ぜつはなめらかだ。暖炉の炎ほのおが眼鏡の硝子ガラスに映りこむ。

「あなたしかいないのです。貴族も民たみも、教会の魔導師も、すべてが納なつ得とくして受け入れられるのは皇族の血を引きつつも庶しよ民みん派で現実的であるあなただけだ。我々もそれは最初から認めておりましたよ。──あなたは宮きゆう廷ていにも味方が大勢おいでです。おわかりでしょうが、この一年で、シギスムンド帝とヴェルティア公は政治的にほぼ丸まる裸はだかにされました。今や道は整った。あなたはただ、堂々と帝都に入ってくるだけでいい。我々魔導師が帝都の門を開けましょう」

　ここまで言い切られると、バシュラールも苦く笑しようするしかない。

　帝都に入るのは光魔導師の協力なくしては不可能だ。帝都は魔導師の作った都なのだ。

　その光魔導師が、建前上中立を掲かかげる光魔法教会が、今や全面的にバシュラールに協力すると言っている。

　魔導師たちが本気で動くなら、確かに最小限の犠ぎ牲せいで皇帝をすげかえることも可能だろう。ひとを捕とらえ、暗殺し、記き憶おくをいじり、民の心を操あやつる。魔導師の力は強大だ。ただやみくもに力を振ふるうのは混乱を招く、そう悟さとっているからこそ普ふ段だんは沈ちん黙もくを守るだけの話。

（魔導師どもは、今だ、と思ったってわけだ。機が熟せば動く。それまではただの傍ぼう観かん者。世界の監かん視し者、それが魔導師、か）

　皮肉に考え、バシュラールはゆっくりと立ち上がる。使者を眺ながめ、少し笑みを深めた。

「──お話はわかりました。どっちにしろ、俺にこの話を断れるわけがない」

「世界を引き受けるご覚かく悟ごはできましたかね？」

　トゥーラもまた静かに立ち上がって訊きく。

　バシュラールは微笑み、深く礼をした。

「謹つつしんでお受けします」

　厳おごそかに言ったバシュラールを、トゥーラは古い作法でもって祝福する。後々の連れん絡らく法を確かく認にんすると、トゥーラは音もなく部屋から立ち去った。

　バシュラールは難しい顔で再び椅子に座り、暖炉の炎を見つめる。

　長い沈黙の後、ラングレーが口を開いた。

「めでたいことだな」

「……本当にそう思うか？　魔導師ってのは、本当のことはいつも言わねぇ。世界を自分たちが動かしてると思っていやがる。俺はあいつらのことがどうしても信用できねぇ」

　不ふ機き嫌げんなバシュラールの語調はどこか子供っぽい。ラングレーは辛しん抱ぼう強く、淡たん々たんと続けた。

「貴き殿でんが短期間でここまで勢力をのばさねば、魔導師たちにもどうにもできなかったはずだ。奴やつらは神ではない。貴殿は世界を自身の力で勝ち取った」

「俺は何もやってねぇ。好き勝手あっちこっちに行ってひっかきまわしてただけだぜ。単純な奴らがこぞって俺をまつりあげたんだ」

「それもまた真実だな」

　きっぱりとうなずかれ、バシュラールは情けない顔でラングレーを見上げた。

「……グレちゃん、普ふ通つうそこで肯こう定ていするか？　なんかこう、もうちょっと慰なぐさめるなら慰めるで徹てつ底ていして慰めてくれねぇかなー」

「あまり甘いことを言うと、貴殿はつけあがる」

「ははあ、よくおわかりで……。なんつーか、イエーリがふたりになったみてぇだ」

　思い切りため息を吐つき、バシュラールは頭を抱かかえる。

　昔からの友人であるからこそ、ラングレーの言葉には容よう赦しやがない。他ほかの人間がいれば互たがいにもう少し気は遣つかうのだが、ふたりきりなら常に無礼講だった。

　どこか疲つかれた様子のバシュラールを眺め、ラングレーは言う。

「──わたしは光魔法教会には学部以降直接関かかわっていない。ゆえに貴殿が魔導師に感じる不信のようなものを理解することはできん。だが、わたしは常に貴殿の傍らにあり、貴殿を害するものを斬きろう。魔導師であろうと、皇帝であろうとな。……バシュラール。皇位をとれ」

　あまりにまっすぐな言葉に、バシュラールは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめた。

　心が震ふるえたのだ。重い信しん頼らいが心に染しみて、なんともいたたまれない気分になる。

（あー、こりゃあ取りこぼせねぇなあ）

　バシュラールはしみじみと思う。

　この一年、自分に伸のべられる手、助けてくれと、美しい明日を見せてくれと、必死にすがってくる手をどれだけ見ただろう。そのすべてに陽気にうなずきながら、バシュラールはいちいち戸と惑まどってもいた。

　助けを求める全員を助けるなんて、できるわけがない。バシュラールはただの人間だ。

（……でも、もう駄だ目めだ。誰の手ひとつも取りこぼせねぇや。全部救ってやらねぇと）

　魔導師とラングレーに『世界』を語られ、救世主たる皇帝になれと言われ、バシュラールにも何やら新しい覚悟ができた。

（無理だろうとなんだろうと、俺が信じなきゃ始まらねぇんだな。世界全部を救えるって思ってやらなけりゃ駄目だ。奇き跡せきを起こすくらいの気分でやらなきゃ駄目だ。こりゃあ本当に大仕事だぜ）

　バシュラールは頭をかいて立ち上がり、軽い調子で言った。

「よし、俺は人間を超こえるぜ。今日からバシュラール二号と呼んでいいぞ」

「いらん！　そんな威い厳げんのない名前では駄目だ、わたしが許さん！」

「相変わらずうるせぇなあ。いいじゃねーか、二号。俺は人間の限界を超えてとっとと皇帝になる。そんでお前さんに早くいい嫁よめを見つけてやらねーと」

「なっ、何がどうしてそんな話になったのだ！　わたしは自分の嫁くらい自分で探す！」

「そう言いつつお前さん、何歳だ？　俺と同い年だろ？　まずいぜ、容姿はいいのに最近あんまりにも俺とべったりなもんで、変な噂うわさが立ってるらしいじゃねえか。他の奴らが遠えん慮りよしちまっていけねぇよ」

　適当にからかってやると、ラングレーはみるみる真っ青さおになった。

　ラングレーは常の冷静さをかなぐり捨て、むちゃくちゃな文法で叫さけぶ。

「噂とは一体どんなまったく事実無根であり考えられん！　それを言うなら貴殿のほうがとっとと嫁をとれ！　それこそ皇帝になったら独ひとり身では格好がつかんぞ！」

「やなこった。俺はシュナル以外の嫁はいらねーんだよ」

「本気で言っているのか!?　いいかげんはっきり言うが、彼女が生きている可能性はほとんどない！」

　もっともな意見だが、バシュラールはむっとした。ラングレーをにらみつけて言う。

「そりゃそうだ、シュナルは俺の反乱討とう伐ばつに失敗したんだ、しかもその後わざわざ罰ばつを受けに帝都に帰りやがった！　普通に考えりゃ処しよ刑けいされてて当然。とはいえあんまりに大罪だ、大げさな処刑をしなきゃなんねえが、今の皇帝陛下にゃそんな金はねえ。実際あいつの処刑が行われたって知らせは入ってねえだろうが！」

　バシュラールの主張はまるでだだをこねる子供のそれだ。

　ラングレーはまじまじとバシュラールを見つめ、刻むように告げる。

「生きているとしたら、それは死ぬよりもつらい生のはずだ」

「知ってるさ。でも駄目だ、本気で愛してんだ。冷めるどころか、ひでぇ深みにはまってる」

　間かん髪はつ容いれずに返すバシュラールに、ラングレーは絶句した。

　しばし口を閉とざした後、吐き捨てるように言う。

「貴殿は歪ゆがんでいる」

　その通りだ、バシュラールは内心で苦笑した。

　皇帝になって世界を救う。

　その崇すう高こうな目標とはまったく別のところで、シュナルへの愛は強くなり続けていた。崇拝ではなく、肉欲ではなく、顔もずっと見ていないのに、愛いとおしさだけが深まっていく。

　この純じゆん粋すいすぎる愛しさは、おそらくいささかいびつなものだ。バシュラールの理性と敬けい虔けんさの中に割りこんでくる猛もう毒どくのような熱情。

　おかしいとも危険だとも思うが、バシュラールはそれを排はい除じよしない。

　再びシュナルと生きて相まみえることがあるのなら、バシュラールは自分のすべてを差し出そうと思う。なぜかは知らない。理由をつけるのもばかばかしい。

　ただひたすらに、愛しているのだ。


◆



　世界の水面下で皇帝交代の計画が動き出していたころ、確かにシュナルはまだ生きていた。

　冷えた薄うす暗ぐらい牢ろうの中、若い牢番がシュナルの牢の前へしゃがみこむ。

　金属扉とびらの下方、食事などを差し入れる小窓を開け、牢番は中へと囁ささやきかけた。

「──ご無事ですか。ここのところ寒さがきついでしょう。毛布をお持ちしました。あとは干した果物を少し。たいしたものがなくて、本当に申し訳ないんですが」

「……ありがとう。あなたもろくに食べていないのでしょうに。ごめんなさい」

　落ち着いた低めの女声が響ひびくと、牢番の顔がぱっと明るくなる。

　小窓から差し入れた包みが内部へ消えるのと入れ替かわりに、荒あれたシュナルの手が牢番の手に軽く触ふれた。

　牢番の青年はシュナルの指を握にぎり、真しん摯しに語りかける。

「謝らないでください。俺には本当に、これくらいしかできないんです」

「充じゆう分ぶんですわ。今の私にできるお返しなどほとんどないのに、あなたは何も求めない」

「当たり前ですよ……。俺はもう、嫌いやなんです。血も嫌だ。悲鳴も嫌だ。狂くるった人間の声なんか聞きたくもない。親衛隊の仕打ちは正気じゃありません。……あなただって、最初は土牢に放ほうりこまれてたじゃないですか。普通なら絶対に狂っちまうはずだった」

　一年前を思い出し、牢番の声は震えた。

　土牢は闇やみと狂気の世界だ。ほとんど身動きもできない狭せまくて深い穴に囚しゆう人じんを放りこむ。その狭さと圧あつ倒とう的な闇は、しごく簡単に人間の体と心を破は壊かいするものなのだ。

「誰もが一日で音ねをあげる土牢に、あなたは七日も閉じこめられていた。絶対死んだと思ってました。七日目に、俺たちは死体を引きずり上げるつもりでうんざりしてた。なのにあなたは……生きてたんですよ。しかも、すごく綺き麗れいな目をしてた。敬虔な目で俺たちを見て、かすかに……ありがとう、って。そう言ったんだ。俺たちは雷かみなりに打たれたみたいだった。神様を見たような気分になった。あなたを殺しちゃいけないって、あのとき確信したんです」

「……あなたは誤解しています。私は生き汚ぎたなかっただけですわ」

　シュナルの答えは淡々としていた。牢番は熱心に続ける。

「あなたが汚いんだったら、俺たちはゴミです。──いいですか、もう少しの辛しん抱ぼうです。皇帝派のヴェルティア公が消えたって噂があります。きっと魔導師たちが動いたんです。世界は変わりますよ。みんな、バシュラール卿きようが帝都にやってくる、って噂してます」

「──バシュラール様が」

　その名を呼んだとき、初めてシュナルの声に感情が揺ゆらいだ。

　牢番はシュナルの態度に満足し、微笑ほほえんで小窓の隙すき間まを細くしていく。

「はい。だから、そのときまでどうか、ご無事で。それじゃ」

「すみません、あとひとつだけ教えて。……ここの牢の上には、何があるのですか？」

　今度はシュナルのほうから声がかかり、牢番は少し戸惑いを見せた。

「──それを教えるわけにはいきません。どうか……しましたか？」

「いえ、逃にげたいとかそういうことではなくて。……夜中に、何かが天てん井じよう裏をはいずっている音が聞こえるような気がしたんです。──でもきっと、気のせいね。ありがとう」

「気のせいだと思いますよ。この上にネズミが入るような隙間はありません。大だい丈じよう夫ぶ。それじゃ、また来ます」

　小さくうなずき、小窓をもとのように閉じて、牢番は足早に去っていく。

　遠ざかる足音を聞きながら、シュナルは牢の隅すみにうずくまった。

　瘦やせた身体からだを差し入れの毛布でくるみ、そっと白い息を吐く。牢の中の生活でいくらかやつれはしたが、幽ゆう閉へい初期に受けた傷や身体の歪みのおおかたは癒いえ、短く切られた髪かみも大分伸びている。

　シュナルは今、自分がそうひどく不幸だとは思っていなかった。

　元々モルガンに囚とらわれていたような人生だったのだ。最近は牢番たちの善意でずいぶん楽をしているし、このまま一生幽閉されているとしても、自分はそれなりに幸せに死ねるかもしれない。

　そこまで思っていたのに、バシュラールの名を聞いた途と端たん……シュナルの心は確かに躍おどった。

（まだ、あの方は私の希望なのね）

　少し投げやりに苦く笑しようして、シュナルは膝ひざに顔をうずめて目を閉じた。

　シュナルにとってのバシュラールとは、一体なんだったのだろう。最初はとぼけた上司で、ずるい恋こい人びとになる前に強敵になってしまった。手に入らないなら殺してしまおう、そうすればすべてが終わる。──シュナルはそう信じてバシュラールと闘たたかったのだが、バシュラールは逆に容よう赦しやなくシュナルをたたきのめした。とことん一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だ。

（……でも、私は負けてよかったわ。モルガンから与あたえられたすべてを失って、今は本当に自由で安心していられるもの。バシュラール様は、きっと全部わかっていらしたのね）

　バシュラールはシュナルの闇を知っていた。

　シュナルには半はん端ぱな救いなど救いにはならないと知っていたからこそ、バシュラールは本気でシュナルと闘ってくれたのではないだろうか。闘って、自分が打ち勝つことでシュナルをすべてから自由にしてくれたのではないだろうか。

　彼の記き憶おくはシュナルを不思議に強くする。土牢に耐たえられたのも、きっとバシュラールの記憶があったからだ。

　これだけでも充分に幸せなのに、もう一度彼に会えるようなことがあったらどうしよう？

（それはなんだか、幸福すぎるような気がするわね）

　シュナルはそっと目を開けて立ち上がった。壁かべに刻んだ日付代わりのくぼみを確かく認にんする。

　食事のときにこのくぼみを削けずるのと、しばらく狭い牢の中を歩くのがシュナルの日課だ。狭い牢でじっとしていて、体が駄だ目めになってはたまらない。

（これから何があるかはわからないけれど、まずはこの足でここから出られるようにしておかないとね）

　なんとはなしに笑って、シュナルはいつもより少し明るい気分で歩き出す。
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　歩き始めてすぐに、天井裏のどこかでずるり、と何かが動く音がした。

　シュナルは眉まゆをひそめて気配をうかがう。

　すぐに消えてしまう、しかし巨きよ大だいな気配。この牢は第六層と第五層の隙間にある比ひ較かく的てき地位のある罪人のための牢だ。

　音のした天井裏は第六層の地下。そこに一体何があるというのだろう？


◆



（すべてが動き出しますよ、カナギ）

　カナギの夢の中で、誰かの声が響く。

　加減を間ま違ちがったかのように優やさしく、男声とも女声ともつかない不思議な声だ。

　懐なつかしいようでいて、ひどく恐おそろしい。

　東方の戦いくさの後から、カナギはこの声の夢ばかり見る。起きているときも幻げん聴ちようを聞く。

　カナギは途と方ほうに暮れて、夢の中の声に問いかける。

（動くって、どういうことだ。世界が、ひとが滅ほろびるのか？）

（さあ。ひとが元の姿に還かえるだけかもしれません。君たちは元々、ただの魔物なのだから）

（魔物だと？　一体なんの話だ？　大体お前は誰なんだ）

　吐はき捨てるように言うと、夢の中で穏おだやかな笑い声が弾はじける。

　優しい声の主はひとしきり笑った後、はっきりとした声こわ音ねで言った。

（カナギ。どうして、わたしを殺してくれなかったのですか？）

「──ッ！」

　胸の痛みに息を吞のみ、カナギは飛び起きた。

　目を開けた途端、視界に朝の光が飛びこんでくる。

　しばらくは自分がどこにいるのかわからなかった。心臓の位置を押さえて見み渡わたすと、辺りは光に満ちた寝しん室しつだ。カナギは天てん蓋がいつきの寝しん台だいの上にいる。

　そして、傍かたわらには眠ねむるミリアンの姿があった。

「……ぇ？　ちょ……っと待……」

　さらに混乱が深まり、カナギは慌あわてて自分の着衣を確認した。──特に乱れてはいない。

（いや、違う！　心配するのはそこじゃない！　っていうか俺は乙おと女めか!?）

　カナギは冷や汗あせをかきながら、必死に昨夜の記憶をたどった。

（俺は……そうだ、帝都に帰ってきたんだ。で、ミリアンと再会して、昔のこととかを延々と話して。明け方近くになったときに急にミリアンが腹が減ったとか言い出して。俺もつきあいでちょっと食べたら多少気分がマシになって……そのまま寝ねちゃったんだったっけ？）

　とりあえず、後こう悔かいするようなことは何もなかったようだ。

　ほっと胸をなでおろしながら、カナギは半ば無意識に自分の体が動くことを確かめる。

　妙みような癖くせだ。どうしてこんな癖がついたのかわからない。首をひねり、カナギは穏やかに眠るミリアンを見下ろす。

（……改めて見ると、綺麗な子だな）

　別れてから一年が経たち、ミリアンも大分女性の香かおりをさせるようになっている。

　こうなってみれば色の褪あせたような金きん髪ぱつも繊せん細さいさを感じさせるし、細い体も少年じみてはいない。眠ってさえいれば、ミリアンは文句なく美しい年とし頃ごろの少女だ。

　一方でカナギは、彼女を見ても以前のように心が温まらないことも感じていた。

（……どうしたんだろう。世界と心の間に薄うす布ぬのが挟はさまったみたいで、感情がうまく動かない）

　カナギはゆっくり瞬またたいてみた。特に何も変わらない。以前の、あふれるような愛情がわいてこない。そっと指を伸のべ、ミリアンの首筋に触ふれてみた。

　このまま殺せるな、と思う。

　愛ゆえにではなく、ただ単に殺してしまうことができる。今のミリアンを殺しても、カナギは少し悲しくてやるせない気分になるだけだろうと思える。

　なぜだろう。どうして心がこんなにも渇かわいているのか。

　自らの問いに答えを出せず、カナギはぼんやりと少女の首に触れていた。

　やがてカナギの気配に気づいたのか、ミリアンがそっとまぶたを開ける。

　反射的に手を引いたカナギを見ると、ミリアンは少し悲しそうに微笑んだ。

「──何、考えてたの、カナギ」

　柔やわらかな問いはわずかに震ふるえている。ミリアンはカナギの気持ちに気づいたのだろうか？　だとしたら悪いことをした。カナギはごまかすように苦笑して言う。

「別に何も考えてない。……まあ、でも……そうだな。帰ってこられたんだな、って」

「うん。帰ってきてくれて、ありがとう」

　ミリアンは小さく言って起きあがり、寝台の上に座りこんでカナギの顔を見上げる。

　まだ瞳ひとみに悲しみを宿したまま、ミリアンは言う。

「カナギ、病気は治ったんだね。寝てる間も、呼吸が乱れなかった」

「……？　病気？　俺は元々健康体だろうが」

　カナギが怪訝けげんそうに言い返すと、ミリアンの瞳が揺らぐ。何度か言葉をつまらせてから、ミリアンは浅くうなずいた。

「うん、そう……だけど。風邪かぜとか、引いてないかなって思って」

「心しん配ぱい性しようだな、お前。だから放っとけないんだ」

　ミリアンの言いように、カナギは淡あわく苦笑して言う。ところが、自分でも自分の声が虚うつろに響ひびくのがわかってしまった。──自分は噓うそを吐ついている。なぜ？　わからない。

　そんなカナギを見つめ、ミリアンは悲しげに震えて問いかける。

「放っとけないから、帰ってきてくれたの？　私が、心配だから？」

「……そうだ」

　即そく答とうして微笑ほほえむごとに、カナギの胸に宿る違い和わ感かんが強くなる。

　噓がふくらみ、心の虚ろがふくらんでいく。カナギがミリアンを愛していたのは本当のことだ。今でも愛しているはずなのだ。なのにどうして罪悪感と違和感ばかりが大きくなるのか。

　カナギはかつて、ミリアンに『きっと帰ってくる』と約束をした。

　だからこそ、あの狂きよう気きの戦場から戻もどってきたのではないか。

（──あれ？　でも、本当にそれだけなのか？　こいつに会うためだけに、こんなことをするためだけに俺は帰ってきたのか？　滅び行く故郷を放ほうって？）

　考え進めていくと、カナギはひどい頭痛を覚え始めた。

　どうもおかしい。何かもっと他ほかに伝えるべきことがあったような気がする。

　故郷よりも大切な、伝えなければ世界が終わるような何かを知ったからこそ、自分はここへ帰ってきたのではなかったのか？

「──ッぁ……」

　そこまで考えたところで頭痛が最高潮に達した。

　もう何も考えることができず、カナギは頭を抱かかえる。それでも頭痛は治まらない。

　頭の中で誰かががなりたてている。もうやめろ、考えるな、そっちへ行くな！

　カナギの身体からだは痙けい攣れんするように震え、どうにも止める方法がわからない。

　すかさずミリアンが手を伸ばし、カナギの頭を抱えるように抱だきしめた。温かいひとの温度が、ほんの少しだけカナギを落ち着かせてくれる。

　カナギはわけがわからないままミリアンの腕うでにすがった。耳元でミリアンが囁ささやく。

「カナギ、ごめん。もう少しだけ思い出して。私、東方遠征のときに大きな前世界の遺い跡せきが見つかったって聞いたの。その遺跡はひどく破は壊かいされていたけれど、不死者がいた形跡もあったって。──カナギはその遺跡、見た？」

　遺跡。

　そう聞いた途と端たん、カナギの脳のう裏りに炎ほのおの記き憶おくがゆらめく。この世の終わりのように燃え上がっていた炎。悪夢に似た壮そう麗れいな遺跡。狂気に落ちて笑い転げていた人々。森は燃え、人々は飢うえ、世界は滅びに瀕ひんしている。なのに自分は愛いとしいひとの傍そばにいる。おかしな話だ。許されるわけがない。こんなことは無理だ。だってみんな死んだのだ。同どう胞ほうも友人もみんな東方で死んだのだ。

　だからお前も死んでしまえ！　そうだ、一刻も早く！

　頭の中の声ががなりたてた。後悔がすさまじく重さを増していく。死者の声がどこまでも強くなっていく。もう一秒だってこの声には耐たえられない。こんな苦痛に耐えられるわけがない。もう無理だ、絶対に無理だ。自分がいるべき場所は死者の傍かたわらだったのだ！

「カナギ！」

　ミリアンの声が鋭するどく響き、カナギは目を見開いた。

　まだ震えながらも、カナギは呆ぼう然ぜんとミリアンを見つめる。

　ミリアンは膝ひざ立だちでカナギを抱いたまま、強い目で彼の目を見ていた。

「もう、いいから。もう、今は思い出さなくていいから。……大だい丈じよう夫ぶ。きっと全部よくなる。世界は滅びない」

　ミリアンはひとことずつを刻むように喋しやべる。

　カナギは言葉の意味をあまり咀そ嚼しやくせず、ただミリアンを見つめる。

　ミリアンの目は涙なみだをたたえて光っていたが、まっすぐにカナギを見み据すえていた。

　ミリアンは言う。

「カナギ。私はあなたを救いたい」
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「カナギは、帝国の帰き還かん兵へいと一いつ緒しよに帰ってきたの？」

　ミリアンに訊きかれ、カナギはあいまいにうなずく。

　まだめまいが残り、嫌いやな夢を見ているような気分だ。

　今、カナギの数歩前を歩いていくミリアンは、完かん璧ぺきに衣装を整えられている。カナギとふたりで眠っていた寝台を下りるなり、ミリアンは侍じ女じよを呼んで身だしなみを整えさせた。

　ついでにカナギの身なりも直させると、彼を連れて強ごう引いんに光魔法教会本部の中ちゆう枢すうへと向かったのだ。足早に廊ろう下かを行くミリアンの後ろ姿には、年若い少女とは思えない威い厳げんがある。

　ミリアンは肩かた越ごしにカナギを振ふり返って言った。

「東方から帰ってきた帰還兵のほとんどは、言葉を失ったり、感情を失ったりして、日常生活にさえ戻れない状態だった。やっぱり、東方の戦いくさの衝しよう撃げきが強すぎたせいだと思う？」

　あまりにきっぱりとしたミリアンの話しぶりに戸と惑まどいつつも、カナギは自分が落ち着き始めているのも感じる。

　理性的な話なら、理性で返せばいい。感情が動く暇ひまがない。

　カナギはミリアンに続いて廊下を歩きながら淡たん々たんと言う。

「──そうだな。ミズネ・タカミネが滅ほろびたとき、あとはミズネ・タカミネの魔物討とう伐ばつに罪人たちがかり出されたとき、同じような症しよう例れいが山ほどあった。おそらくは、今まで生きてきている中では出会わなかったような大きな炎や音、あんまりにもたくさんのひとの死なんかに出会うと、ひとは言葉を失うんだろう。時間はかかるが、薬草と対話での治ち療りようは可能だと思う」

「私もそんなふうに思う。東方からの帰還兵の状態は、魔導師が覚かく醒せい時や難しい魔法を使って自じ滅めつしたときにもよく似てる。皇帝は言葉を失った帰還兵たちを全員隔かく離りしてしまっているけれど、私たち魔導師の知識と、カナギの薬草知識があれば治療できるね。やらないと。彼らにもまだ闘たたかってもらわないとならないから」

　言い切ったミリアンの前で、ふたりの魔導師が大きな両開きの扉とびらを開く。

　気密性のよい金属扉の向こうには、まるで鍾しよう乳にゆう洞どうのような空間が広がっていた。

　とにかくだだっ広く、一面が白いのだ。

　無数の白い柱が天てん井じようと床ゆかを繫つなぎ、床に届かない石のひだが幾いく重えにも天井から垂れ下がる。

　カナギは呆あつ気けにとられて訊たずねた。

「なんだ、こりゃ。まさか、鍾乳洞を丸ごと運んできたのか？」

「ううん、全部ひとが作ったみたい。ここは、『七しち賢けん人じんの玉座』の制せい御ぎよ室。ここにある機械は、みんな『七賢人』を操あやつる魔導師が使う制御機械とか、計算機なんだって」

　ミリアンは言い、円形広間の外周をたどって歩いていく。

　円えん蓋がいを持つ広間はすり鉢ばち状じようになっており、一番の底部には円形の箱庭が置かれていた。

　ミリアンの言う制御機械というのは、箱庭を取り囲む段々の上にぽつぽつと置かれたもののことらしかった。白い石のひだでうまく隠かくされてはいたが、制御機械や計算機は木と金属で作られ、天てん秤びんや歯車らしきものがのぞいている。

「……『七賢人の玉座』ってのは、光魔法教会の防ぼう御ぎよ機構を制御する魔法機械なんだっけ？　ここへ侵しん入にゆうしようとしたときに、バシュラールが言ってたな」

　どうして突とつ然ぜんミリアンがこんな場所を案内し始めたのか、疑問に思いながらもカナギは問う。ミリアンは小さくうなずき、とんでもないことをあっさり言った。

「うん。でも、本当は世界を救済するための機械だけど」

「世界!?」

　啞あ然ぜんとしたカナギを手招いて、ミリアンは円形広間の最さい奥おうにたどり着いた。

　最奥の壁かべには小さな扉がついている。扉には取っ手も鍵かぎ穴あなもなかったが、ミリアンが指で触ふれて瞑めい想そうする様子を見せると、すぐに自おのずから内側へと開いた。

「カナギ、見て。この中が『七賢人の玉座』」

　室内へ入ったミリアンが、どこか誇ほこらしげに言う。

　しかしカナギは妙みような顔をするしかなかった。

「……どのへんがだ？　椅い子すしかないぞ」

　カナギの言う通り、『七賢人の玉座』とやらの中にはぽつんと椅子があるだけだったのだ。何やら生ぬるい小部屋の真ん中に円形の祭さい壇だんらしきものがあり、その上に椅子がある。

　椅子も祭壇もすかし彫ぼりの施ほどこされた豪ごう奢しやなものだが、それだけだ。

　他に機械らしきものなどない。

　戸惑うカナギをよそに、ミリアンは祭壇の階段を上り、椅子の背に触れて言う。

「部屋全体が機械、だよ。ここの壁や床、七本の柱のすべてにすかし彫りがあって、その模様の全部が魔法式を表してる。世界中の大気の力は、帝都の魔法回路を通ってこの玉座へとやってくる。やってきた力を魔法で練り直し、私たちの意思に添そうような形で再び世界に戻してやる──それが、この『七賢人の玉座』の役目」

　聞くからに壮そう大だいな話だが、壮大すぎてカナギは不安を覚える。

　カナギは思いのままを正直に口にした。

「……それじゃ、まるで神だ。光魔導師は神になりたいのか？」

　ミリアンは玉座からカナギを見下ろし、はっきりと言う。

「そうじゃない。光魔導師は、ずっと神様の正体を知っていた。ひとの正体も。だって、私たち魔導師は神の都を監かん視しする力を持っているから。だからこそ、神様がけして絶対ではないこと、いつか私たちを滅ぼすかもしれないことも知っていた。もし神様に見捨てられても自分たちの力で生き残るために作られたのが──この、『七賢人の玉座』」

　言い切ったミリアンは、カナギにはひどく遠く見えた。

（こいつ……本当に、魔導師になったんだな）

　虚うつろになった心にそんな事実が苦く染しみて、カナギはいたたまれない思いに身を浸ひたした。

　ミリアンは変わった。以前より理性的に考え、口にすることができるようになった。その考え方は実に魔導師よりで、カナギから見れば危あやうい傲ごう慢まんさに満ちている。

　この少女にどう相対していいかがますますわからなくなり、カナギは黙だまりこんだ。

　そんなカナギの様子に気づいているのかどうか、ミリアンは懸けん命めいに続ける。

「カナギ、私はこの玉座に座れる。世界の王がこの世界を滅ぼそうとしても、私が救う。だからきっと──全部、よくなると思う。カナギが心配することはなんにもない」

　一度言葉を切って、ミリアンはカナギの様子を見た。

　カナギはわずかにためらった後、慎しん重ちように訊く。

「ミリアン、お前……魔導師の勉強始めて、何年だ？」

「──？　セロフにあってから、二年弱。ここに来たのが、一年前」

「だよな。お前は初心者だ」

　カナギに言われると、ミリアンは戸惑い気味に何度か瞬またたいた。

「え……でも、私、覚醒位魔導師だし、デクストラからも色々教わったし、ここに来てからもすごく勉強して……周りのひとにも、もうすっかり高位魔導師になったって言われて」

「うん。そうなんだろうと思う。お前は変わった。でも、勉強始めて一年や二年ってのは初心者だと思うぞ、俺は。なのにお前は、今までの自分のやり方を全部捨てたんだな」

「……！」

　冷たいとも言えるカナギの言いように、ミリアンが息を吞のむ。

　カナギは言葉を選びかねてため息を吐つき、次に苦く笑しようした。今の彼女に言えることは、カナギには何もないような気がする。

　そして、今のカナギも今のミリアンには救われようがない気がした。カナギには、一方的に上から差し伸のべられる手にすがる趣しゆ味みはない。カナギは静かに言う。

「すまない。お前をばかにしたわけじゃないんだ。ただ、今お前が勉強してる魔導師のやり方でどうにもならなくなったら──昔からやってる方法でやってみるのがいいと思う」

　言い終えて、カナギは身を翻ひるがえして扉のほうへ向かう。慌あわてたミリアンの声がかかる。

「どこ行くの、カナギ──」

「ヤウザのところ。お前が言ってたみたいに、俺はあいつと協力して帰還兵の言葉を戻もどす治療をやってみる。……何かやってれば俺が落ち着いていられると思って、わざわざ治療の話をしたんだろ？　ありがたくやらせてもらうよ。用があれば、遠えん慮りよなく呼んでくれ」

　ミリアンは白い玉座に突つっ立って沈ちん黙もくしていたが、やがて懸命にうなずく。

　その姿があまりに小さく見え、カナギの胸はかすかにうずいた。

　釦ぼたんをかけちがったかのように、すべてがうまくいかない。ミリアンとカナギの心はすっかりすれ違ちがってしまった。

　それでも、すれ違った会話の中でカナギにもわかったことがある。

　これ以上自分がミリアンの邪じや魔まになるようなことはできない。

　ミリアンは今や、世界の命運を握にぎっているのだ。


◆



（カナギのばか）

　内心でつぶやきながら、ミリアンは『七賢人の玉座』の上にうずくまっている。

　カナギが出て行ってからしばらく、ミリアンは呆ぼう然ぜんとしていた。

（傷ついてるくせに。ソラのこと忘れちゃったくせに。見るからにボロボロなのに、格好つけて強がって、ちっとも私に頼たよってくれない。カナギがもう少しだけ私に頼ってくれたら、もっともっとがんばれたのに。私ががんばって、世界を救って、カナギの記き憶おくも戻して……）

　無理、かもしれない。

　ふとそう思ってしまい、ミリアンは震ふるえた。

　……そうなのだ。本当は自信がない。

　自分は確かに初心者だ。がんばって勉強して、知識や努力で自分の周りを固めてみても、どうしても不安がつきまとう。

　世界なんて大きなものを、自分が背負えるのだろうか？

　本当にひとの力で神の意志に対たい抗こうできるのだろうか？

（私は弱い。カナギひとりだって助けられない）

　弱いからこそ焦あせったし、強がった。以前のミリアンならけしてしなかったことだ。以前の彼女は分相応に生きることを知っていた。

　──カナギは、そんなことをミリアンに思い出させてくれた。

　ミリアンはほっと息を吐き、玉座に座りなおした。

（……やっぱり、カナギはボロボロでも私より強い。そして、優やさしい。私は、できることをやらないと。カナギを助けるのはそれからだ）

　心に誓ちかうと、少しだけ気が楽になる。

　ミリアンがやるべきことは、今目の前にある。『七しち賢けん人じん』との同調だ。

（『七賢人』を動かす最後の部品こそが光魔法教会の総教主。でも、私は『七賢人』に吞みこまれて人格を失うのは嫌いやだ。どうにかして人格を保ったまま『七賢人』を制御する方法を見つけて、世界の王が世界滅めつ亡ぼうに向けて動き出す前に『七賢人』を本格的に稼か働どうさせなきゃ）

『七賢人』とミリアンとの同調実験はこの一年を通して絶えず行われてきたが、結果は芳かんばしくなかった。雑念の多い人格を持ったままでは、膨ぼう大だいな力を操あやつる『七賢人』を制せい御ぎよするのは難しい。

　一方世の果ての境界を監視している魔導師たちによれば、今後一年以内に境界が崩くずれ、この世界に大きな異変が起こることは確実だと言う。期限は迫せまっている。

　異変の前に『七賢人』を使いこなし、無事に皇帝の交代をすませなければいけない。

　崩ほう壊かいの日に間に合わないようなら、魔導師たちは容よう赦しやなくミリアンの人格を壊こわして『七賢人』に吞みこませるだろう。彼らは世界を救うためならどんなことでもする。

（がんばろう。がんばるしかないんだ。がんばって、いつかみんなと笑いあおう）

　強く心に決め、ミリアンは集中を始めた。

　耳の奥にちりちりと鈴すずの音が響ひびき、『七賢人』の制御室からの声が聞こえる。

『こちらはみんなそろっております。実験のご用意はいかがですか？』

　老いたラインゾルトの声に、ミリアンはうなずいた。これから始まる同調実験のため、ミリアンは先ほどの制御室に魔導師たちを呼んでいる。

「私は大だい丈じよう夫ぶ。──始めます。まずは『石積みの部屋』から」

　囁ささやいた瞬しゆん間かん、ミリアンの視界は千ち々ぢに割れた。

　今まで見ていた白い部屋が消し飛び、目の前に灰色の部屋が現れる。

　視界の端はしがちらちらと揺ゆれて落ち着かない、ここは仮想の部屋だった。

　ミリアンが『七賢人』を操るために、一年かけて築き上げた場所だ。

　灰色の部屋には無造作に積まれた石の塚つかが七つある。

　ミリアンが意識を向けると、七つの塚の間を高速で飛び交かう黒い影かげが見えた。

（この影が『七賢人』の処理する魔法力だ。これが見えて、操れれば『七賢人』を制御できるはず、だけど──）

　正直、さっぱりわからなかった。

（やっぱり、目で見てちゃ駄だ目めなんだ。もっと無む駄だを省かないと。……でも、それって人格を捨てるってことだよね。今までさんざん調整してもらったから、これ以上『七賢人』を遅おそくするのは無理だし）

　何か解決の糸口はないだろうか。必死に辺りを探さぐるうち、ミリアンの体はゆっくりと冷えてきた。

（あ、駄目……！　またこの冷気が来る。『七賢人』の中に長くいると、いつもこうだ）

　灰色の部屋の下のほうから、ひどい冷気がせりあがってくる。つま先が、指先が、氷のように冷たくなっていく。同時にミリアンをわけのわからない恐きよう怖ふがわしづかむ。

　ミリアンは歯を食いしばった。怖こわい！

（やだ、こんなに怖いのは初めてだ……！　どうしよう、もうここから出たい──でも、どうして？　なんでこんなに怖いの？　わからないのに、もう少しもここにいられない、出たい、怖い、怖い、怖い！）

　恐怖のあまりやみくもに立ち上がろうとした瞬間、ふっと

　──怖いときは、怖さの原因を見てしまうのも手です

　……そんな、ソラの声がミリアンの脳のう裏りによみがえった。

　ミリアンははっとして目を見開く。

　そうだ、最近は魔導師たちの言うことばかり聞いていて、ソラの言葉すら遠くなりかけていた。けれど今まで、どれだけソラの言葉がミリアンを救ってきただろう。

　ソラは言った、怖さには原因があるのだ、と。わけもない恐怖だと思っても、その恐怖を容赦なく見つめているうちに、恐怖の根源はわかる。そしてその根源はとても大事なものなのだ、とも。

（きっと今回もそうだ。こんな不自然な怖さには原因がある）

　ならば原因のほうへ歩いていこう。

　そう心に決め、ミリアンは玉座から立ち上がる。

『──ミリアン様？　ミリアン様、何かございましたか？　大気が乱れております。七賢人の内部ではあまり動かれませんよう！』

　ラインゾルトが制御室から囁いてくる。

　ミリアンは少し迷うが、結局はラインゾルトよりもソラの言葉を選ぶことにした。

　カナギが言っていたのはこういうことだろうと思ったからだ。『昔からやってる方法でやってみるのがいい』──すなわち、自分の腑ふに落ちた言葉と、直感には従うこと。

　ミリアンは呼吸を整えて、ゆっくりと階段を下りていった。

　下りれば下りるほど寒さは強まり、全身が凍こおりついてしまいそうだ。デクストラなら動けなくなってしまったかもしれない。けれどミリアンは寒く過か酷こくな野営にも慣れている。

（仮想の世界では思いの力が強い。心を強く持っていれば、このくらいじゃ死なないから大丈夫。寒いときは、暖かいものを思い浮うかべるといいんだ）

　実際に、手先足先が暖かいものに浸ひたっているところを思い浮かべると、ミリアンは少し動きやすくなった。そうして階段を下りれば下りるほど、わけもない恐怖は強まる。心臓が高速で打っている。怖い、怖い、怖い、と頭のどこかで怒ど鳴なる声がする。

　耐たえ難がたい恐怖なら、いったん感情を切り離はなそう。

　エル＝ウルキアに属していたとき、ミリアンはそうやって闘たたかっていた。戦士の無表情となって階段を下りきり、ミリアンは玉座の後ろへ視線を向けた。途と端たんに床ゆかから目をそむけたくなる。恐怖で総毛立ち、目の前が白くなる。間ま違ちがいない──ここに求めているものがある。

　ミリアンは玉座の後ろへまわりこみ、床に埋うめこまれた石板の前に立った。

（見つけた！　これだ、怖さの原因は）

　どくどくと心臓が鳴っている。何度も何度も視線がすべり、石板から逃にげようとする。しかしミリアンは容赦なく視線を固定して石板を読んだ。

　真っ黒な石板に書かれていた魔法文字は、美しい手書き文字だ。

「『ひとも、獣けものも、古森も、遠く神の都さえ、光り輝かがやく世界の波頭──幸いなるかな。魔法の僕しもべ、ウゴル』……！　ウゴルが書いたんだ、これ」

　驚おどろきのあまり、思わずミリアンは声をあげた。

　ウゴルといえば魔法文字を開発した大魔導師にして、心の暗黒に落ちこんで人間滅亡をもくろむこととなった化け物である。今は体を失い、仮面に宿ってソラに預けられていたはずだ。

（でも、ここに碑ひ文ぶんがあるってことは……ウゴルも、『七賢人』の製作に協力したんだ。最初は、世界を救おうと思ってたんだ。しかも、こんな不思議な詩みたいな文を残して）

　本当はいいひとだったんだろうな、と思うと心がふんわりと温まり、ミリアンは恐怖と寒さの中でもわずかに笑った。

　ウゴルとミリアンは以前死し闘とうを演じたことがある。

　ウゴルは悲しいひとだった。死しか救いだとは思えない、とても悲しいひと。

（私も総教主になって、世界の秘密を知った。世界の王が気まぐれな子供であることも、ひとが魔物のなれの果てであることも。だけど、元々構成要素で見れば魔物もひとも変わらないもの。別にそんなに悲しくはなかった。だけど──きっとウゴルは優しすぎたんだ）

　ミリアンは衝しよう動どう的にひざまずいた。身体からだが石板に近づくと、冷水に浸ったかのように心臓に痛みが走る。痛みに軽くあえいで、それでもミリアンは石板に触ふれたかった。

（触れたら、もう少しウゴルのことがわかるはず。私、あなたのことが知りたい）

　ウゴルの石板に囁きかけるようにして、ミリアンは指を伸のばす。粘ねん土どをかきわけるような重い感かん触しよくを越え、どうにかミリアンは石板に触れた。

　途端にミリアンの指は冷え、びりびりと痛む。指先が白く凍り、いったん痛みが消える。このままでは凍とう傷しようになってしまう。それでもミリアンは耐えた。ここにこんなものがある意味が知りたい。ウゴルの心が知りたい。

（──愚おろか者じゃの）

　やがて耳の奥でそんな囁きが響いたかと思うと、ふっと辺りが暖かくなった。

「……ウゴル？」

　小さく囁き、ミリアンは辺りを見み渡わたす。ウゴルの姿はなかったが、いつの間にか部屋は様子を変えていた。辺りは白い石でできた元の部屋だ。

（今ので、仮想世界が砕くだけちゃったのかな）

　少し不安に思うミリアンの耳に、不思議な音楽が漂ただよってくる。

　今まで聞いたこともないような、少しばかり乱調だったり、不協和音だったりもするがなぜか魅み力りよく的な音楽だ。あえて言うなら、かつてソラが奏かなでていた古式の音楽に似ている。

　驚いて玉座の後ろから顔を出すと、そこにはありえない光景が広がっていた。

　ひとがいる。

　本当に、文字通り、『七しち賢けん人じん』がいるのだ。

　不思議に穏おだやかな、つるっとした美しい顔の男女が七人。灰色の衣ころもをまとい、灰色の長い髪かみを肩かたに垂らして円形の部屋を囲んでいる。彼らはどこか不死者やソラに似た容よう貌ぼうで目を閉じている。そして誰もが古式の楽器を携たずさえ、楽を奏しているのである。

（これ──何？　ひょっとして、今までの仮想世界が練り直されたの？）

　何がどうなったのかわからない。ひょっとしてウゴルの仕し業わざなのだろうか？

　戸と惑まどうミリアンは耳を澄すませた。賢人たちの奏でる音楽に集中する。と、不意に視界が開けた。ミリアンの視界一いつ杯ぱいに、各地に散らばった光魔法教会から送られてくる思念が映像や文字となってあふれる。無数の地図や魔法式が自在に取り出せる。

　そしてミリアンが賢人たちの音楽にあわせて少しだけ即そつ興きようの旋せん律りつを口にすると──途端にすべてが組み変わるのがわかった。変化はめまぐるしいが、すべてが旋律に乗って直接頭に刻みこまれる。これなら理解できる。これなら操あやつれる。あまりのことにミリアンは呆ぼう然ぜんとした。

（できた？　今、私、『七賢人』を操れてるの？）

　恐怖を追い払はらうために切り離していた感情が徐じよ々じよに戻もどってくる。興奮で息がつまり、ミリアンは少し涙なみだぐんだ。

　カナギの言っていたことは本当だった。

　カナギやソラと学んだことを忘れては駄目だったのだ。

　ミリアンは魔導師である前に、彼らの旅の仲間だったのだから！


◆



「──ラインゾルト様。ありえない結果ですよー……」

　困り果てた顔でシビル＝ツィンが言う。辺境教会長である彼は世の果ての監かん視し者であり、『七賢人』の担当者でもあった。

　年ねん齢れい不ふ詳しようの優やさしげな顔を青くして、シビル＝ツィンは制せい御ぎよ室の円えん蓋がいを指し示す。

　シビル＝ツィン始め魔導師たちは『七賢人の玉座』の制御室に控ひかえ、ミリアンの同調実験を見守っていた。

　ラインゾルトは白髪しらが頭あたまを傾かたむけ、シビル＝ツィンに指された場所を眺ながめる。魔法式のすかし彫ぼりを施ほどこした円蓋は、あちこちがちかちかと光っている。光は恐おそろしい高速で移動していた。

　シビル＝ツィンは必死に光を目で追いながら報告する。

「ごらんの通りなんですが、『七賢人』の中の魔法力の流れが寸断されています。既き定ていの回路を無視して魔法力が飛び回り、式なしで結論を出していくんです」

「結論は既定の式を使い、定められた回路を通った場合と同じなのか？」

「──同じです。回路を通る間に消費されてしまう魔法力が温存されますので、実に効率がいい。ですが、あり得ませんよ。こんなでたらめなことは……」

　シビル＝ツィンは困り果てているが、ラインゾルトは思案げにあごひげをなでて言う。

「本当にでたらめか？　この光、どうもわたしには見覚えがあるぞ。いつだったか……ひとの直感の働きを魔法回路に置き換かえたときの様子によく似ておる」

「直感ですって？　『七賢人』は機械ですよ!?　知識と魔法式の集合体だ。どうして知識の固まりに直感が生まれるんです？　怪かい談だんじゃああるまいし！」

　気弱に引きつるシビル＝ツィンに、横からヤウザが口を出す。

「まったくうんざりですねぇ。こんなむちゃくちゃな結果は。最近はミリアン様もずいぶん常識的になってきたと思ったのに、カナギが帰ってきた途端にこれだ。人格のない機械に、人格を捨てて同調するのではなく──機械に人格を生んでしまったというのでしょうか？　『七賢人』までもを勝手に練り直すとは、実にひどい！」

　皮肉っぽい言いようだが、ヤウザの細い目は面おも白しろそうに光っている。

「面白がっている場合ですか、ヤウザ！　もしもそんな複雑な練り直しをしたとしたら、ミリアン様のお体も危ないですよ！」

　シビル＝ツィンがうるさく叫さけんでいるうちに、円蓋に宿った光がふつりと消えた。

　魔導師たちは息を吞のみ、心配そうな視線を『七賢人』の扉とびらに向ける。

　数秒遅おくれて扉が開くと、そこには少し呼吸を乱したミリアンが立っていた。彼女の無事を案じる人々の視線を受けながら、ミリアンは言う。

「──あの。誰か、お茶をください。『七賢人』にあわせて歌ってみたのだけれど、喉のどが嗄かれそうで。……あと、おなかが減ったから、何か食べるものも」

　ミリアンの言葉を聞き、魔導師たちは驚きに目を瞠みはっていた。

　魔導師たちが心配していたのは彼女の命なのに、ミリアンが求めたのはお茶と食事なのだ。

「……ごめんなさい。私、おかしいこと言った？」

　やがてミリアンが決まり悪く顔を赤らめて言うと、魔導師たちの間にどっと安あん堵どの笑いがわき起こる。

　シビル＝ツィンは呆然と口を開け閉めし、ラインゾルトは目に涙をにじませて大きくうなずく。ヤウザも小さく笑っていたが、しばらくすると拍はく手しゆを始める。

　それを合図に、広間中に拍手が広がった。

　円蓋に反はん響きようする拍手の音に囲まれて、ミリアンだけが赤い顔で首をかしげていた。

　そんな中、『七賢人』の下でこんな声が響ひびいていたことは誰も知らない。

「──ふむ、フム。ナルホド？　ほう、アノ子がやりオッタか。『扉』を開けオッタ。ならばワシの勝ちじゃノウ。けけケけけケ！」








３　はじまりは楽の音









　新しん暦れき七一〇年、早春。

　冬の長い帝国ではもっとも重要な祭り、春迎むかえの祝祭日にことは起こった。

　例年ならば帝都の人々は玄げん関かん先さきに造花の花輪を飾かざり、街路を美しい仮装行列が練り歩く。

　とはいえ東方での戦いくさが終わってから後、人々は祭りを祝う余よ裕ゆうすらなくしている。食糧が手に入りづらくなった帝都を見捨てる者も多く、街路にひとの行き来は少ない。

　代わりに餓が死し、凍とう死ししたひとや獣けものの骸むくろがぽつぽつと道ばたに転がる始末である。

　人々は祭りの朝も、家の片かた隅すみで震ふるえながら息を潜ひそめていた。

「……なんだ、こりゃ。音楽が聞こえる……耳までおかしくなったか」

　帝都第一層の男がひとり、遠くから響く音楽で目を覚ました。男は堅かたい寝しん台だいを降り、粗そ末まつな靴くつをつっかけ、毛布代わりにしていた上着をまとってふらふらと家を出る。

　すると、まだ寒い早朝であるというのに、街路には同じように出てきた人ひと影かげがぽつぽつと見えた。誰もが楽の音に惹ひかれ、寝ねぼけ眼まなこで帝都の通用門を目指す。

　運河の流れこむ通用門は、日が昇のぼるまでは開かぬはず。ところが今日に限っては早朝から開いている。

　そして、門の向こうには夢のような光景が広がっていた。

　辺り一面が薄うす紅くれないなのだ。

　帝都のふもとの街がひとつ、丸ごと華はなやかに飾りつけられている。春迎えの祭りにつきものの薄紅の布が無数に街中で揺ゆれている。街の家々に貼はられていた、東方からの帰き還かん兵へいの人相書きの上にもすべて布が飾りつけられていた。雪の残る街は煙けむるような薄紅に彩いろどられ、灰色の平野にぽつりと花が咲さいたようだ。

　人々は何度も目をこすり、口々に言い合う。

「おい、お前。あれ、見えるか？」

「見えるよ、見える。あれ、祭りなんじゃないのか？　祭りが始まったんじゃないのか？」

「ばか、一体誰がそんなもん始めるんだ！」

「そりゃ、バシュラール様だよ。ずっと帝都に上ってくるって噂うわさが立ってただろうが」

「バシュラール様は帝都に攻せめこんでくるんだろ？　祭りをしにくるわけじゃねえ」

　口論しつつも、人々は眼前の光景から目を離はなさなかった。

　音楽は段々と近くなる。ついに街から美しい行列が姿を現すと、人々は我を失って歓かん声せいをあげた。待ち望んだものが来たのだ。祭りと──新しい皇帝陛下が。
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　バシュラールが帝都に着いたと同時に、光魔法教会の筆頭魔導師、ラインゾルトは皇宮へと入った。

　左右に幹部魔導師ふたりを従えただけでやってきた老魔導師に、黒い軍服の帝国親衛隊が立ちはだかる。

　閉とざされた正門の前に居並んだ親衛隊の数はざっと六〇人ほどもいるだろうか。

　親衛隊長の男がじっとラインゾルトを見み据すえて言う。

「いかなるご用でいらしたのかは存じませんが、お引き取りいただこう。皇帝陛下は魔導師にはお会いになりません」

「さようですか。我々光魔導師は今まで、そのような皇帝陛下のわがままに根気強くつきあってまいりました。とはいえ、本日ばかりは引き下がるわけにはまいりません」

　慇いん懃ぎん無礼ともとれる言いようだが、数え切れない歳を重ねたラインゾルトが言えば重みが違ちがう。常人ならば反論できない老魔導師の言い分に、それでも親衛隊長は言葉を重ねる。

「引き下がらぬというならば、我らは皇帝陛下のご命令に従い、あなた方を斬きるしかない。あなた方魔導師の魔法も、皇宮内では通じません。老い先短い命でしょう、さらに縮めることはないかと思いますが」

「そうですな。確かに皇宮内では魔法は使えぬ。平常時であるならば」

　くぐもった声で言い、ラインゾルトは少しばかり笑った。次に長い衣ころもを引きずり、まっすぐに皇宮を指さす。

「しかしもはや滅ほろびの日は近い。開門されよ」

　重い言葉が響くと同時に、金属製の正門がぎりぎりと音を立て始める。

　親衛隊が慌あわてて頭上を仰あおぐと同時に、ひとの二倍の高さのある金属扉が内側へと開いていく。しかも滑かつ車しやを回すひとの姿は見えないのだ。

　扉は勝手に開いていく！

「ばかな、魔法か……？　なぜだ？　なぜ打ち消されない！」

　驚きよう愕がくに震える親衛隊長の目の前で、正門は開ききった。『七しち賢けん人じんの玉座』が完全にミリアンのものとなった今、光魔導師の前に開かない扉などない。

　ずらりと並んだ親衛隊の男たちも、魔法によって喚かん起きされた衝しよう動どうで左右へ割れた。

　親衛隊の男たちの真ん中を突つっ切り、三人の幹部魔導師は堂々と正門内へと歩み入る。

　長い衣を引きずって見み渡わたす限りの人工的な庭園を抜ぬけ、広い階段を上る。階段を上りきった先の大扉もまた、自動的に開いた。その先も、あらがえない魔法の力でばたばたと扉が開いていく。

　豪ごう奢しやな宮きゆう殿でん内はしんと静まりかえっていた。あちこちの彫ちよう刻こくの陰かげや扉の隙すき間まからは憎にくしみのこもった視線が魔導師たちに向けられる。

　しかし、実際に魔導師を止めようという者は誰ひとりいない。

「──誰も手は出してきませんね」

　アゾフの囁ささやく声に、ラインゾルトは静かに答える。

「保身を考える頭くらいはあるのであろう。それにしても人ひと気けがなさすぎるかもしれぬな」

　迷うことなく広い皇宮を抜け、魔導師たちは皇帝の謁えつ見けんの間に歩み入った。

　そこで三人を待っていたのは、でっぷり太った貴族とふたつの華か麗れいな櫃ひつだ。

　長い櫃には金銀や宝石でもって象ぞう眼がん細工が施ほどこされ、中には生花がぎっしりとつめこまれている。──魔導師たちは互たがいに視線を交かわしあった。

　これは櫃ではない。棺ひつぎだ。

　棺の前に立っていた貴族が、途と方ほうに暮れたような顔で数歩前に出る。

「……光魔法教会の偉い大だいなる師よ。ようこそ。皇帝陛下からお言葉を預かっております」

「ありがたいことです。しかしその前に、陛下のご尊顔を拝見してもかまいませんか」

「──どうぞ」

　貴族は深く頭を下げて、器用にそのまま棺の後ろへ下がっていった。

　魔導師たちはラインゾルトを先頭にしてふたつ並んだ棺に歩み寄る。色とりどりの生花の中に、ぎょっとするほど白い顔が埋うもれていた。片方の棺に納まっているのは青年皇帝シギスムンド。もう片方はモルガン・シャイエである。

　蠟ろう人にん形ぎようのようにぎこちないふたりの死に顔を見つめ、魔導師たちはほぼ同時に確信する。

　──自決だ。

　もはや事態をくつがえせないと知り、このような手段を選んだのだ。

　ならば宮殿が異様に静かだったのも納なつ得とくがいく。魔導師たちは衝しよう撃げきよりも安あん堵どを覚えた。どちらにしろ皇帝は捕とらえて処しよ刑けいする手はずだったのだ。自決してくれたのなら手間が省けた。

　ラインゾルトは老いた瞳でふたりが絶命しているのを確かめ、棺の足あし下もとにひざまずいた。

「神聖なる帝国、白き光の国、ルースの皇帝陛下に申し上げます。陛下のご尽じん力りよくにもかかわらず、世界は終わりの日を近くに迎えることとなりました。よって今朝方、我らが光魔法教会総教主が『大盟約』の発動を宣言。皇宮内での魔法使用を含ふくめまして、緊きん急きゆう事態の法が適用されることとなります。我らの守っていた秘密もまた、皇帝陛下と共有されるべきものとなる。今このときに、陛下が我らの声が届かぬ場所にいらしたことは大変残念なことです。……陛下の魂たましいがよきものとして天の星々の仲間入りをなさいますよう、心からお祈いのり申し上げます」

　一息に言い切り、ラインゾルトは立ち上がる。

　太った貴族がため息を吐つき、懐ふところから分厚い紙の束を取り出す。

「それでは、皇帝陛下のお言葉を読み上げさせていただきます」

「読み上げに時間はかかるのかな？」

　急にラインゾルトに言葉を遮さえぎられ、貴族は目を白黒させて答えた。

「は……まあ、そうですねえ。お言葉自体はこの紙でざっと一五枚ぶんほどですが、指定された引用部分まですべて内容に盛り込みますと、三倍ほどの分量となります」

「よし、ではしばし待たれよ」

　ラインゾルトは鷹おう揚ようにうなずき、振ふり返る。そしてはるか遠く、帝都中の光魔導師に聞こえるよう、呪じゆ文もんのための発声法で告げた。

「弔ちよう鐘しようを鳴らせ！」

　しばらくの間を置き、帝都第六層中央、千年樹の塔とうの天てつ辺ぺんで鐘かねが鳴る。

　尾おを引くように伸のびていく、緩かん慢まんでゆううつな鐘の音。鐘はやがて、帝都中で鳴り始める。

　そして波は紋もんが広がるように、鐘を聞いた帝都の周辺都市も鐘を鳴らす。

　陰いん鬱うつな鐘の音は広く帝国中に広がり、万ばん物ぶつを薄うす暗ぐらく覆おおいつくした。


◆



　弔鐘が鳴り始めたとき、カナギはヤウザと共に帝都第一層にいた。

「お前ら、いいかげんにしろよ。今いま更さら皇帝にこび売ったってどうにもならないだろうが！」

　最初からけんか腰ごしのカナギに、帝国親衛隊の男が懸けん命めいに冷静を装って答える。

「我々は皇帝陛下のものです。そもそも、この下にはひとはいないのです、いないものを出せと言われましても、不可能です！」

　そう言って、親衛隊の男は鉄てつ柵さくをかばうように立ち続ける。

　鉄柵の中には階段があり、無法地帯の下層へと続く。カナギたちは皇帝が敗戦を隠かくすために下層へと封ふうじこめた、言葉を失った帝国の帰還兵たちを解放するためにやってきたのだ。

　カナギは灰色の瞳をぎらつかせ、親衛隊の男の胸むなぐらをつかんだ。

「おい、お前。その地下に押しこめられてんのは、お前の敵じゃないぞ。お前の仲間だろ。帝国のためだってんで、わざわざ東方まで戦いにかり出された奴やつらだろ？　あの真冬に！　あのすさまじい殺しあいのど真ん中に追いやられた、お前たちの仲間だろうが！　そいつらを生きたまま腐くさらせるのがお前の仕事か！」

　カナギに怒ど鳴なりつけられると、親衛隊の男の瞳ひとみがゆるむ。

　男は一体どうしたらいいのかわからない様子で、言葉をつまらせてあえいでいる。

　そこへ上方から弔鐘の音が響ひびいてきた。

　カナギが怪訝けげんそうに顔を上げ、一歩後ろに控ひかえていたヤウザが言う。

「始まりましたね。──神聖皇帝、シギスムンド陛下はみまかられました」

「死んだんだか、殺されたんだかだな。で、次は新しい皇帝陛下の登場か」

　どこか嫌いやそうにつぶやいたカナギだが、しばらくして聞こえてきた音楽にますます表情を苦くする。悲しげに響く弔鐘にいりまじり、流れてきたのは実に陽気な祭りの音楽なのだ。

　奏かなでているのはバシュラール一行に違ちがいない。カナギは直感し、思わずつぶやく。

「……実にあいつらしいな。趣しゆ味みが悪い」
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　バシュラール一行は弔鐘を合図に帝都へ入った。

　一行の内訳はバシュラールの古くからの部下、そして反乱軍の中ちゆう枢すうをなした幾いく人にんかの地方貴族とその配下たちだ。しかしその行列はシギスムンドの戦勝記念式典などとは大分違う。

　まずは周囲を威い圧あつする槍やりの穂ほがない。

　武具のきらめきの代わりに、色とりどりの衣装を着た道どう化けたちが軽かる業わざを見せながら列の先頭を行く。続く人々もまるで兵士には見えず、それぞれが舞ぶ台たい役者のように仮装し、踊おどり、花びらを撒まきながら帝都の街路を歩いていく。

　バシュラールは『偉えらい奴は偉いほど率そつ先せんしてばかをやれ』と命じてあったので、貴族たちはなおさら派手でばかばかしい帽ぼう子しをかぶったり、意味もなく長い裾すそを引きずったりしている。

「あれは誰だ？　弔鐘が鳴ってるってのに、どうして祭りなんだ？」

　音楽を聴きいた帝都の人々は口々に囁きあい、こっそりと窓を開ける。扉とびらを開ける。

　すると目の前には夢のような祭りの行列がある。

　一体これはなんだろう、怪訝に思って人々は家を出る。そんなひとたちも、バシュラールの行列は次々に巻きこんだ。

　夢見心ごこ地ちで街路を歩くうち、人々はふと気づくのだ。

　行列の真ん中に、実用的な軍装に祭り衣装の長外がい套とうを羽は織おった男がいることに。

　男の傍かたわらでは、道化が白い皇帝旗を持ってふざけている。

　軍装の男は新たに行列に加わった人々に穏おだやかに笑いかける。派手な容よう貌ぼうではけしてない。戦いくさで日に焼けた顔はきさくだが、不思議な自信と威い厳げんに満ちている。

　笑いかけられた人々は残らず奇き妙みような感動を覚え、同時に確信した。

「おい、あの方だ、きっとあの方がバシュラール様だ」

「皇帝陛下だ、高貴な血を持つ方だ、俺たちの痛みを背負ってくださる方だ！」

　囁きは人々の中に広まり、やがて大きなうねりとなる。

「皇帝陛下、万歳！」

　誰かが叫さけぶと、周りの者もいっせいに唱和した。朝の大気に『皇帝万歳』の声が木こ霊だまする。伴ばん奏そうは祭りの音楽と、延々と続く弔鐘である。

　悲喜こもごも、あらゆる激情がいりまじり、帝都の中で渦うずを巻いていた。

　まるで戦をする気のない一行には誰も打ちかかっては行きづらい。

　何度かは前皇帝に忠実な親衛隊の連中が、

「逆ぎやく賊ぞくだ！　討うち取れ！」

　などと叫んでつっこんでこようともしたのだが、そうなれば道化に扮ふんしていたバシュラールの兵士たちが剣けんを抜ぬいた。

　もっともバシュラールたちが行動を起こすより、群衆が動くほうが大体において早かった。人々はここぞとばかりに親衛隊に飛びかかり、今までの恨うらみを晴らしたのだ。

　かくしてバシュラールの行列は人々を巻きこみ、人数を増やしながらゆっくりと第一層をめぐる。昇しよう降こう機きで待っていた魔導師と合流し、バシュラールが第六層にたどり着いたのはもう夕暮れ近くなったころだった。

「おー、綺き麗れいな夕日だな。光魔法教会の本部に行く前に、『千年樹の塔』あたりで夕日見物でもしとくか？」

　バシュラールは懐なつかしの第六層に降り立ち、視界一いつ杯ぱいに広がる白はく亜あの巨きよ大だい建築群と、その背後に落ちていく深しん紅くの夕日を眺ながめて笑った。傍らに居た家臣のイエーリがぼそりと言う。

「ちょうどよろしいかと。どうやら魔導師たちも夕日見物がしたいようです」

「んー？」

　首をかしげてバシュラールが目をこらすと、バシュラールを出で迎むかえようと広い街路の両側にひしめく人々の中に、光魔導師の白い衣ころもがぽつぽつと目についた。

「そういや、やけに高位の魔導師がお外に出てきてやがるなあ。あいつら大たい抵てい本部の穴あな蔵ぐらのほうが大好き……なの、に……って、あらら」

　大きく弧こを描えがく街路を歩んでいくバシュラールの視界に、帝都第六層中央の『千年樹の塔』と光魔法教会本部に挟はさまれた、半円形の広場が入ってくる。

　広場の周りは人々で一杯だ。

　そして真ん中には、それこそ祭りの山車だしかというような巨大な輿こしがすえられていたのだ。

　正装の魔導師たちに囲まれた輿に乗った玉座は黄金の三角屋根をいただき、表面にはくまなく金銀の細工で細かな鳥の羽と魔法文字が施ほどこされている。幾いく重えにも紗しやの天てん蓋がいを垂らした間からかいま見えるのは、白く裾の長い衣をまとった少女の姿。

（なんだ、総教主様がこんなとこに出てきちまったのか。打ち合わせでは光魔法教会本部内で戴たい冠かん式しきをやるって話だったのにな。こんな戴冠式は前代未聞だぜ。総教主様も市民に顔見せしようってことか？）

　バシュラールはゆっくりと総教主の輿に近づいていった。

　頭の中では色々な考えが生まれては消える。今まで表に出てこなかったせいで、一部では実在しないのではないかとさえ囁ささやかれていた光魔法教会総教主。

　シギスムンド帝ていとは血けつ縁えんでありながらひどく仲が悪く、宮きゆう廷ていからも民衆からも遠い存在だった人物。それが民たみの前に出てきて、バシュラールを新皇帝として認めようとしている。

（変なもんだな。総教主様が生身の存在になろうとしてやがる。で、俺もそこらへんの牛飼いと仲良くしたり、戦場で走り回ったりする生身の皇帝になるわけだ）

　時代が変わる。よくなるのか悪くなるのかは知らないが、変わることだけは確かだ。

　バシュラールは輿まで二〇歩あまりを残して立ち止まり、一度ひざまずいた。

　そうして深く頭こうべを垂れると、人々の歓かん声せいがうねるように強くなる。

　しばらく待っているうちに、視界の端はしにちらと白い衣が見えた。総教主が羽根のように軽い、しかし落ち着いた足取りで近づいてくる。バシュラールの眼前で立ち止まった彼女は、幹部魔導師の手からまず冠かんむりを受け取り、ゆっくりとバシュラールの頭に載のせる。

　縁ふちに毛皮を貼はった冠の重みが、じわりとバシュラールの全身に染しみた。

　同時に群衆の声が波のように打ち寄せてくる。

　人々の声で大気が震ふるえ、肌はだが震えた。そんなバシュラールの肩かたに、豪ごう華かな毛皮の襟えりをつけた金糸織りの袖そで無なし外套がかけられた。織りの細かな外套もまたずしりと重い。これはバシュラールを地へと縛しばりつける重みだ。大地へと、ひとへと、現実へと。

　総教主は言う。

「立つがよい、ギスラン・バシュラール卿きよう。新たなる神聖皇帝、グリエルム三世」

「……あれ？」

　聞き馴なれた声についついまぬけな声を出し、バシュラールは顔を上げた。

　そこにいたのは、美しい少女だ。透すけるような薄うすい色の金きん髪ぱつに、透とう明めいな赤あか紫むらさき色いろの瞳。表情の出にくかった顔には、緊きん張ちようと、自信と、戸と惑まどいに似た無む邪じや気きさがひそやかに同居している。
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　これはどう見ても知っている少女だ。ソラたちと一いつ緒しよに旅をしていたミリアンだ。

（あー……なるほど。そうなのか、最近妙みように総教主様がやる気になったと思ったら、実は別人に入れ替かわってやがったのか）

　驚おどろきつつも納なつ得とくし、バシュラールはいかにも威厳のある態度で立ち上がる。

「よう。久しぶりだな。今の総教主様ってぇのはお前さんだったのか。元気そうじゃねえか」

「うん、元気。カナギも元気だし……あなたも、元気そう」

　昔と同じ調子になったミリアンの言いように、バシュラールは不思議な気分になる。時間が戻もどったかのようだ。そんなはずはないのに。少女はもはや暗殺者ではなく、バシュラールはもうソラを追ってはいない。

　ふたりがかすかに笑いあったときに、千年樹の塔とうから響く鐘かねの音が変わった。

　ゆったりとした弔鐘から調子を変えて、すべての鐘がにぎやかに鳴り始める。

　祝いの鐘だった。大気を彩いろどる陽気な鐘に、人々の声が高まる。

　ミリアンが今度は魔導師から巨大な、金属で装そう丁ていされた本を受け取る。いくつもの宝石がはめこまれた『法の書』だ。ミリアンは細い腕うででもしっかりと本を差し出して言った。

「これをお願い。『法の書』──私たち魔導師が『ひと』を帝国に縛るために作った呪のろい」

「おいおい、『法の書』は神さんからもらったってことになってるだろうが。お前さん、光魔法教会を仕切るんなら、そんな本当のこと言っちゃ駄だ目めだぜ」

　小声で会話しながら、バシュラールは完かん璧ぺきな所作で『法の書』を受け取る。

　群衆の歓声が今度は何度も繰くり返しわきあがる。普ふ通つうなら次に笏しやくを受け取るはずなのだが、ミリアンが差し出してきたのは巨大な一本の鍵かぎだった。

　バシュラールが怪訝けげんそうに眉まゆを上げる。

「なんの鍵だ。武器庫か？　まさか魔導師の英知の根源、図書室の鍵じゃねえだろうな？」

「これは私たち光魔法教会本部の最さい奥おう、第七書庫の鍵」

　静かに言われ、バシュラールはさすがに目をむいた。

「第七書庫っつったらお前さん……！　世界の秘密が眠ねむってる場所だろうが！」

「そう。世界の終わるとき、私たち魔導師は再び皇帝と世界の秘密を共有し、世界のために戦う。すべての国境を廃はいし、帝都をひとの最後の砦とりでとする。そのときが来たから──これからあなたに、すべてを見せます」

　とんでもない話に、バシュラールの指がわずかに震える。

　世界の秘密、帝国の始祖が帝都深く封ふう印いんした秘密が今目の前に開示されようとしている。

（……なんだかきっと、ろくでもねえもんなんだろうなあ）

　確信しつつも、バシュラールは顔をしかめ、慎しん重ちように鍵を受け取った。他ほかにどうしたらいいのだろう？　どうしようもない。真実は大抵ろくでもないものだ、バシュラールはそう思っている。バシュラールが鍵を掲かかげると、再び辺りの歓声が強まる。人々の声が頭の中に反はん響きようする。

　前代未聞の、ただの広場で行われた戴冠式は、沈しずみ行く夕日の壮そう麗れいさと当事者たちの堂々とした態度で不思議な威い厳げんをまとった。

　ミリアンとバシュラール、そして居並ぶ魔導師や道どう化けの姿をした兵士たち、すべてが神秘的な影かげ絵えとなって人々の瞳ひとみに映りこむ。影絵のあちこちでは金や魔法石が夕日を反射して、星のようにきらめいている。

　夕日の中で皇帝となったバシュラールを見上げ、ミリアンは言った。

「どうか、みんなを救って。──けして、狂くるったりしないで」

　言い終えたとき、陽光の残ざん滓しがミリアンの涙なみだをわずかに光らせた。彼女はそのとき、世界の秘密を、魔法の力を欲ほつして狂い、死んだ異母兄あにのことを思ったのかもしれない。


◆



　この日、帝都中を震わせた祭りのにぎやかな音楽を、シュナルは牢ろうの中で聞いた。

（──何があったのかしら。そろそろ春迎えの祭りのはずだけれど、最近帝都では祭りは自じ粛しゆくする傾けい向こうだという話だったわ。まさか誰かの処しよ刑けいでもあるの？）

　かすかに聞こえる音楽に、シュナルは不安な思いにかられる。

　そんな彼女に応こたえるよう、牢の廊ろう下かに牢番の足音が響ひびいた。少し待つとシュナルの牢の扉とびらが叩たたかれ、若い牢番が弾はずんだ声をかけてくる。

「シュナルさん！　シュナルさん、起きておられますか？　ついに来ましたよ！　バシュラール様です、第六層までこられたそうです！　非番の奴やつはみんな見に行きました！」

「……！」

　バシュラールの名を聞いた途と端たん、胸が苦しくなってシュナルはうずくまった。

　心臓の音がいきなり高鳴ったので、本当に倒たおれそうだったのだ。小さくあえぎ、呼吸を整えて、シュナルは囁く。

「本当……？　戦いくさの物音はしない、けれど……」

「お声が震えていますよ。大だい丈じよう夫ぶですか？　ええと、俺も外の様子はよくわからないんですけど、戦にはなってないみたいです。ちょっと外を見てきますよ、このどさくさにまぎれてあなたを逃にがせそうならやってみます。待っててください！」

　浮うわついた声で言い、牢番はすぐさま廊下を走っていく。

　シュナルは牢の床ゆかにうずくまったまま、うるさく鳴る心臓を押さえつけるように我が身を抱だいていた。期待と喜びが強すぎて、ほとんど恐きよう怖ふを感じるほどだ。

　あの牢番が帰ってくるまで、どうやって待とう？

　落ち着きようがない。ただ呼吸をするだけで精せい一いつ杯ぱいだ。シュナルは少しでも外の音が聞こえるよう、薄うす汚よごれた壁かべに耳を押しつける。

　すると、以前から聞こえていた、ずるり、と何かが這はうような音が壁を伝わってきた。

　恐怖で反射的に耳を離はなしかけるが、興味と危機感でもってもう一度壁に寄り添そう。

（──近いわ）

　まるで巨きよ大だいな蛇へびが天てん井じよう裏を這う音だ。重いものが頭上を移動している。

　自然にシュナルの額には汗あせの粒つぶが浮うかんだ。本能的な恐怖を感じる。この恐おそろしさには覚えがあった。辺りの大気が粘ねん度どを持ち、体に粘ねばり着いてくるかのような感覚。

（似てるわ、あのときと。でも、まさか──まさか、あれがこの上にいるなんて）

　ありえないと思う。思いたい。

　でも体は震えている。シュナルが我知らず息を潜ひそめているうちに、壁の向こうでべしゃり、と何かが床に落ちる音がした。隣となりの独どく房ぼうに何かがいる。シュナルは目を瞠みはる。怖こわい。

　がたがたと震えながら耳を澄すます。シュナルの耳に、壁かべ越ごしの声が届く。

　か細い女のようだと思えば急に低くなる、不安定な囁き。

「けケけけケけ──来オッタ、来おったぞ。皇帝陛下だ、戦う性さがノ者じゃ。シカシ遅おそい、遅スギルのう。全部食ロウてやる。クケけけ、魔法の回路はアチコチ食ってしまったし、皇宮の地下モ、『七しち賢けん人じん』の位置も、わしは残らズ知ってオルのだからな」

（何……何を言ってるの、この化け物は！）

　響いてくる言葉の内容に、シュナルの頭の中は一いつ瞬しゆん真っ白になる。

　言葉の意味が理解できてくると、シュナルは恐怖と緊張でほとんど気を失いかけた。どうにか拳こぶしを握にぎり、叫さけびださないように口へとあてる。

（落ち着いて、私。とにかく間ま違ちがいないわ、この壁の向こうにいる化け物は、バシュラール様と『七賢人の玉座』を狙ねらっている。世界を我がものにしようとしている！）

　シュナルが必死に考えているうちに、今度は隣の独房からべきばきと何かが破は砕さいされる音が立った。ごとん、と重いものが廊下に落ちる。続いて低いうめきが廊下を満たす。

　そして突とつ然ぜん、シュナルの独房の扉の下方、食事を差し入れる小窓が押し開けられた。

　シュナルは息を吞のむ。途端に生なま臭ぐさい大気が喉のどを灼やき、シュナルは激しく咳せきこんだ。

　咳きこみながらも懸けん命めいに目を開けると、隙すき間まからのぞく赤い目と視線があう。それだけで心が壊こわれそうになる。

（間違いない！　これ、モルガンのところで見た仮面の目だわ！　どうしてここに!?）

　シュナルの心の悲鳴に答えるよう、人外の声が細々と語りかける。

「そなた、サッキからワシの言葉を盗ぬすミ聞きシテおったのう。食ワレるか？」

　くすくすと笑いながら囁ささやき、『それ』──ウゴルは小窓から無む理り矢や理り頭をつっこんできた。

　シュナルの視界一いつ杯ぱいにウゴルの仮面の赤い目が広がり、彼女の心身は震ふるえあがった。もう少しも動くことすらできず、シュナルは独房の壁に背を押しつける。

　心は怖いと泣き叫んでいるのに、目を閉じることもできない。

　見開かれたシュナルの目の前で、ウゴルは長い首をくねらせ、自分の肩かたを小窓にねじこもうとする。うまくいかないと気づくと、ウゴルは恐ろしい高速で呪じゆ文もんを唱えた。大気が震え、金きん属ぞく扉とびらの小窓の縁へりがじんわりと溶とけていく。赤く軟やわらかくなっていく小窓の縁を手のひらで押しのけ、強引に広げていく。

　そうして身体からだを牢へ押しこもうとしたとき、ウゴルは急に妙みような反応を見せた。

「おお？　そなた、以前モルガンのところで会ッタ……ガぐ、うう……ソナタを見ると、あの鳥につかまれたコトを思い出ス……不ふ吉きつじゃ。あの鳥メ、狂きよう王おうの僕しもべめ……！　ぐグゥ……」

　どうやらウゴルはソラのことを思い出したらしい。奇き妙みようにもだえ苦しみだしたかと思うと、ウゴルはのろのろとシュナルの独房から這いだし、のたうちながら廊下を進んでいく。

　シュナルが全身をわしづかみにした恐怖からどうにか逃のがれ出て、声を出せるようになったのは、ウゴルの気配が完全に廊下の果てに消えてからだ。

　シュナルは冷え切った手で扉を叩き、できる限りの声で叫ぶ。

「だっ、誰か！　誰か来て、化け物が出たの！　化け物が、皇宮と教会を目指してる！──ねえ、誰か！　誰か来て、あのひとを、バシュラール様を助けて！　誰か聞いて！」

　喉が切れそうになるまで、シュナルは叫び続けた。

　しかし誰からも返事はない。

　シュナルは改めてウゴルが押し広げた扉の小窓を見た。まだ小窓の縁は赤々と透すき通っている。シュナルは独房内を見み渡わたした。牢番の差し入れの、木製の花か瓶びんがある。シュナルは枯かれかけた花を床へ落とし、中の水を一ひと滴しずく、指につけて小窓の縁へ落とす。

　途端に水はしゅっと音を立てて蒸発した。──熱いのだ。

（それでもここから出るしかないわ）

　まとっていた灰色の長衣の裾すそを動きやすいよう歯でちぎり、裂さいていく。気休めに花瓶の水を衣ころもにかけて、シュナルは押し広げられた小窓へ身体をすべりこませた。

　熱せられた金属の傍そばを通ると肌はだがちりちりする。注意していたつもりでも、手とくるぶしあたりが熱い金属に触ふれて激痛が走った。

「──……ッ！」

　どうにか廊下に転がり出た途端、衣の裾が燃え上がる。シュナルは反射的に手のひらで炎ほのおをはたく。鋭するどい痛みが突つき刺ささってくるが、夢中ではたき消した。炎が消えたときには手がじくじくと痛み出している。歯を食いしばって立ち上がり、シュナルは辺りを見渡した。

「誰、か……！」

　助けを呼ぼうとして、すぐに声を出す気力が萎なえた。

　延々と続く廊下の両側の牢は静まりかえっている。ある扉の下からは血が流れて廊下を黒く染め、大きな格こう子しの中には恐怖の形相で折り重なって罪人が倒れている。

　廊下の先には、あの若い牢番が血ち溜だまりに倒れていた。

　まるで悪い夢だ。一瞬にして、辺りは悪夢の支配する場所と化していた。体が痙けい攣れんするように震えるのを、シュナルは思い切り唇くちびるを嚙かんで押し殺す。唇が切れ、口の中に血の味が広がる。落ち着け、自分はまだ生きている。ならば自分が動くだけだ。

　──バシュラール様だけは殺させない。

　声に出さずに誓うと、シュナルの中で恐怖がゆるゆると決意に変わる。

　敵がなんであろうと、自分がどうなろうと、彼のことだけは救ってみせる。
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　戴たい冠かん式しきを終えたバシュラールが皇宮に入ったのは、式を終えた翌日のことだった。

　バシュラールはラングレーを連れて、夜の皇宮の回かい廊ろうを歩いていく。

「……もー駄だ目めだろ、さすがに無理。俺様はびっくり超ちよう人じんじゃねーんだからさ……」

　うんざりした顔で文句を言い始めたバシュラールに、ラングレーは小声で言う。

「周りはびっくり超人だと思っているぞ。皇帝陛下なら期待に応こたえろ。大体一晩や二晩の徹てつ夜やくらいは今までも年中だっただろう」

「同じ徹夜でも今回のは中身が違ちがうだろうが！　戴冠式の直後から光魔法教会で朝までとんでもねえ世界の秘密とやらを見せられて！　休む暇ひまなく今度は皇宮で延々と貴族のご挨あい拶さつ聞きだ。外ではみんな宴えん会かいやってるってぇのに、俺だけ貧びん乏ぼうくじじゃねぇか！」

　文句たらたらで廊下を歩くバシュラールは、警備兵や侍じ従じゆうの姿が見えたときだけ威い厳げんのある顔になる。器用なバシュラールを一歩後ろから眺ながめて、ラングレーは淡たん々たんと答える。

「宴会ならばこれから行くところだろう。貴き殿でんにこびを売りたい旧臣主しゆ催さいの大宴会だ」

「それがまた面めん倒どうくせぇ！　なんでいちいち宴会で親しん睦ぼくを深めなきゃなんねえんだ。旧臣全員に俺のもとで何をやりたいか、書類にして提出させた後に面接ってわけにはいかねえかな」

「そうしたければしてもいいが、明日以降にしろ。今日は老人どもにつきあって、奴やつらのやり方を見るときだ。貴殿は学部時代から老人受けが悪いが、今回は光魔法教会を完全に味方につけている。旧臣どもも何も言えまい」

　ラングレーの言うことは実にまともだった。

　ありがたい意見に深くため息を吐つき、バシュラールは歩きながら言葉を返す。

「魔導師なぁ。そういや魔導師どもが見せてくださった世界の真実ってのは、案の定ひでぇもんだったぜ。ひとは何でできてるか、とかそんなネタだ。あれについて説明したら、旧臣の爺じじいどもなんてのは衝しよう撃げきで死んじまうな」

「ひとの起源か。……貴殿は案外平気そうな顔だな」

　少しばかり心配を含ふくんだ探さぐるような問いに、バシュラールはラングレーをちらと振ふり返って笑いかけた。

「そりゃあ、俺は一時期光魔法教会で結構な地位までいってた人間だぜ。今回知らされたことだって噂うわさ程度には知ってたさ。突とつ飛ぴな話だが……俺たちひとりひとりにとっちゃ、そうひどい大事でもねえよ。俺たちが元々なんであろうと、ここにいる俺たちが変わるわけじゃねえ。俺たちはもう、ここまで生きてきちまったんだから」

　ひとが元は魔物であったとしても、それで狂くるえるほどにバシュラールは繊せん細さいではない。

　もとよりひとをそうご大層なものだとも思ってはいない。

（帝国の民たみだって俺とおんなじだろうさ。ひとがどこから来たかより、今日明日の飯の心配が先だ。俺は庶しよ民みん派皇帝として、民と魔導師との間に立ってやんねえとな）

「確かにな。悩なやむのは魔導師や哲てつ学がく者の仕事だ」

　あっさりとしたラングレーの意見に微笑ほほえみ、バシュラールは舞ぶ踏とう場に続く大おお扉とびらの前に立つ。

「そういうこと。俺は現実と闘たたかうぜ」

　せいぜい朗ほがらかに言った直後、大扉が両側に開いた。

　同時ににぎやかな音楽が耳に飛びこんでくる。目の前に広がるのは色しき彩さいの海だ。

　山ほどの蠟ろう燭そくが、磨みがき上げられた舞踏場の床ゆかを金色に輝かがやかせている。壁かべには一面に高価な鏡が貼はられ、舞踏場に集まった人々のドレスや宝石をことさら華はなやかに映しこむ。

「神聖皇帝、グリエルム三世陛下！」

　バシュラールとラングレーが広間に踏ふみこむと、大扉はすぐさま閉まった。

　そしてバシュラールたちのほうを振り向いた人々の顔は──ひとつ残らず、仮面をかぶっていた。

　華やかな仮装用の仮面は無礼講の祝祭日にのみ許されるものだ。

　新皇帝との顔合わせにはあまりにふさわしくない。

　目の前に広がる異様な光景に、バシュラールは微笑みながら囁ささやいた。

「おい、ラングレー。俺に顔を覚えてもらいたいはずの旧臣どもが、どうしてみんなして仮面をかぶってんだ？」

「──わたしの傍から離はなれるな」

　事態の異常さを悟さとったラングレーの声に緊きん張ちようが宿った。

　バシュラールはその場にたたずみ、じっと舞踏場の奥を見つめる。

　舞踏場の最さい奥おうには幅はばの広い階段があり、その上に玉座があった。バシュラールが座るはずの玉座には先客がいる。男物の礼装をまとい、足を組んで玉座に座る人物がひとり。そして玉座の足あし下もとにうずくまる仮面の青年がひとり。

（こりゃびっくり。両方に見覚えがあるぜ。ただし、ここにいるわけはねぇ奴らなんだがな）

　バシュラールはゆったりと笑い、何歩か前に出た。

　そのとき、不意に軽かろやかな舞踏曲が流れ始める。仮面の男女がいっせいに踊おどりだした。バシュラールはめまぐるしく踊り続ける人々の間にたたずみ、玉座の人物に呼びかける。

「よう。今日は仮面舞踏会だったのか？　聞いてねえもんだから、素す顔がおできちまったぜ」

「無ぶ粋すいな方ね。でも、いいのよ。あなたはまだ生きていらっしゃるもの」

　玉座から落ちてきた声は間ま違ちがいなくモルガンのものだ。

　モルガン・シャイエ、前皇帝の側近。死んだはずの老女。

　そして、シュナルに取り憑ついた悪あく霊りよう。

　バシュラールの笑えみが深まる。死んだはずの女の登場に、おびえるよりも先に気分が浮うき立った。ためらいもなく、バシュラールは舞踏場を進む。ラングレーが神経をとがらせて後へ続く。

　バシュラールは階段を上がり、玉座の前に立って優やさしく言った。

「お久しぶりだな。あんた、ヴェルティア公だろ？　あんたはこの間死んだって聞いたぜ」

「そうなのよ。私は一度死んでから、死の淵ふちを越えてきたわ。仮面をかぶっている者はみんなそうよ。偽いつわりのひとであるのをやめて、完かん璧ぺきなものになったの」

「そうか。──まだ夢を見てるんだな、あんたは。……いいぜ、永遠に夢見てな」

　囁いて、バシュラールは腰の宝ほう剣けんを引き抜ぬいた。蠟燭の炎が剣の平に踊る。

　バシュラールはそのまま、座したモルガンの胸の真ん中に剣を突き立てた。

　鈍にぶい手て応ごたえと共に、剣はモルガンの薄うすい胸を貫かん通つうする。モルガンは一度だけひどく体を痙攣させたかと思うと、後はぐったりと体を玉座に預けた。

　バシュラールは力をこめて剣を引き抜く。不思議なことに血はほとんど出ない。慎しん重ちように相手の仮面を取り去ってみると、露あらわになったモルガンの顔は死後数日は経たったものだ。肌は張りをなくして崩くずれる寸前、表情をなくした顔の中で、濁にごった瞳ひとみだけがどこかを眺めている。

　モルガンの足下では、うずくまった仮面の青年──シギスムンドがびくりと肩かたを震ふるわせて顔を上げ、モルガンの衣装の裾を引っ張り始めた。

「モルガン？　眠ねむってしまったのか？　駄目だ、わたしがひとりになってしまうだろう？　頼たのむ、わたしをひとりにしないでくれ！　わたしを守ってくれるんだろう？　わたしは本当は賢かしこい子だと言ってくれただろう！　モルガン！」

　精神が幼児に戻もどってしまったらしいシギスムンドを素っ気なく見下ろし、バシュラールは広間の様子を見ようと振り返った。

（妙みようなことにはなったが、これでシュナルの顔が堂々と見られるな。この妙な宴会を片づけたら、すぐにシュナルを捜さがして教えてやろう。モルガンは死んだって。悪霊のいない世界なら、あいつは普ふ通つうに生きていけるはずなんだ）

　バシュラールが妙に陽気に考えていると、視界に青ざめた顔のラングレーが映った。

　なんだろう、と考える前にラングレーがバシュラールの襟えり元もとに指を伸のべる。ラングレーの指が届く寸前に、バシュラールの背中に衝撃が走った。

「……あら？」

　まぬけた声が出たのは衝撃の数秒後だ。腰こしの辺りに熱の固まりができている。

　心臓が鳴っている。心臓の音が段々大きくなって、体中を鼓こ動どうで震わせてくる。バシュラールは玉座のほうへ視線を戻した。そこにはシギスムンドがいる。玩具おもちやのような美しい短たん剣けんを、バシュラールの腰に埋うめこんでいる。

　次の瞬しゆん間かん、バシュラールはラングレーに引き倒たおされた。

　ラングレーが踏みこみ、美しい片手剣が弧こを描えがく。シギスムンドの首が切り離されて部屋の隅すみに転がる。ラングレーは間を置かず、動かないモルガンの首も勢いよく斬きり飛ばした。

「い……てててて……あいたたた、あー……やだねえ、まじめに生きると、絶対こういうことがあるんだぜ。まじめな奴ほど……ッく、貧乏くじ、だ……」

　床に倒れたバシュラールは減らず口をたたきながら傷を押さえた。剣の刺ささった傷からは、じくじくと血がにじみ出している。呼吸が困難なほどに痛い。脂あぶら汗あせがにじむ。

「貴き殿でんは……！　どうしてこんなに怪あやしい状じよう況きようで気を抜くのだ！」

　バシュラールの傍かたわらに立って辺り中をねめつけながら、ラングレーが言う。

　バシュラールは転がったままうめいた。

「ごめんごめん……ッてーかおっかしーな……全然殺気なんか感じなかったぜ……」

「まだわからんのか！　奴らはもはやひとではない！　ひとの速度であったなら、貴殿に傷など負わせるものか！」

　ラングレーは鋭するどく叫さけび、モルガンとシギスムンドの体に剣先で魔法文字を刻みつける。

　首を失ってもうごめき始めていたふたりの体は、しばらく痙けい攣れんした後にざらりと塵ちりと化した。

　空になった玉座を背に、ラングレーが舞踏場のほうへ向き直る。

　音楽はまだにぎやかに続いている。

　舞ぶ踏とう場で踊っていた男女はひと組ずつ手を取り合い、謁えつ見けんを望むかのように階段を上ってくるところだった。ラングレーは敵を見み据すえたまま、冷えた声でバシュラールに訊きく。

「──バシュラール、動けるか？」

「……よろよろ歩くくらいはできるかもしれねぇが、立ち回りは勘かん弁べんだ」

「だろうな。ならば少し待て。死ぬなよ」

　難しいことを言い、ラングレーは先が床につくかつかないかのところで剣を構え、無防備に目を閉じてしまった。最初の仮面の男女は階段を上りきっている。バシュラールは引きつって叫ぶ。

「おい、ラングレー！　来てる、そこまで敵が来てるって！」

　バシュラールの声が聞こえているのか、いないのか、ラングレーは微び動どうだにしない。

　仮面の男女はラングレーの前で深くお辞じ儀ぎをし、手て袋ぶくろをした指を優ゆう雅がに伸ばす。仮面の男の指がラングレーの肩に触ふれると、途と端たんに白い煙けむりが立った。激しい刺し激げき臭しゆうと、肉の焼ける嫌いやな音。仮面の男の手が、自らの手袋をさえ灼やいて崩れていく。

　ラングレーの軍服の肩もじわじわと灼けていく。

　──それでもラングレーは動かなかった。

　仮面の男は首をひねり、今度はもう片方の手をラングレーの顔に伸べる。

　そのとき、仮面の男の両手は千ち々ぢに砕くだけた。

　砕けた両手を目の前に持ち上げ、仮面の男が首をひねる。ラングレーはやっと目を開けた。

　気づけば、辺りの大気が揺ゆれている。

　舞踏場中にびりびりとした震えが生まれ、天てん井じようから下がった照明のしずく形硝子ガラスがかちあう。壁かべ際ぎわの大おお花か瓶びんや鏡が端はしからひび割れていくかすかな音が連続する。ラングレーはつぶやく。

「迷い出したる悪霊はすべて、世の果てへと還かえるべし。我が剣は法なり、秩ちつ序じよなり、光なり」

　錆さびた声が消える前に、ラングレーの剣が跳はね上がった。

　同時に、辺りの震えが爆ばく発はつ的に高まる。

　壁の鏡が次々と砕け、きらきらと輝いて滝たきのように降り注ぐ。間を置かず、ラングレーの目の前にいた仮面の男女が声もなく四散した。辺りに散ったのは黒く粘ねん度どの高い何か──魔物の欠片かけらだ。

　ふたりの後に続いて階段を上ってきていた者たちも、わずかな時間差で次々と弾はじけていく。

　衝しよう撃げき波ははみるみるうちに舞踏場中の人々を打ち砕き、最後に向かいの壁がえぐれたところで、やっと辺りは静かになった。

「……やー……本当にびっくり人間だなあ、グレちゃん……」

　バシュラールがしみじみつぶやいたのも無理はない。ラングレーの一いち撃げきで舞踏場は死し屍し累るい々るいである。

　立っているのが自分だけであることを確かく認にんし、ラングレーはすぐさまバシュラールの傍らにひざまずいた。

「これが一番手っ取り早かったのだが、傷に響ひびいてはいないか」

「おー……元気元気。徹てつ夜や明けなのが響いてちぃと眠いがなー」

「軽口を叩たたく余よ裕ゆうがあるならば大だい丈じよう夫ぶだな」

　淡たん々たんと言いつつも、ラングレーの表情は厳しい。

　バシュラールも自分が重傷なのはわかっている。どうにか意識を失うまいと歯を食いしばっていると、ラングレーが片手を伸べてきた。その手をつかむと、少しだけ痛みがマシになる。

（格好つかねぇなあ、まったく。美人の手ならともかく）

　一応礼でも言おうかとバシュラールが思ったとき、再び辺りの大気が震え始めた。

　四方八方から鐘かねの音が聞こえた。緊きん急きゆうを知らせる鐘だ。

「……悪いことはひとつじゃ終わらねぇ、ってのは本当だな」

　つぶやくバシュラールに、ラングレーが問う。

「これはなんの知らせだ？」

　バシュラールは鐘の音色を読み、投げやりに苦く笑しようする。

「んー。世界の終わり」








４　天上の檻おり









　神の都、と呼ばれる場所がある。

　異世界同士の接せつ触しよくで生まれた巨きよ大だいな力によってできた世界の隙すき間ま、その中に押しこめられた小さな──そして果てのない世界。

　接触したふたつの世界のどちらとも深い繫つながりを持つ世界。

　その世界は主である世界の王の心を映し、朽くちた庭園の姿をしていた。

　あちこちが崩れた石造りの広場の真ん中で、少年は壊こわれた噴ふん水すいをのぞきこんでいる。

「奴やつらが慌あわてているよ。まだ遺い跡せきや不死者の守りが残っているのに滅ほろびが始まったから、意外なのだろうね」

　噴水の水受けに溜たまった水を眺ながめ、少年が言う。

　白い髪かみを持つこの少年こそが、世界で唯ゆい一いつの『人間』の生き残りにして、魔物をひとの形に練り直した『世界の王』だ。世界の王は顔を上げ、傍らに立つ長身の存在に声をかける。

「お前がここに帰ってきたと知っていたなら、奴らももっと急いだろうに。お前さえいれば、他ほかの何をも無視できるだけの力を動かせる。奴らはもう終わりだ。可哀かわい想そうだと思うかい？」

「いいえ。わたしに心はありませんから」

　音楽的な声が答え、少年は笑う。どこか醜しゆう悪あくな、年老いた歪ゆがみを感じさせる笑いであった。

「そうだね、お前は『鳥の神』という名の人形だもの」

　少年は言い、傍らに立つ者の白い手をとる。彫ちよう像ぞうめいた手が、噴水の縁ふちに座った少年をそっと抱だきとめる。少年は目を細め、相手の腕うでに頰ほおをすりつけて頭上を見上げた。

　廃園の空は青い。一度も曇くもったことなどないのだ。

　虚うつろな空に、少年は優やさしく囁ささやく。

「わたしたちは早く、本当の『ふたりっきり』になろう」


◆



「世の果ての観測地点、北西辺境部と極北の一部をのぞいてすべてから、大気の力が基準値を超こえたとの報告です！　これ以上大気の力が強まれば、世の果ての境界が崩くずれて混こん沌とんの海が大陸を浸しん食しよくします！」

　魔導師の報告を受け、シビル＝ツィンが泣きそうな顔でミリアンを振ふり返る。

「混沌の海は未分化の魔物のすみかですよ！　浸食されたら、ひとはひとの姿を保てません。魔物に戻もどりかけた状態で死に、混沌の海の一部となってしまいます！　混沌の海で生きられるのは元からの魔物だけです！」

『七しち賢けん人じんの玉座』の制せい御ぎよ室、すり鉢ばち状広間の底に立ち、ミリアンは青ざめた顔で傍らのラインゾルトに訊く。

「世の果ての観察から割り出された滅びの日はまだ先だったはず。世の果てや魔物を制するための遺跡も私たちが管理を続けていたのに、どうしてこの早い時期に大規模な崩ほう壊かいが？」

　制御室ではミリアンたちの他にも一〇〇人近い魔導師が立ち働き、世界中の光魔法教会から情報を収集している最中さなかだ。集められた情報はすべて、世界を模した箱庭の中に再現されている。複雑な魔ま法ほう陣じんを使った静魔法でもって箱庭が自ら形を変えていくのをにらみ、ラインゾルトは言う。

「──世の果ての壁の向こう、すなわち『混沌の海』はかつての大災害で大気の力が極きよく端たんに偏かたよってできた場所です。元々世界は偏かたよりをなくすように動きたがるもの。それを無む理り矢や理り世界の王が遺跡や不死者の力で押しとどめていたにすぎません。不死者殺しの『巡じゆん礼れい者』が野に放たれ、現存の不死者を全ぜん滅めつさせたのやもしれませんな。アゾフ！　現存遺跡を見張っていた教会からの報告はまだか！」

「報告、来ません！　一いつ切さい応答がありません！」

　まじめなアゾフの答えは悲鳴に似ている。

　ミリアンは箱庭の縁に両手をかけて覚かく悟ごを決めた。

　──時はきた。なぜ突とつ然ぜんと世の果ての境界が崩れかけているのかはわからない。とはいえこの崩壊がもたらす結果は明らかだ。このままでは、ひとの統すべる世界は終わる。

　ミリアンはラインゾルトに訊きく。

「みんなに危険を知らせる警報はもう鳴っている？」

「はい。大気の力が基準値を超えたとき、自動的に鳴るようになっておりますゆえ」

「ならば改めて大陸中に知らせてください。生き残りたい者は帝都へ向かうよう。それが叶かなわないならば、なるべく世の果てから離はなれるよう。私はただちに『七賢人』に入り、神の都に何が起こったかをのぞき見てから、『七賢人』の力で世の果ての境界を引き直します」

　静かに宣言し、ミリアンは『七賢人の玉座』へと続く扉とびらをにらんだ。

　大丈夫、自分は『七賢人』を操あやつることができる。まだウゴルの石板のことや、くわしく調べがついていないことも多いけれど、とにかく今できることをやるしかない。

　大丈夫だ。行こう。もしも自分が力ちから尽つきても、世界が残ればそれでいい。

　唯一の心残りは──

「カナギ、は、まだ市街に？」

　ぽつりと問うたミリアンに、ラインゾルトが眉まゆを寄せる。

　傍かたわらに淡々と控ひかえていたトゥーラが、眼鏡めがねを押さえて告げる。

「カナギはヤウザと共に第一層におりましたから、上ってくるのに時間がかかりますでしょうね。カナギを待たれますか」

「……いいえ。『七賢人』に入ります」

　断言したミリアンに、魔導師たちはいっせいに視線を向ける。

　魔導師たちの心情を代表し、ラインゾルトが厳おごそかに言う。

「世界に光を。──ご武運を」

　ご武運を、そう繰くり返す人々の声を聞き、ミリアンはまっすぐに『七賢人』の扉へと歩む。

　小さな扉をくぐると、生ぬるい独特な大気に包まれた。

　肌はだで覚えた感覚で、ミリアンはただちに『七賢人』と同調する。

　小さな部屋はミリアンの見る間に形を変え、七人の楽人が取り囲む場所となった。

　無表情に楽器を奏かなでる賢人たちの間を通って階段を上り、ミリアンは玉座に腰こしかける。

（まずは神の都を見よう。こんなに突然状じよう況きようが変わったんだから、神の都に何かあったはず）

　決心して、ミリアンは意識を集中する。

（見せて。私に、神の都を──世の果てのさらに向こうを）

　額に脂あぶら汗あせをにじませて囁くと、ミリアンの視界は一気に開けた。

　どっと頭上に青空が広がる。地に見えるのは延々と続く荒こう野やだ。

　荒野にぽつぽつと立っているのは得体のしれない庭園の残ざん骸がい。ミリアンの意識は神の都にまぎれこみ、高速で廃園の上をすべっていく。

（世界の王はどこ？　今度こそ見つけなきゃ）

　ミリアンは総教主となってから、何度か神の都の『のぞき見』を試みてきた。しかしこの法はひどく魔法力を消しよう耗もうする。今までは世界の王を見つける前に限界がきていたのだ。

（だけど今回は『七賢人』の助けがある。まだ、大だい丈じよう夫ぶ）

　代わり映ばえのしない廃園の光景が眼下を行きすぎる。かつてない長時間の法に、緊きん張ちようで頭の芯しんが痛くなる。そしてついに、ミリアンは円形広間の真ん中に人ひと影かげらしきものをみとめた。

（少年がひとりいる。あと、白い──ソラみたいなひと、が）

　そこまで考えて、ミリアンは愕がく然ぜんと目を見開いた。

　違ちがう。あれはソラだ！

　形はよくわからなくても確信できる。あの気配はソラのものだ。

　真っ白な長身の姿が少年の傍らにたたずんでいる。彼はミリアンの気配に気づいていち早く顔を上げる。上空にあるミリアンの意識をみとめ、ソラは微笑ほほえむ。

「──ミリアン。ここへ来ては駄だ目めですよ」

　ソラの囁きが頭に響ひびいた次の瞬しゆん間かん、ミリアンは神の都からはじき出された。


◆



「……ラインゾルト師。『のぞき見』を終えられたミリアン様から、こちらへ伝言が送られてきているようです」

『七賢人の玉座』の制御室では、幹部の中で唯一の女魔導師、カレリアが魔法機械のひとつから吐はき出される音に耳を澄すませて言う。

「ミリアン様の魔法力が乱れていて聞き取りにくいのですが、ソラ──ミリアン様は、『ソラ』と伝えてきておられます。ソラ……東方語の空、という意味ではないようですね。かつてミリアン様が共に旅していたという不死者、『巡礼者』の名前の『ソラ』でしょうか？」

　カレリアの言葉を受け、魔導師たちは顔を見合わせた。

　特にミリアンの傍そばにいた時間の長いラインゾルトは、しばしの沈ちん黙もくの後にうなずく。

「間違いなかろう。ミリアン様は『巡礼者』、すなわちソラの姿を見かけたのだ。神の都で」

　ラインゾルトの発言に、アゾフが血相を変える。

「神の都で!?　あそこには世界の王と鳥の神以外はいないはずです！」

「そうだな。そしてここしばらくはずっと、世界の王しかいなかった。ということは……あの『巡礼者』こそが、鳥の神であったのかもしれん」

「……！　鳥の神が神の都に帰ったとしたら、もはや世界の王は万能です！　我々に勝ち目はない！　ミリアン様に、もう一度神の都に戻って事実を確かく認にんしていただくべきです！」

　アゾフが恐きよう慌こう寸前の早口で叫さけんだとき、制御室の入り口に騒さわがしい一団が近づいてきたのがわかった。魔導師たちの何人かが扉を見やり、ラインゾルトが鋭い声を投げる。

「通せ！」

　下位魔導師たちが扉を開けると、現れたのは案の定カナギとヤウザだ。

「警報に従ってまいりました。遅おそくなって申し訳ありません」

　ヤウザは頭を下げ、すぐに自分の部署の制御機械にとりつく。

　カナギはまっすぐにラインゾルトに歩み寄ると、詰きつ問もん口調で訊いた。

「ミリアンは、もう『七賢人』に入ったのか？」

「そうだ。ミリアン様は世界のため、『七賢人』の中で闘たたかっておられる」

　ラインゾルトは重々しく言うが、その後ろの制御機械にとりついていたシビル＝ツィンは浮うわついた声で叫ぶ。

「あわわわ……ラインゾルト様、『七賢人』の出力が落ちています！」

　顔をしかめて頭上を仰あおいだラインゾルトの視界には、ちかちかと光るすかし彫ぼりの丸まる天てん井じようが映る。『七しち賢けん人じん』を走る魔法力を示しているその光は、確かに全体的に光度を落としていた。ラインゾルトは叫ぶ。

「一体何事だ！　さっきの『のぞき見』の疲ひ労ろうが後を引いているのか？」

「わかりません！　ああ、いえ、……どうやらミリアン様の問題ではありません。帝都底部の魔法陣から吸い上げた力をもってくる回路の途と中ちゆうで障害が起こったんです。このままでは、世の果ての境界引き直しには力が足りません！」

　半泣きで言うシビル＝ツィンに、他ほかの魔導師たちは一いつ瞬しゆん顔に絶望の色を宿した。

　すかさずラインゾルトが腹から低い声を出す。

「ひるむな、ただちに回路全体を試験し直し、障害の詳しよう細さいを調べろ！　他の者は自らの部署につき、帝都中にめぐらされた魔法式から一切の無む駄だを排はい除じよするのだ！　回せる力はすべて『七賢人』に回せ、我らがやらねば世界が滅ほろぶ！」

　ラインゾルトの言葉に我に返ったかのように、魔導師たちは自分の担当の制御機械にしがみついた。手回しの計算機で必死に複雑な魔法式を解き、世界と帝都を守る仕組みの中から余よ剰じようの力を見いだそうとする。

　せわしなく働く魔導師たちの中で、カナギは場ば違ちがいな焦あせりを感じ始めていた。

　ここでは何もできない。

　ミリアンのためにすべきことは何もない。

　自室にでも戻もどって祈いのるべきだ。

　理性はそう告げるが、カナギは理性のみで生きる人間ではない。

「何か……、何か、俺にできることはないか！」

　カナギは無様を承知で叫んだ。ミリアンと個人的な知り合いだというだけで、カナギは魔法にはまったくの素人しろうとだ。本来素人が緊きん急きゆう事態にまぎれこんでくるほど迷めい惑わくなことはない。

　カナギだとてそんなことは知っている。それでも黙だまっていられなかった。

　ミリアンとは結局すれ違ちがったまま、まともな話もしていない。このままもしものことがあったら、ひどい後こう悔かいをするような気がする。

　当然、魔導師からは侮ぶ蔑べつの視線か徹てつ底てい的な無視が返ってくることは知っていた。それでもカナギは辺りを見み渡わたす。すると奇き妙みようなことに、幹部魔導師たちはまじめにカナギを見返してきた。

　魔導師たちの瞳ひとみには、戸と惑まどいと、期待と、不安が宿っている。

（なんだ？　どういうことなんだ、この微び妙みような雰ふん囲い気きは）

　カナギがためらっているうちに、ラインゾルトが言う。

「カナギ、おぬしは『ソラ』という名に聞き覚えは？」

『ソラ』と聞いた途と端たん、カナギの頭は割れるように痛んだ。

　思わず片手でこめかみを押さえ、カナギはどうにか低く答える。

「──ありません」

　カナギの答えに、魔導師たちにはさらに微妙な沈黙が走った。

　沈黙をやぶったのはヤウザである。相変わらずの冷れい淡たんな声で静かに言う。

「なくてもよいではないですか。彼は特別に魔法に惑まどわされにくい体質だ。何か、なすべき役目があるかもしれません」

「ばかを言うな、素人に何ができる！　魔法を感知できないのでは、回路の点検もできん！」

　アゾフの叫びに、ヤウザは自分の計器から目を離はなさずに告げる。

「神の都の偵てい察さつならいかがです」

　唐とう突とつかつ突とつ飛ぴな提案に、魔導師たちは息を吞のんだ。

「……ばかな。神の都の『のぞき見』は、ミリアン様の魔法力ですらぎりぎりの法だ」

　啞あ然ぜんとして言うアゾフに対し、ヤウザは冷れい徹てつに続ける。

「ミリアン様のように動くことはできないでしょうが、『七賢人』の力を使えばひとひとりが神の都へ行くことくらいは可能です。わたしは彼に賭かけてみてもいいと思いますねぇ。彼には彼にしかできないことがある。神の都では確かに何かが起こっているのです。そしてこの状じよう況きようでは、ミリアン様は『七賢人』の制せい御ぎよに手て一いつ杯ぱい。再度の『のぞき見』などできませんよ？」

　そこまで言い終えてから、ヤウザは計器から顔を上げてラインゾルトを見た。

「──帝都第五層、五七地区は現在無人地区です。ここの維持を切り捨てれば、当座の魔法力は確保できるかと。五七地区の真上は第六層、皇宮の庭園の一部が陥かん没ぼつしますがね」

　急に魔法力の捻ねん出しゆつに話を戻され、ラインゾルトは考えこみながらうなずく。

「庭園ならば、被ひ害がいは最小限ですもう。切り捨てを許可する」

　ラインゾルトの言葉を受け、また魔導師たちが忙いそがしく立ち働き始める。

　さして長い間もおかず、広間の床ゆかに強い震しん動どうが走った。震動はしばらく続くが、制御室の円えん蓋がいからは塵ちりひとつ落ちてこない。魔法の粋すいをこらし、極限まで強度を高めた結果だ。

　カナギは思わず引きつつ、ラインゾルトに訊く。

「おい、今の震動ってまさか……その、皇宮の庭が陥没したせいか？」

「その通り。ではこちらへ来るがよい、カナギ。魔法とは縁えん遠どおい東方の薬くす師しよ」

　こともなげに言い、ラインゾルトはカナギを手招いた。

　魔導師たちの非常識な感覚にはめまいを覚えるが、カナギにもためらっている暇ひまはなかった。カナギはラインゾルトに従い、『七賢人』の制御室を出る。

『七賢人』と制御室があるこの場所は、光魔法教会本部の地下、第六層と第五層の隙すき間まだ。

　制御室の外にも入り組んだ廊ろう下かのあちこちに扉とびらが並び、光魔導師にとって重要な部屋へと繫つながっている。ラインゾルトはその扉のひとつを開け、暗くら闇やみの中に椅い子すがひとつ転がっている部屋へカナギを招き入れた。

「椅子を拾って座るがいい。そうだ。よいか、カナギ。『神の都』というのは我々の世界と、我々がけして行くことのできない異世界との隙間にある。わかりやすく言えば、世界の王の見ている夢とも言える。高位の魔導師ならば意識と身体からだを分け、意識だけで神の都を『のぞく』ことができる。しかしおぬしがそんなことをすれば、すぐさま発はつ狂きようしよう。おぬしは意識と身体を一いつ緒しよくたに神の都へ持って行かねばならん。神の都ではそなたは生身と同じ。死ねばこの世界に帰ることは叶かなわぬ」

　ラインゾルトの話はいかにも魔導師風で、カナギにはぴんとこない。

　カナギは粗そ末まつな椅子に座り、はやる気持ちを抑おさえて訊く。

「生きていれば帰れるんですか？」

「帰れるやもしれん。帰れないやもしれん。我々は帰ってきて欲しいと望むが、帰り道はおぬし自身が見つけなければならん。我々にできるのはおぬしを神の都に送りこむことだけ……それでも行くか？」

　暗闇の中で喋しやべるラインゾルトを見上げ、カナギはきっぱりと答えた。

「行きます。なんだかわからないが、あなた方は俺に勝算があると思ってるんでしょう？　だからこそ、知識や魔法力のある自分たちじゃなくて、俺を送りこもうとしている」

「その通り。我々の予想が正しければ、今の神の都へおもむき、生きて帰れるのはおぬしだけやもしれぬ」

「なら、今はそれを信じます。それで、行くからには帰ってきますよ。あなた方と、ミリアンと……あとは、できたら世界にとって、何か有益なことを知って帰ってきます」

　カナギは魔法のことなどさっぱりわからない。

　しかし、他のことについても世界はわからないことだらけだ。わからないと言ってひるむより、決意だけを持って歩き出すほうがカナギの性しようには合っていた。

　カナギのまっすぐな言いように、ラインゾルトは低く笑う。

「明快だな。ヤウザやミリアン様がおぬしを好くのがわかるような気がしてきたぞ」

「は？　ヤウザって、あれで俺のことが好きなんですか!?」

「好きだとも。たいそう、好きだ。さあ、目を閉じるがよい。目を閉じてわたしの声をお聞き。闇やみの中に、やがてかすかな光が見えてくるぞ」

　ラインゾルトに言われ、カナギは目を閉じた。室内は元々真っ暗だったから、視界はさして変わらない。闇のどこかでラインゾルトが魔法機械を動かしたらしい。

　ぶぅ……ん、と何かが回る音がして、部屋がゆっくりと暖かくなってくる。

　肌はだを震ふるわす振動の中、カナギの視界の右上にぽつりと光が灯ともった。

「光が見えたら、そちらのほうへ歩いておいき。風が吹ふいてくるのがわかるかな？」

（歩けって？　じゃあ立ち上がってもいいのか？　この部屋、すごく狭せまかった気がするけど）

　怪訝けげんに思いつつも立ち上がり、カナギは光のほう、少し右へと歩いていく。

　すると光はふらふらとゆらめきながらカナギの視界の真ん中へ移動した。カナギは光を目指し、まっすぐに歩いていく。──ずいぶん歩いたように思うが、壁かべにはぶつからなかった。

　代わりに前方から風が吹いてくる。

　風はすぐに歩くのが大変なほどの強さになったが、カナギはどうにか歩き続けた。

（……？　なんだ？　何かこっちにくる……！）

　ぎょっとして足を止めようとした瞬しゆん間かん、前方から光のアーチが高速で迫せまってきた。

　思わず息を詰つめたカナギの上を、アーチはすごい勢いで行きすぎる。

　ひとつではすまず、アーチは次々にカナギの脇わきをすりぬけていった。

「なんなんだ、これ……！」

　もらした言葉も強風に吹き飛ばされる。風はどんどんと強くなり、カナギは顔をかばって立っているのがやっとだ。そんなカナギの耳元に、ラインゾルトの声がはっきりと響ひびいた。

「七つの門をすぎたら、目を開けなさい。そこが『神の都』じゃ。──カナギよ。『彼』によろしくな」

　風の中でも間近に聞こえた声に驚おどろき、カナギはうっすらと目を開けた。

　急に身体が楽になる。

　風がやんだのだ。カナギは顔をかばっていた腕うでを下ろし、何度か瞬またたいて周囲を見渡す。

　気づけば、カナギは草原に立っていた。

　見渡す限かぎりの緑の平原には、打ち崩くずれ、こけむした廃はい園えんが延々と続いている。

「これが、神の都か……？」

　カナギはつぶやき、空を仰あおぐ。どこまでも青く澄すんだ美しい空だ。ただ、美しいだけの空だった。カナギは顔をしかめて言う。

「なんだか、寂さびしいとこだな」

　何度か足あし踏ぶみして試ためしてみるが、足裏に伝わってくるのは見たままの草原の感かん触しよくだ。特にふわふわしているわけでもない。カナギ自身はというと、いつの間にか東方遠征のごたごたでなくしてしまったはずの深しん紅くの上着をまとい、使い慣れた東方剣けんを帯びている。

「こう見えてるだけなのか、それとも……まあいいか、魔法について俺が考えても答えなんて出るわけないもんな」

　カナギはあっさりと考えることをあきらめ、剣を持って来られたことに感謝しようと決めた。どんなところでも、自分の身体と剣があればそれなりの立ち回りができる。

　カナギはあてどなく廃園を歩き出した。

　風が吹き、さわさわと背の高い草が音を立てる。カナギはとりあえず、穏おだやかな光に照らされた円形広場のほうへ向かうことにした。

　割れた石の回かい廊ろうによじのぼり、左右の崩れた彫ちよう像ぞうを観察しながら円形広場へ出る。

　ぐるりと円柱に囲まれた広場には、きらりと光る何かがあった。

「硝子ガラス玉……？　遊び道具か？」

　広間の真ん中、壊こわれた噴ふん水すいの傍そばで光っていたものをカナギが拾い上げると、それは橙だいだい色いろの結晶を含む丸い硝子玉だった。人差し指と親指でつまんで持ち上げ、陽光にかざしてみる。

　そのとき、どこかでかすかに少年の笑い声がした。

（誰かいるのか）

　カナギは振ふり向き、円形広場から八方向へ伸のびている回廊のひとつを見やった。

　彫像に挟はさまれた石の回廊の向こうで、軽い少年の足音が響く。

　誰かが彫像の陰かげに隠かくれたような気もする。カナギは手のひらに硝子玉を握にぎりしめ、少年の気配のあった回廊に踏ふみこもうとした。数歩もいかないうちに、違ちがう方向から声がかかる。

「そちらへ行っても、行き止まりですよ」

　背後から聞こえた優やさしい声に、カナギは全身をこわばらせた。

　体温が下がり、ひどい頭痛に見み舞まわれる。

（俺、この声には聞き覚えがある。夢の中で──聞いた声だ）

　ひどく穏やかで、男声とも女声ともつかない柔やわらかな声。

　精神の虚うつろを感じさせるなめらかなしゃべり方。──カナギはこの声を知っている。

　突つっ立っているカナギに、優しい声はなおも話しかける。

「ここは果てしなく広く見えて、同時にひどく狭い場所なのです。……それに、世界の王は君を嫌きらっていますよ、カナギ」

「……！」

　名を呼ばれ、カナギは息を吞のんで振り返った。

　さっきまで誰もいなかった噴水の縁ふちに、ひとりの青年が腰こしかけている。

　いや、そもそもこれは青年なのだろうか？

　白い衣ころもをまとった肢し体たいは完全な均きん衡こうを保ち、肌は陶とう器きとしか見えないなめらかさ。腰までこぼれ落ちる白い髪かみは荒あれることを知らず、まつげまでもが真しん珠じゆのような白さだ。

　そして重いまつげの下でカナギを見み据すえている瞳ひとみは、金だった。

　まるで人間らしさを感じさせない、完かん璧ぺきに金属的な瞳。

　なんの感情も浮うかべられない瞳。仮面のように表情が動かない顔。

　ひと目見ればわかる。これは生身のひとではなかった。動き、話してはいるが、よくできた作り物なのだ。

　カナギの中で激情がかちあい、頭が真っ白になった。怒いかり、悲しみ、歓かん喜き、どれを感じたらいいのだろう？　一番強く感じたのは恐きよう怖ふだったかもしれない。

「ソ……ッ！」

　何かを口にしようとして、カナギはつまった。

　頭が殴なぐられたかのように痛い。衝しよう撃げきで息ができない。カナギの心が、必死にその名前を思い出すなと叫さけぶ。なぜだ？　自分はこの名を呼びたいのに！　呼ばせてくれ、ずっと呼びたかったんだ、呼ばなければならない名だったんだ！

　心で叫んでも身体からだは自由にならない。頭痛はひどくなるばかりだ。しまいには身体がばらばらになるような錯さつ覚かくに陥おちいり、カナギは地に膝ひざをついた。

（堅かたいものにしがみつかないと身体が崩れる！　なんだ、この感覚……！）

　必死に割れた敷しき石いしをつかむカナギを眺ながめ、ソラは──ソラの形をした人形は、ゆっくりと涸かれた噴水の縁から立ち上がり、カナギの傍かたわらに膝をついた。

「魔導師たちは残ざん酷こくなことをする。君は思い出さなくてよかったのに」

　穏やかに言って、ソラはカナギの震える肩かたを押さえる。服を通してでも、ソラの手に宿る異様な冷気が伝わってきた。

　寒気に襲おそわれ、身み震ぶるいしながらもカナギはソラの袖そでをつかみ、にらむようにソラを見上げて叫ぶ。

「ソラ！」

　口に出した途と端たん、視界がぐにゃりと歪ゆがむ。

　まるで魔導師が見るかのような、ばらばらに砕くだけた視界に吐はき気を覚え、カナギは崩れ落ちかける。ソラがカナギをそっと抱だきとめて、歌うように囁ささやく。

「カナギ、やめたほうがいい。わたしのことは思い出さないよう、世界の王の命でもってわたしが君の記き憶おくを封ふうじたのだから。無理に思い出せば気が狂くるいます。それとも完全に心を壊して、ここの住人になりますか？　そうすれば、ずっと抱いていてあげますよ。君の死んだ母親の代わりに」

　甘い言葉が毒のように全身に染しみる。

（こいつって、こんなふうに喋しやべる奴やつだっけ？　そうだったかもしれない、でも少しだけ違ちがう──思い出せ、こいつは何だった？）

　思い出さないととんでもないことになる。こいつを失い、自分も失う。

　カナギは限界を訴うつたえて混乱しかける頭の中から、慎しん重ちように記憶を引きずり出そうとする。

　ソラ、それは青くどこまでも広がる空の名前。

　虚ろであり永遠、しかし確かにあるものの名。

『レイ……いや、ソラ、かな』

　カナギ自身がそう言ってつけた名前。あのときからソラは『無』ではなくなった。

　カナギがソラと名づけたときから、ソラはカナギの友人だった。

（そうだ、難しいことじゃない。こいつは俺の友達だった）

　カナギは懸けん命めいに身体からだを動かそうとする。

　冷たいソラの腕に、どうにか自分から触ふれようとする。カナギは世界のためや魔導師のためにここに来たのではなかったのだ。ミリアンと自分のために、友人を取り戻もどしに来た。

　全身を冷たい汗あせで濡ぬらしながら、それでもソラに触れようとするカナギを、ソラは表情のない顔で見下ろしていた。

　カナギの震ふるえる指がもう一度ソラの袖に触れたとき、泣きそうな少年の声が辺りに響く。

「やめて！　やめて、わたしの鳥！」

　裏返りかけた声で叫んだ少年は、彫像の陰かげからまろび出ると急いで噴水のところまで駆かけてきた。白い髪に茶色の瞳、今は少年の姿をした世界の王は、必死にソラの袖にすがる。

「お前はわたしのものだよ、そうだろう！　他ほかの誰のものにもならないね？　わたしたちはこの世界の最後のふたりだ。そうだね？」

　世界の王に叫ばれると、ソラはカナギの身体を丁てい寧ねいに地面へ下ろして立ち上がった。

　しなやかな腕で世界の王を抱き上げ、目線を同じ高さにして言う。

「その通りですよ、我が王。わたしはあなたのもの」

「じゃあそいつを殺してくれ！　狂ったとしても飼ってなどやるものか、わたしはそいつが嫌いだ！　そいつはわたしをひとりにする！　ただの魔物のくせに！」

　世界の王は子供っぽく叫び、広場に座りこんでいるカナギを指さした。ソラはそっと世界の王と額をあわせ、うやうやしく答える。

「仰おおせのままに、我が王」

　カナギは痛む額を押さえ、どうにかソラと世界の王を見上げていた。

　世界の王はカナギを『魔物』だと言った。

　そんなばかな、というひどい反発と同時に、そうだったのだ、という思いがカナギの中にわき上がる。封じられた記憶の扉とびらは開こうとしていた。扉の向こうにはすさまじい記憶が山ほど横たわっている予感がする。

（だからどうした。だからって全部忘れてのうのうと生きていられるか！）

　カナギは歯を食いしばる。

　思い出せば気が狂うだと？　無理にすべて忘れて、笑って生きるのが正気の人間か？

（ふざけるな！　どんな修しゆ羅ら場ばも悪夢も、全部俺のものだ！）

　声に出さずに叫んだ途端、目の前に幻まぼろしの炎ほのおが踊おどった。

　これは東方の森が燃えたときの炎か、ミズネ・タカミネが燃えたときの炎なのか。

　炎は目の前で赤く燃え、やがてその赤はソラの血になる。

　途端にソラが死んだときの衝撃と悲しみがよみがえり、息がつまる。

　強大な悲しみがカナギの身体の中に落ちてきて、心にぽっかりと空いた穴にはまりこむ。

　目がくらむほどに苦しかった。苦しいが、もはや心に虚ろはなかった。

　後から後からわき上がる暗い記憶も、耐たえ難がたいものではなくなってくる。

　恐怖と同時に熱い感情が全身にめぐって、カナギの身体を温めた。ソラのことを思い出すと、不思議にミリアンへの愛情も元の自由を取り戻して胸からあふれ出してくる。

（そうだ、俺、ミリアンにもとんでもないことを……！　とっととこのばかを連れ戻さないと、ミリアンはひとりで闘たたかってるんだ。ソラが神だとも知らず、俺はずっとおかしくなってて）

　ミリアンをひとりにしては駄だ目めだ。あの細い身体と無む垢くな心がひとりで世界に立ち向かう姿など、思うだけで心が死にそうに痛む。

　行ってやらなければ。帰らなければ。

　どうにか呼吸を整えるカナギに、彫ちよう刻こくめいた身体に押しこめられたソラが話しかける。

「ごめんなさい、カナギ。やはりわたしは君とはいられないようです」

　ソラは世界の王を噴ふん水すいの縁に下ろして、カナギの襟えり元もとを握って引きずり立たせる。

　相変わらず身体に見合わないばか力だ。一方のカナギはまだめまいで足あし下もとがふらついている。ソラに魔物を抜ぬいてもらって以来、一番の体調不良だ。

　血の気のない顔でカナギは囁く。

「──ソラ、お前……もう、やめろ……あのとき、お前はわかってただろ……自分は、ひとなんだって。殺しなんか、したくないんだって」

　至近距きよ離りで視線をあわせ、ソラがわずかに首をかしげる。

「あのとき？　というと、君が『ソラ』を殺し損そこなったときの話でしょうか。いいですか、カナギ。わたしの本体は単なる力の固まりです。人格はない。ただし、世界の王に造られた身体に入ったときは別です。別の身体に入るたび、別の人格を得ると言ってもいい」

　淡たん々たんと語られる内容に、カナギは声を失った。別の人格だと？　それはつまり──

「わたしは身体を換かえるたびに前の身体の記憶は引き継つぎますが、人格は引き継がないのです。──君の友達だったソラは死にました」

　ソラは静かに言い切って、虚うつろな瞳をカナギに向けた。

　金色の瞳は鏡のようにカナギを映すだけで、感情の色など少しも浮かばない。

「ソラ」

　カナギはひとことつぶやき、後を続けられなくなった。

　頭が混乱している。再会できたと思ったのに、目の前のソラは自分はソラではないと言う。

　カナギとミリアンと共に旅した『ソラ』は消え去ったのだと言う。

　目の前のソラは薄うすい笑えみの気配を宿して残酷に告げる。

「この間のわたし──君の言う『ソラ』はできそこないでした。ずいぶんと君たちに近く、弱かった。おかげで君などに影えい響きようを受けすぎて、世界の王を悲しませました。わたしはそんなことはしない。わたしは君たちより完かん璧ぺきに近い『もの』だ」

　とっさに反論しようとしたカナギの首を無造作に締しめ上げ、ソラ──もとい鳥の神は笑う。

「では、『ソラ』の友人だった君には死に至る痛みと恐きよう怖ふを贈おくりましょう。どんな死に方がしたいですか？　あらゆる死に方を試ためせますよ。本当に死ぬ寸前で蘇そ生せいさせてあげますから。ひとの世が滅ほろんで、世界の王が飽あきるまでの間なら何度でもね」
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　大陸の縁ふち、見み渡わたす限かぎり荒こう涼りようとした平原にひとりの少女が立つ。

　薄黄色い髪かみを風にばらまき、粗そ末まつな包帯に片目を隠かくした少女の名はデクストラ──もしくは偽ぎ名めいのユリアだ。

「果てが──世の果てが、ゆるんでおる」

　デクストラの見つめる先、険しい崖がけで大陸は終わり、後は灰色の海となる。

　波の荒あらい海の向こうに見渡す限りそそり立つ気体の壁かべ。ゆるゆるとあらゆる色に染まり、銀色の火花を散らして、上端は空の雲にまぎれて見えない。

　この壁こそが『世の果て』であり、壁の向こうは強大な大気の力が渦うず巻まく混こん沌とんの海だ。

　その境界である世の果ての壁が、大きくこちらへたわんでいるのがわかった。

　もう夜だというのに、辺りは世の果ての壁が不ふ穏おんに光り続けるせいで薄明るい。

「ユリアーッ！　ユリア！」

　遠くで名を呼ばれ、デクストラは肩かた越ごしに振ふり返った。

　ゆるやかな丘きゆう陵りようの上で、リュリュが大きく手を振っている。デクストラがたたずんだままでいると、痺しびれを切らしたリュリュはデクストラのもとまで駆け寄ってきた。

「……向こうの建物には何かあったか？　ウルファ」

　デクストラの静かな問いに、ウルファという偽名を使っているリュリュが荒い息の下から答える。

「ッ、さ……さっきの建物、は、やっぱり光魔法教会の辺境監かん視し所だった……魔導師がいるはずだけど、もう逃にげ出したみたいだ。残ってたのは通信用の魔法石だけ。ここは魔導師に見捨てられた場所なんだ、俺たちも逃げよう！」

　デクストラは慎重にリュリュの言うことを聞き、リュリュに向かって手を差し出す。

「その監視所にあったという通信用の魔法石、持ってきたか？　我に貸してはもらえまいか」

「え……そんなもん、どうするんだ？　魔導師が持たないと、意味がない……」

　リュリュはしどろもどろに言いかけてデクストラを見つめ直した。

　デクストラは落ち着いた目でリュリュを見ている。左目は包帯で覆おおわれているが、怪け我がをしているわけではない。

　デクストラはミリアンの双ふた子ごの姉、かつては光魔法教会総教主を務めた大魔導師なのだが、とにかく心と体が弱い。片目を覆うのも、常に手て袋ぶくろをするのも、彼女の心を守るために必要なことだった。

　しかし今日のデクストラはいつもと違ちがう。不思議に悟さとったような目をしている。

　何かを感じとったリュリュは、真しん剣けんにデクストラを見つめたまま、懐ふところから魔法石の指輪を取り出して差し出す。デクストラは指輪を受け取り、そっと握にぎりしめた。

　魔法石を通して、デクストラの頭の中には光魔法教会本部からの声が響ひびく。

『北東辺境第七七支部……北東辺境、警けい戒かいせよ……魔法力を集めよ……果てがほころぶ』

　デクストラが魔導師の声を聞いている間も、刻々と壁のたわみは大きくなる。

　たわんだ気体の向こうに、巨きよ大だいな影かげが見え隠れする。銀の火花が雷かみなりのように激しく壁の内部を走った。リュリュが世の果ての様子を見やって血相を変える。

「ユリア、もうここは無理だ！　逃げよう！　ほら、早く」

「リュリュ。我の魔法石を持っていたら、出して欲しい」

　きっぱりと本名を呼ばれ、リュリュは目を瞠みはった。

　次にひどく悲しそうに綺き麗れいな顔を歪ゆがめる。

　リュリュは何度か喉のどをつまらせ、泣くような声で言った。

「ユリア──いや、デクストラ、様……。いつから記き憶おくが戻もどってたんです、か？」

「結構な前からな。ゆっくり、ゆっくりと戻ってきたのじゃ。……不思議なものだの。リュリュといると、つらい思い出も、そう怖こわくはなくなるからかもしれぬ。あまりに穏おだやかな記憶の取り戻し方であったから、つい正直に言う機を逃のがした。すまぬ」

　デクストラの言葉に、リュリュの目からはほろりと大きな涙なみだの粒つぶが零こぼれる。涙をぼろぼろと零しながら、それでもデクストラから目をそらさず、リュリュは言う。

「全部思い出したんなら、ご自分の身体からだのことも思い出したでしょう？　あなたの体調が前よりマシなのは、魔法と離はなれていたからです。また無む茶ちやな魔法なんて使ったらどうなるか！」

　デクストラは不思議そうにリュリュの涙を眺ながめていたが、やがてとても優やさしく笑った。

　リュリュの涙を手袋をした指でふいてやりながら、デクストラは穏やかに言う。

「魔法石を出してくれぬか、リュリュ。こうなればもはや、この世に逃げていける場所などないのじゃ。もとよりひとは得体の知れぬ『どこか』へなどは行けぬもの。我はここで闘う」

　リュリュはなおも涙を零して、強く目をつむった。

　そしてもう一度まぶたを開けたときには、涙は止まっている。リュリュは無言で肩かたにしていた荷を下ろすと、中身を地に空けた。そして袋の下部を引きやぶり、巨大な魔法石をあしらった首くび飾かざりと、いくつもの魔法石がついた手の甲こうを覆う飾りを取り出す。

　首飾りは無言でデクストラに渡し、手の甲へつける飾りはリュリュ自らが装着した。

『警戒せよ、警戒せよ、警戒せよ……！』

　警戒の命令を繰くり返すだけの連れん絡らく用の魔法石を懐へしまい、デクストラは受け取った首飾りをかける。

　デクストラの細い首に懐なつかしい魔法石の重みがかかった瞬しゆん間かん、世の果てにさらなる変化が起こった。

　壁の大気をかきわけて何かが現れようとしている。

　それは極ごく彩さい色しきのでこぼこした壁に見えた。ごちゃごちゃと様々なものをまぜ、固めたような壁。気体の欠片かけらをまとわりつかせ、まだ銀の火花を散らしながら海の上へとせり出してくる。

　やがてそれはゆっくりとほどけ、いくらかがぼとぼとと海へ落ちた。

「……魔物だ」
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　緊きん張ちようで囁ささやくような調子になったリュリュの声は、魔物たちが水を切る音でかき消される。

　デクストラは左目を覆っていた包帯を取ると、海から吹ふいてくる風に乗せた。包帯がもみくちゃになって平原の向こうへと飛んでいく。

　デクストラは赤あか紫むらさき色いろの両目で、世の果てとそこから生まれた魔物たちを見つめ、自分の手袋をも脱ぬぎ捨てた。

　デクストラの片手がリュリュのほうへと伸のびる。

　リュリュもわずかにためらってから手袋を取り、ぎゅっとデクストラの手を握った。

　素す肌はだが触ふれあう。その瞬間に溶とけるような痺れを感じ、デクストラは目を細めた。

　リュリュの手は温かい。心は震ふるえているが、デクストラはけして不快ではない。

　もう、デクストラはひとに触れても平気だった。

　ふたりはじっと海を見ている。どちらからともなく、強く指をからめあう。

　ふたりの目の前で一〇〇〇にも達そうという数の魔物が、大陸を目指して無心に海を渡ってくる。海はそのときだけ極彩色に彩いろどられた。水の色などまったく見えなかった。


◆



「食糧だけを持て、他ほかはすべて帝都にある！　急げ！」

　古い歴史を持つ坑こう道どうに、騎き士したちの声が響く。

　松明たいまつを手にした騎士たちの案内で、おびえ、険しい顔をした人々が暗い坑道を歩いていく。

　暗くら闇やみにぽつぽつと松明が灯ともり、坑道がゆるやかにのたくっている様子がよくわかる。

　バシュラールの叔父おじ、トロイヴァス公は、果てないとも思える人々の列の後方にいた。

　おっとりとしたトロイヴァス公に、家臣の老人が低く囁く。

「閣下。このままでは帝都付近までたどり着くのに一〇日はかかります。魔導師の言うことには、世界の危機はもうすぐそこに迫せまっているとか。──閣下だけでも、先をお急ぎください」

「どうしてだね？　わたしには領民を守る義務があるはずだ。大体わたしはお前も知っているように、もうすっかり生きるのに飽きる歳でね。そんなに疲つかれる方法で生き残りたいとは思わないのだよ」

　公の答えは穏やかだ。家臣は自らも年老いた顔を歪め、懸けん命めいに言いつのる。

「しかし閣下！　やっと、やっとギスラン卿きようが皇位をとられたのです！　公の長年のご苦労が報むくわれるのはこれからではありませんか！」

「ふむ。そんなに苦労などしたかな。わたしは田舎いなかが好きだ。領民にも愛されたしね」

　にこにこと前方の長い列を見やる公に、家臣が赤い顔で説教をしようとしたとき、どぉん、と鈍にぶい響きが後方で起こった。すかさず家臣が振り返って声を上げる。

「何事か！」

「わかりません！　岩がん壁ぺきが突とつ然ぜん崩くずれました！　何十人か行方ゆくえ不明者が……」

　騎士のひとりが報告する間も、鈍い震しん動どうは続いている。大きくなったり、小さくなったりする震動には鋭するどい悲鳴がまじった。

「魔物です、閣下！　魔物が出ました！」

　誰かが必死に叫さけんだ声が、公のもとまで届く。

　トロイヴァス公は立ち止まり、剣けんの柄つかに手を置いた。老ろう齢れいの公がまとっているのは、軽装の戦いくさ装しよう束ぞくである。

　学者めいた穏やかな顔のまま、公は家臣に告げる。

「後方守備の第四隊から第六隊まで、わたしと一いつ緒しよに踏ふみとどまりなさい。お前は先へ行くように」

「そういうわけにはまいりません！　それだけはいくらご命令でも従えません！」

　興奮し、声をうわずらせる家臣を眺め、公は優しく笑ってみせた。

「おやおや、お前は知っていると思ったがね。わたしはしんがりであるとか、撤てつ退たい戦であるとかが大好きなのだ。先代、先々代の皇帝陛下の戦でいちいちしんがりを買って出たのも計算や英えい雄ゆう的精神からではなく、ただの好みだったのだよ。なんというか、男の浪ろ漫まんではないかね」

　突然のとんでもない冗じよう談だんに、家臣は何も言えずに身み振ぶり手振りで公を止めようとする。

　そんな家臣をそっと脇わきへとのけて、公は言う。

「もっともこの性格、ギスラン卿にはきっぱり悪あく趣しゆ味みと言われたものだった。あれは正直で家族思いの、いい子だよ。……さ、わたしの楽しみを邪じや魔ましないでおくれ」


◆



　東方では焼け残った森の一角、巨きよ木ぼくのたもとの集落に人々が集まっている。

　東方の古森はシギスムンド帝ていの『ヴァーヴィムの火』でもって三分の一ほどを焼き尽つくされ、東方の民たみの多くは山さん岳がく地帯や南方に散った。

　焼け残った森にとどまった者たちのよりどころとなったのが、この炎ほのおの記憶を刻んだ巨木なのだ。巨木は木の枝の左半分は焼けこげてねじれ、右半分は豊かに生おい茂しげるという不思議な様相を呈ていし、生き残りたちの住む集落に寄り添そっていた。

「──今いま更さら魔導師が何をしにきたのだ。我々は魔法を容いれぬ」

　火傷やけどを負った顔の半分を布で隠かくした東方会議議長が言う。

　魔導師たちは顔色を変えず、東方人たちの努力でどうにか築き直された木と石の集落を眺めた。数人の魔導師たちは東方会議議長と集落の門前で相対している。

　集落の内部へはけして招き入れようとしない議長に、魔導師のひとりが淡たん々たんと言う。

「強ごう情じようだな。我らはここの古森の下から出た遺い跡せきを封ふう印いんしにここまで来たのだ」

「ならばその役目を果たすがいい。遺跡はここから東へ歩いて一日の距きよ離りにある。我々はお前たちに用はない」

「──光魔法教会総教主様は、古森が焼けたことをたいそう悲しんでおられる」

　不意に魔導師がそんなことを言ったので、議長の目は暗い熱を帯びた。

　一歩も動かずとも、議長は自ら発する気き迫はくで一回り大きくなったように見える。議長は低い声でゆっくりと続けた。

「なるほど、悲しんだのだろうな。だが、悲しんだだけだ。おぬしらの総教主は飢うえてはいまい。神を信じてもいまい。森に生きる我々にとって、森を失うことは神を失うことに等しい。神を失えば、すべてを敬うやまって生きることを忘れる。そして不毛の白しろ砂さ原はらの連中のように、ひとを殺し、奪うばって生きる者となるのだ」

　魔導師は無表情に議長の言葉を聞いていた。

　議長の後ろへ控ひかえた従者たちは、高こう慢まんな魔導師たちをすさまじい勢いでにらみつけている。

　魔導師はしばらく無言であったが、やがてぎこちなく表情を歪ゆがめた。

　こわばった顔をなでるようにして、魔導師は言う。

「……すまなかった」

　東方人たちは一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからず、みんなして目を丸くする。議長ですらそうだった。誰も魔導師が謝るなどとは思っていなかったのだ。

　魔導師のほうも、一いつ般ぱん人に──しかも辺境の東方の民に謝ることがあるなどと考えたことはなかったのだろう。まだ自分の顔をなでながら、それでも大まじめに言う。

「こうなる前に、我々はシギスムンド帝を止めるべきであった。どんな争いになろうとも、止めるべきであった」

　魔導師の言葉に噓うその色がないのを知り、議長は慎しん重ちように訊きく。

「それはおぬしの謝罪か？」

「総教主様の謝罪でもある」

「そうか。もう少し早い時期であったなら、その謝罪は価値あるものであった」

　わずかに目を細めて笑い、議長は告げた。

　相手の誠意を認めながらも、議長は魔導師の謝罪を容れる気はなかった。議長は従者たちに合図をし、集落の中へ戻もどろうとする。

　そんな議長の後ろ姿に、魔導師が声をかける。

「もうすぐここにも滅ほろびがやってくる。帝都へおもむかれるご予定は？」

「ない。ここが我々の故郷だ」

「ならば我々もここに留とどまろう。あなた方と、これを守らねばならん」

　またも意外な返事に、議長は立ち止まって振ふり向く。さっきから話していた魔導師は、巨木を見上げていた。彼の後ろに立つ魔導師たちは、ただ静かに議長たちを見ている。

　魔導師たちの真意がつかめず、議長は片かた眉まゆを上げて言った。

「──やめておけ。おぬしらも己おのれの故郷へ帰れ。おぬしらの故郷は帝都なのだろうが」

「確かに、滅びのときにはできれば帝都にいたいものだ。しかし、ここを死守せよというのは総教主様の命。どうやらあなた方の仲間の説得があったようなのだが……」

　仲間の説得、と聞いて議長は何か思い当たったようだ。

　少しばかり青ざめて引き返し、魔導師に問いを投げる。

「我々の仲間というのは……誰だ？　若い男か？　もしやカナギではあるまいな。奴やつは戦のときに死んだとばかり思っていたが、生きているのか？」

「さて。東方の戦の生き残りということしか聞いてはいない。あなた方が生き残れば、いずれ再会することもあるだろう。わたしには関係のない話だ。それよりも、わたしはこちらに興味がある」

　魔導師は言って、半分焼けこげた巨木を指さした。

「わたしには、これが神とは見えんが──なかなかいいものだ。わたしはこれをもう少し見ていたい。あなた方が我々を受け入れないのなら、我々はこれを守るとしよう。あなた方ではなく、な」

　魔導師の言いようは慎重だ。言葉では巨木を守ると言っているが、木を守るふりで本当は東方の集落を守る気なのだろう。

　魔導師のはるか頭上で、夕刻の空の雲は不ふ穏おんな渦うずを巻いている。

　そして巨木は吹ふきつける生ぬるい風にも揺ゆるがず、ただ静かに立っていた。

　議長はそんな魔導師をしばらく眺ながめていたが、やがて彼を軽く顎あごで招いて、集落の中へと戻っていった。その姿はどことなく、集落に立つ巨木にも似ている。


◆



　世の果てがゆるみ、各地で人々が戦いを始めた夜、魔導都市カエキリアでも戦の準備が始まっていた。

「エーリン！　帝都のほうはくれぐれも頼たのむわね！」

　正門の上から声がかかり、馬で正門をくぐり抜ぬけた魔導師が声のほうをふり仰あおぐ。

　城じよう壁へきとひと続きの正門上にはかがり火が燃え、軍装のセロフがたたずんでいた。

　闇やみ魔導師であるセロフの装備はかなり軽かろやかなものだ。鎧よろいの代わりに複雑な魔法陣を金糸で刺し繡しゆうした胴どう着ぎをまとい、防寒用に袖そで無なし外がい套とうを羽は織おるだけ。機動性を重視して鎖くさり帷子かたびらすらつけていないし、蜜みつ色いろの金きん髪ぱつは惜おしげもなく夜風にばらまいている。

　エーリンは他ほかの数人の魔導師たちと共に立ち止まり、馬を繰くりながら声を張り上げる。

「セロフ様も、くれぐれもお気をつけて！……何かありましたら、帝都のほうへ！　帝都は最後の守りです！」

「あら、その帝都を守るのがカエキリアの魔導師の役目だわ。あなたが教えてくれたことよ、エーリン」

　セロフは軽やかに微笑ほほえんでみせる。闇魔法教会に属する女魔導師であるセロフは、この地カエキリアの当主だ。一度は奪われた領地をバシュラールによって取り戻したのだ。

　ふと不穏な気配を感じ、セロフは帝都の方向へ目をこらす。

（……帝都のほうから乱れた響ひびきが飛んできてるわ。帝都の鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ網もうが不安定になっている。どういうことかわからないけれど、危険なのだけはよくわかる）

　セロフはエーリンに向き直って叫さけんだ。

「早く行って、帝都の力になってあげて！　ここは私たちで守るから大だい丈じよう夫ぶ。私は田舎いなか者ものだから、帝都へ出て行ったら迷ってしまうもの！」

　エーリンたちは馬上で軽く頭を下げ、カエキリアの城を駆かけ出していく。

　セロフのいる城門には、下級魔導師がはしごで上がってきて報告した。

「セロフ様！　北北西に魔物の姿が見つかりました！　まっすぐこちらへ向かっています！」

「到とう着ちやくまではどのくらい？」

「今のままの速度なら鐘かね五つ！」

「まだ余よ裕ゆうがあるわね。種類を特定して静魔法を組みましょう」

　言い終えたとき、頭上になんとも言えない嫌いやな気配を感じ、セロフは空を仰ぐ。

　真っ暗な空から、段々と落下音が近づいてくる。下級魔導師は慌あわてて城門の下に首を引っこめたが、セロフは踏ふみとどまって呪じゆ文もんを唱えた。

「空の大海に輝かがやけるものあり、星の光を百万集めたよりも白く、熱きもの──天の娘むすめの腰こしかけ石の欠片かけらたる汝なんじに命ずる、太陽に代わって闇を照らし、悪あく霊りようを退けよ。──光よ、在れ！」

　呪文が終わった瞬しゆん間かん、辺りは閃せん光こうに包まれた。

　セロフの頭上に巨きよ大だいな黒い影かげが見える。影はそのまま落下し、城門の上で粉々に砕くだけた。

「セロフ様！　セロフ様、ご無事ですか！」

　悲鳴じみた魔導師たちの声が響き、辺りからは閃光の残ざん滓しが消え去る。

　元のようにかがり火の穏おだやかな光が戻ると、城門の上にたたずむセロフと、その周りに転がる魔物の欠片が見えた。

　セロフはさすがに青ざめた顔で下級魔導師を振り返り、あいまいに微笑む。

「大丈夫……ちょっとびっくりしたけれど、大丈夫よ。何が来たのか見ようと思って光を呼んだのだけれど、ちょうど光に弱い魔物だったのね。助かったわ」

　なんとなく心配そうな魔導師たちから決まり悪く視線をそらし、セロフは辺りを見み渡わたす。

「それにしても、空から魔物が落ちて来るくらいに、大気の力が充みち満ちているなんて。遺い跡せきがある土地に魔物は惹ひかれる。これからもますます来るわ」

　ひとりごとめいて囁ささやき、セロフは城門から降りようとした。

　その前にふと気がつき、腰の革かわ帯おびから短たん剣けんを抜くと、セロフは無造作に自分の長い髪かみを切っていった。顎のあたりで髪を切りそろえてしまうと、そのまま門の外へと放ほうり出す。

　かがり火を受けて金髪がきらきらと光りながら落ちていく。

　セロフは振り返らずに城門を降り、しっかりとした声をあげる。

「さあ、戦いくさをするわよ！」


◆



　一方の帝都。

「まだ魔法力の流れは回復せんのか！」

『七しち賢けん人じん』の制せい御ぎよ室で、ラインゾルトの怒ど号ごうが響いた。

　魔導師たちは不休で制御機械にとりついている。真っ青さおな顔でシビル＝ツィンが叫んだ。

「申し訳ありません！　いくら試験をしても、故障の箇か所しよが判明しないんです！　現在ひとつひとつ手作業で点検してます！」

「ばか者、手作業などに頼たよったら、帝都全体の回路を確かく認にんするのに何年かかると思う！」

　ラインゾルトに言われ、トゥーラが眼鏡めがねをかけ直してつぶやく。

「ここは仕方がない。ミリアン様に頼り、回路の不備を見つけていただくしか……」

「無理ですよう！　ミリアン様は世の果ての壁かべをおひとりで支えていらっしゃるんです！」

　泣くようなシビル＝ツィンの声に、誰もが苦々しく口をつぐんだ。

　ラインゾルトは箱庭の縁ふちを握にぎりしめ、吐はき捨てるようにつぶやく。

「一体何が起こっておるのだ……！」

　一方『七賢人』の中では、ミリアンがひとりで過か酷こくな闘たたかいを強しいられている。

（なんだろう、この嫌な感じ……嫌な寒さ。寒さの原因は、この間見み極きわめたはずなのに）

　原因不明の不安にさいなまれながら、ミリアンは眼前に広がる世界に集中する。

　神の都の『のぞき見』の後すぐに『七賢人』が不調となり、ミリアンは『七賢人』の制御にかかりきりになってしまった。

　神の都にソラの姿があったのに、ソラと話せれば何かが変わったかもしれないのに、もはや再度『のぞき見』をする余裕はない。

『七賢人』の中では、ひとの知識から生まれた七人の賢人たちが妙たえなる音楽を演奏している。

　ミリアンはそれを油断なく監かん視しし、しかるべきところへ旋せん律りつが流れていくように調整し続けなければならない。ミリアンは『七賢人』の中に自分の魔法力でよった糸を張り巡めぐらし、弦げんのように糸を弾はじくことで『七賢人』の旋律を制していた。

（魔導師たちが調節して力を回してくれるおかげで、ぎりぎり世の果ての壁は支えられるけど──なんなんだろう、この不調。どうにかしなきゃ、いずれ限界が来る）

　焦あせりを覚えながらも、ミリアンは魔法の弦をつまびく。

　よけいなことなど何ひとつできない壮そう絶ぜつな集中を要する作業の中で、ミリアンは背後に嫌な気配が凝こり始めたのに気づいた。

　反射的に弦から指を離はなし、衣ころもの飾かざり布の隙すき間まから細い短剣を抜く。

　ミリアンは振ふり返りざまに、背後の気配に短剣をつきつけた。そして大きく目を見開く。

　目の前には信じられないものがあった。

「──ウゴル……！」

　思わず声に出すと、ウゴルは楽しそうに長い首をよじる。ぼろ切れで全身を覆おおった化け物の顔には、見覚えのある赤い目の仮面がついている。

「ケケけけけ。久しぶりじゃノウ。わしだ、ウゴルだ！　うフフふ、すばらシイ。短剣ヲ衣い装しように仕こんでオッタ総教主など、初メテじゃのう！」

　楽しそうに甲かん高だかい笑い声をあげ、ウゴルは勢いよくミリアンに向けて腕うでを振り下ろした。

　ミリアンは軽やかに避よけ、玉座から床ゆかへと飛び降りる。

　わずかの差でミリアンの座っていた椅い子すにウゴルの腕があたり、椅子は粉々に砕けた。

　ウゴルはけたけたと笑い、自らもミリアンの前に飛び降りる。

　不思議に軽やかな動きだ。おそらくウゴルは魔法を使ってこの仮想の場所にまぎれこんでいる。本体は別の場所にいるのだ。

　ミリアンは背後の七賢人の音に耳を澄すませながら、慎しん重ちようにウゴルと向き合った。

「あなた、どこにいたの？　みんな、あなたはソラと一いつ緒しよにいると思ってたのに。この近くにあなたの気配なんてなかったのに」

「うふふ、モルガンの阿あ呆ほうがあの鳥とワシを引き離はなシタのじゃ。身体からだを得てカラは皇宮ノ奥に、次にはココの地下におった。おぬし、この椅子の下デ、わしの書いた文字を見タじゃろう？　わしはあの下に潜ひそンデおった。あの呪文は『七賢人』を操あやつルための鍵かぎデアルと同時に、わしをここへ招き入レル鍵でもあったノさ。うふふ、わしが『七賢人』の製作に関かかわったときからの、数百年越しのイタズラじゃ。ひっかかったのう！」

　ウゴルに言われ、ミリアンは自分の体温が下がるのを感じる。

　あの文字こそがウゴルの罠わなだったのだ！　大盟約発動前の皇宮は魔法力の届かない場所だったし、『七賢人』の地下ではウゴルの気配はウゴルの碑ひ文ぶんの気配にまぎれてしまっていた。

　ミリアンはウゴルの存在に気づかなかった上に、結果として『七賢人』の中に招き入れてしまったのだ。

　後こう悔かいと混乱が生まれかけ、同時に『七賢人』の奏かなでる音に不協和音が多くまじり始める。

（駄だ目め、落ち着かないと。ウゴルは私を動どう揺ようさせようとしてる。今は後悔してるときじゃない、ウゴルをどうにかしよう。私がどうにかしよう。ここには私しかいないんだから）

　ミリアンはじっとウゴルを見つめた。必死に彼のことを考える。

　自分の言葉が通じるように、彼のために喋しやべり始める。

「私、あの碑文に書かれた、あなたの言葉は好きだった。あなたはきっと、強くひとを愛していたんでしょう？」

　長い手をぶらぶらさせて聞いていたウゴルは、浮うかれた調子で全身を震ふるわせ、答えた。

「強く愛スルから、絶望モするのジャな。ヒトは変わる。変わり続ケる。ヨクも悪くも。わしは普ふ遍へん的なものを求メタ。それハ、死じゃ！」

　言い切って、ウゴルは高笑いを始める。高く始まって、うめきのように低くなり、また爆ばく発はつするように笑いは続く。ミリアンはそんなウゴルをあまり怖こわいと思わなかった。

　──大丈夫。ミリアンはまだ、死を救いだとは思わない。ミリアンは囁く。

「あなたの好きにはさせない。私はまだ、ひとを愛しているから」

「ヨイよい、それデよい。愛が絶望に変ワルのに長い時間はいらぬ！　サア、ごらん！」

　ウゴルが言い、拳こぶしを作って『七賢人』の壁を強く打った。

　七賢人の振しん動どうに新たな波動が加わり、ミリアンの視界がばらばらに砕け散る。

　砕けた視界にはすべて、世界の惨さん状じようが映し出される。

　世の果てがゆるんでいる。海が荒あれ、波に吞のみこまれるひとがいる。遺跡から魔物が這いだそうとしている。阻そ止ししようとした魔導師が倒たおれていく。魔物は群れをなしてうぞうぞと人々のほうへ這いよる。なすすべもない人々の顔、顔、顔。すべて恐きよう怖ふに染め抜ぬかれている。

　中には皇宮の中を映し出す破片もあった。

　そのひとつに映った顔をみとめ、ミリアンは思わず息を吞む。

（──バシュラール！）

　皇宮の一角にいるはずのバシュラールが、なぜか孤こ立りつしていた。ラングレーだけは傍かたわらに寄り添そっているようだが、バシュラールは負傷して苦しんでいる。

　どうしてこんなことになったのか、啞あ然ぜんとしたミリアンにウゴルが告げる。

「皇帝陛下のトコロには、ワシの僕しもべを山ほど送りコンデおいた。モルガンが味方ニつけたツモリでおった、下層の殺し屋ヤ、西方の悪党ドモも狙ねらってオルぞ。モルガンと前の皇帝陛下ハ本当に阿呆だのう。わしの思ッタ通りに踊おどってクレタわ！　ひゃひゃヒャひゃ！」

　ばか笑いするウゴルに、ミリアンは初めて怒いかりがわいてくるのを感じた。

　モルガンたちはミリアンの家族になるかもしれなかったひとたちだ。親しく話すことすらできなかった、自分が死に追いやったかもしれないひとたち。

　それでも、特別な誰かだ。

　ミリアンは神経を研とぎ澄ます。『七しち賢けん人じん』の出力はさらに落ちている。

　時間的な余よ裕ゆうはなかった。これ以上ミリアンが『七賢人』の調整を放ほう棄きすれば、『七賢人』は暴走し、世の果ての境界を保つことはできなくなるだろう。

　かといって『七賢人』の調整に意識を向けることはウゴルに隙すきを見せることに等しい。

　一体どうすればいい？　冷たい汗がこめかみを流れる。そのとき不意に手首が温かくなり、ミリアンははっとした。

（そうだ、私、ひとりじゃなかった！）

　ミリアンは自分の腕を探さぐる。左手首にずっとつけていたバングル。このバングルについた魔法石はミリアンとデクストラを繫つなぐ絆きずなだ。今、温かく脈打ち始めたのはこの魔法石だった。デクストラが、魔法石を通してミリアンを助けてくれようとしている。

　ミリアンは喜びと不安に震えてバングルを腕から取り去り、強く祈いのった。

（──デクストラ。ごめんね、あと一度だけ、私に力を貸して。今だけ、この『七賢人』を動かして）

　ミリアンの祈りが通じたのか、バングルの魔法石は静かに温かみを増した。ミリアンはすばやく『七賢人』を制御するための魔法力の糸を、バングルへとくくりつける。

「ナにをしておる？　ンン？　魔法石が単体で『七賢人』を制御デキルわけがないぞ？」

「うん。普ふ通つうの魔法石なら、できない。でも、この魔法石にはデクストラの心の半分が入っているから。デクストラと、強く繫がっているから」

「なんと？　ナント言った？　そなたの姉に、魔法石越ごしに『七賢人』を制御させヨウというのか！　できん、そんなコトは無理じゃ！　他人ノ石に同調するなど……！」

　ウゴルが忌いま々いましげに叫さけぶのを聞きながら、ミリアンはバングルを床へと置く。

　迷いはなかった。きっとデクストラには通じる。デクストラならできる。

　彼女はけしてウゴルの言うような『他人』などではないから。

　果たして、バングルと魔法力の糸はミリアンの手を離れたが、『七賢人』は穏おだやかに音楽を奏で続けていた。──魔法石を通して、デクストラが『七賢人』を奏で始めたのだ。

　デクストラとミリアンの力に、その繫がりに、ウゴルが奇き妙みようなうなりをあげる。

　ミリアンは痛む胸を抱かかえて強く拳を握にぎった。

（この石に『七賢人』の制せい御ぎよを任せたら、石で繫がっているデクストラにも負ふ担たんがかかるはず。ごめんね。もう迷めい惑わくかけないって決めたのに。ごめん──すぐに、決着をつけるから）

　ミリアンは遠くにいるデクストラに届くように念じる。ウゴルは嚙かみつくように叫んだ。

「これでそなたはワシと闘たたかえるノウ。しかし、魔法石ナシで魔法を使えば、そなたの魔法力は暴走スルぞ。身体も心も砕くだケルぞ、死んデしまうぞ？」

「知ってる」

　ミリアンは短く答え、じっと静かにウゴルを見た。

　確かに全身がざわついている。身体の中に熱く得体の知れない力があって、外へ出ようと絶たえずうごめいている。心はひどく落ち着かない、ともすれば頭の中まで熱いもので一いつ杯ぱいになって何も考えられなくなってしまいそう。

　──でも、簡単にあきらめたりはしない。

　心が砕けても、身体が砕けても、けして変わらないことがある。

　ミリアンはこの世界が好きなのだ。

　好きなひとがいて、時々美しくて、時々残ざん酷こくで、気まぐれであいまいなこの世界が好きだった。あんまりにも好きだから、ミリアンは好きなものを守ろうと思う。好きなひとたちごと、この世界を抱だきしめようと思う。

　そのためにミリアンは怒りを選び取る。ミリアンはウゴルに告げた。

「──ウゴル。もう、あなたには誰ひとり殺させない。あなたがばかにした大おお叔母おば上と異母兄あに上だって、あなたに言われてああなったわけじゃない。自分の好きに生きただけ。好きに生きて、ひとりずつ死んでいった。……あなたも、ひとりで死んで」


◆



　ミリアンが『七賢人』の中でウゴルと対たい峙じしていたころ、バシュラールとラングレーは舞ぶ踏とう場の地下にいた。

「まっさか、玉座の下にこんな大穴が空いてるたぁ思わなかった……あいたたた」

　情けない声をあげて、バシュラールはラングレーの肩かたにすがる。

「だから貴き殿でんは上で待っていろと言ったのだ！　応急処置はしたが、重傷なのだぞ！」

「だって自分で見てぇじゃねえか！　魔法回路だらけの皇宮の地下に穴を掘ほるなんざ、今までちっとも聞いたことがねえ！」

　だだをこねるバシュラールに舌打ちをし、ラングレーは彼を慎重に支えてやった。もう一方の手で手て燭しよくをかざすと、荒あら削けずりの横穴がぼんやりと浮かび上がる。

　ふたりは舞踏場の敵を一いつ掃そうした後、舞踏場の玉座の下に空いた穴を発見したのだ。

「おそらく、あのヴェルティア公らしき連中はここから舞踏場に入ったのだろう。あちらの角には、本来の宴えん会かいに出席するはずだった旧臣たちがぎっしりつまっていたからな」

　ラングレーは淡たん々たんと言うが、バシュラールはさっき見た光景を思い出してげっそりしていた。横穴の一角に『ぎっしり』つまっていた旧臣たちは、残らず死体になっていたのだ。

「いくらお古だって言ったって、使いようは色々あるってのに。みんな殺しちまいやがって……もったいねぇよなあ。いてて……あー、しかしどうして死んだはずの奴やつらが、墓からはい出てきやがったんだ？　死人に人気があってもちっとも嬉うれしくねぇぞ」

「ヴェルティア公たちは魔物に憑つかれていた。あの感かん触しよくと動き、再生力から見て間ま違ちがいない。何者かが奴らの死体に魔物を憑けたのだ。もしくは、生前から憑かれていたか──どちらにせよ、死者に対する冒ぼう瀆とくだ。憐あわれな死者が踊るのを見て、喜んでいた者がいる。ひょっとしたら、この緊きん急きゆう事態にわざと機をあわせたのかもしれん」

　暗く言って、ラングレーは瞳ひとみに冷えた光をたたえた。

　先ほど鳴り始めた緊急事態を告げる鐘かねは、地下に居ても四方八方から聞こえる。

　これは帝国と光魔法教会にとって約束のとき、世の果ての境界がゆるんだときに鳴るよう定められたものだ。

　バシュラールはラングレーの肩によりかかり、横穴の先を親指で指し示す。

「ラングレー、どうせ黒幕さんはこの奥だよな？　退たい治じしにでも行ってみるか」

「バシュラール……貴殿、出血多量で意識がもうろうとしてきたのだな。わたしがついていながらこの失態。いくら貴殿の運動能力が限りなく低いとはいえ、親おや御ごさんと帝国民に申し訳がたたん……しょせんわたしはこの程度の能力しか持たないのか……」

「……俺の運動能力はしごく普通だ。つーか保護者か、お前さんは。おい、聞いとけ。ラングレー、世の果てがゆるんじまったら魔導師どもはそれにかかりっきりだ。その間、帝都やら教会やら人間やらを守ってやんのは俺たちの使命じゃねえか」

　バシュラールが崩くずれた笑えみでラングレーの肩を叩たたいたとき、頭上で鈍にぶい音がした。

　ぱらぱらと小石や砂が頭上に降り注ぎ、ふたりは舞踏場の気配をうかがう。

　どおん、どおん──と何度も続く鈍い音は、舞踏場全体を揺ゆらしているようだ。

　ラングレーが鋭するどい瞳を取り戻もどして言う。

「誰かが舞踏場の扉とびらをこじ開けようとしている。念のため内うち鍵かぎをかけておいてよかったな」

「ほほー？　扉の向こうにいるのは敵さん？　それとも味方？」

　バシュラールに訊きかれ、ラングレーは穴の壁かべに耳をつけた。

　数秒後、壁から離はなれたラングレーの表情はますます険しいものになっている。

「敵だ。三〇人以上いる上に、武装している」

「どーしてそれが今のでわかるんだ……」

「足音で人数と訓練されているかどうか、武器の鳴り方で武装の種類がわかる。戦いくさができそうな重装の相手だぞ、近衛このえ兵へいではありえん！……仕方あるまい。先へ行くぞ」

　ラングレーは言い切り、バシュラールを助けながら穴の奥へと進み始める。

「世話かけてすまねぇなあ、ラングレー。無事に帰った暁あかつきには、そりゃもう気だてがよくて美人の嫁よめを、まとめて三人くらい見つけてやるからなー」

「嫁などひとりで充じゆう分ぶんだ！……？　バシュラール、貴殿、何をやっている」

　ラングレーがふと見ると、バシュラールは懐ふところから何やらごそごそと取り出している。

　バシュラールは魔法石をはめこんだ石板と、これも魔法石を細工して針にした方位計を見下ろして言う。

「現在位置の確かく認にんだ。どうもさっきから、この穴がのびてく方向が気になってな。皇宮の裏にでも出るのかと思ったら、逆に中央に向かっていきやがる。このままだと、第六層中央広場の真下だ。広場を横切ったら、正面は光魔法教会本部だぜ」

「貴殿は舞踏会用の衣い装しようにまでそんなものをしこんでいるのか！」

　ラングレーが本気で動どう揺ようの色を見せるので、バシュラールは面おも白しろがって衣装のあちこちから道具を出してみせる。

「おう、俺の七つ道具だからな。イエーリが気を利きかせて入れといてくれたみてぇだ。他ほかにもあるぜ、ヴァーヴィムの火の偽にせ物ものだろ？　雷らい撃げき指輪だろ？　炎ほのおと衝しよう撃げき避よけ手布、魔法回路代用包帯、魔法石つきのピン、あとは小こ型がた工具一式！……あいてて……」

「七つを超こえている」

「……細けぇ……！　お前さん、絶対将来ハゲ決定！」

　バシュラールが痛みも忘れて声をあげる。

　すると、すかさずラングレーがバシュラールの口を押さえた。そんなにハゲ呼ばわりが嫌いやなのか、と思いかけたところで、バシュラールも異状に気づく。

　遠く背後で人々のざわめきが聞こえた。

　──舞踏場から追っ手が降りてきたのだ。

　ラングレーが無言で足を速める。バシュラールも必死でついていく。応急処置をされた傷がじくじくと痛む。

（痛んでるうちはまだ平気だろ。痛くなくなると怖こわいよな。それにしたって寒い）

　口にはけして出さないが、バシュラールは凍こごえるように寒かった。

　ラングレーとふたりで暗くら闇やみを延々と歩いていると、戦のことを思い出す。バシュラールは昔から戦についてを学ぶのは嫌きらいではなかった。むしろ好きだったと言ってもいい。

　だが実際に戦に明け暮れてみて、バシュラールはすっかり戦が嫌いになった。

　かがり火と人馬の熱い息、足音とひづめが地じ響ひびきを立て、人々は雄お叫たけびをあげる。

　冬の陣じん地ちで若い兵士が凍とう傷しようにおびえ、血走った目でたき火を見つめている。その顔が、バシュラールを見た途と端たん歓かん喜きに光り輝かがやく。感動に涙なみださえ浮うかべ、すぐにまぶたが凍こおりつきかけて慌あわてる。若者はバシュラールに励はげまされて喜々として戦場に向かい、死ぬ。

　バシュラールに手を握られ、誇ほこらしく死ぬ。

（──やってられるか）

　バシュラールは誇らしさと同時にやるせなさばかりを感じる。やるせなさが大きくなりすぎないよう、自分もせっせと軍の先頭に立った。いいわけのように剣けんをふりまわしていると、バシュラールの人気はさらに上がった。

　戦場では常に傍かたわらにラングレーがあり、日常ではイエーリがいた。

　どちらもバシュラールの熱意と倦うみを理解しながら、黙もく々もくとついてきた。

（やってられるか。こんな戦はとっとと終わらせるんだ。皇帝にでもなんにでもなってやる。なったらなったで、とっとといい制度作って引退してやる。俺は好き勝手生きるんだ。……あれ？……俺、もう皇帝になったんだっけ？　どうだっけ）

「バシュラール。妙みようなことを考えているな」

　ラングレーの声が薄うすい刃はのように思考に差しこまれ、バシュラールは正気を取り戻す。

　嫌な汗あせをかいていた。

「……俺の考えることは、いつでも面白ネタばっかりだっつーの。あー、くそ。でもなんだか目がよく見えなくなってきたような気がするぜ。変な、銀色の光が見える……」

「あの光なら、わたしにも見える。蠟ろう燭そくでも、瓦斯ガスでもない──魔法の光のようだな」

「魔法？　魔法の火花か……？　なんか嫌な予感がするな」

　顔をしかめて近づくと、通路の壁が大きくえぐれているのがわかる。

「ははあ……壁が人じん為い的にえぐられていやがる。それで壁の中の魔法回路が露ろ出しゆつして、破損してんだ。魔法力が溜たまって火花があがってる。修復しねぇと帝都の機能に障害が出るな」

　つぶやいて、バシュラールは懐の七つ道具を取り出す。こんな状じよう況きようではひとを呼べるわけでなし、自分で修理するしかない。魔法文字を記した包帯と魔法石をつけたピンで回路を修理し終えたとき、背後で追っ手の声があがった。

「いた！　いたぞ、ラングレー卿きようと一いつ緒しよだ！」

「行け、早く進め！　討うち取れ！」

　兵士たちの声が交こう錯さくする。これは生身の声だ。魔物たちではない。西方なまりがあるような気もする。ラングレーが前に出る。すかさずバシュラールも威い風ふう堂々と叫さけんだ。

「てめぇら何者だ！　おい、一いつ般ぱん兵が神聖皇帝陛下に気安く近づくんじゃねえよ！」

　声は堂々としているが、口調はなんとなくちんぴら風だ。

　とはいえ神聖帝国ルースの皇帝という地位は重く、一いつ瞬しゆん兵士たちの足が遅おそくなる。

「よーし、てめぇらには天てん罰ばつだ！　とう！」

　バシュラールは叫び、兵士たちにヴァーヴィムの火の偽物を投げつける。

　もくもくと煙けむりを吐はき始める球体を投げつけられ、途と端たんに兵士たちは恐きよう慌こう状態に陥おちいった。

「この隙すきに逃にげるぜ、グレちゃん！」

「貴き殿でんという男は、心の底から軽々しい……いや、わざとか？　わざとなのか!?」

　煙で足止めされた兵士たちの声を背後に、バシュラールとラングレーは必死に逃げ続ける。

　そんなふたりの目に、またも銀色の光がぽつぽつと映りこむ。

「くそ──また魔法回路の破損だ。一体いくつあるんだ、こりゃあ……」

　ぼやきながらもバシュラールは回路をいちいち修理していく。ラングレーも特に文句は言わず、背後を警けい戒かいしながらついてくる。

　バシュラールがきりがない作業にうんざりしたころ、ラングレーの声が響ひびいた。

「もうすぐ、広い場所に出る。大気の流れでわかる……ここはどのあたりだ？」

「もう光魔法教会の地下だな。この穴、やっぱり教会本部まで繫つながってやがったぜ」

　小声で囁ささやきあい、ふたりしてやっとのことで狭せまい通路を抜ぬけたとき、バシュラールは水すい槽そうの中に出たかと思った。

「んな……水ん中？　違う、か……違うな。息はできる」

　真四角の広い部屋は、床ゆかから八分目までをゆらめく青い光に満たされている。

　おそるおそる呼吸すると濃こい大気が肺に流れこみ、バシュラールは咳せきこみそうになった。

「こりゃあ、この青いのは水じゃねぇ。大気の力のすげぇ濃いやつだ。床の魔法陣で力を集めてんだな。で、それをこの、根みてぇなのが吸い上げてるんだ」

　浅く呼吸をしながらバシュラールが言う。

　バシュラールが『根のよう』と表現したのは、部屋の天てん井じようから垂れ下がる無数の金属管のことだった。鈍い金色の金属管は太さもまちまち、あちこち枝分かれし、のたくっては互たがいにからまり、成人が一〇人ほど並ばねば囲めないほどに太い柱となって、不ふ揃ぞろいな先せん端たんを青い光に浸ひたしている。まさしく水に根を浸す巨きよ木ぼくそのものだ。

「バシュラール。根の中心を見ろ。おそらくあれが『黒幕』だ」

「中心？……うわ！　なんだ、ありゃ！」

　ラングレーに言われて気がつき、バシュラールは顔を引きつらせる。

　よくよく見ると、根の真ん中あたりにうずくまる奇き怪かいな姿があったのだ。ぼろ切れに包まれた化け物じみた巨きよ体たい。──ウゴルだ。

　膝ひざを抱かかえて顔を伏ふせ、今は魔法を使って『七しち賢けん人じん』の中でミリアンと闘たたかっている。

　そのウゴルの本体がここにあった。

　気味の悪い姿にバシュラールが寒気を感じていると、通路のほうから意外な声が響く。

「それは『灰と剣』があがめていたウゴルとやらです。そしてここは『七賢人の玉座』の地下ですよ。わたしの親愛なる皇帝陛下」

　軽かろやかに言い、バシュラールたちが逃げてきた通路からちょこちょこと現れた人物がいる。

　満面に笑えみをたたえ、大きな黒い帽ぼう子しをかぶった小男。バシュラールには見覚えがあった。

　バシュラールは驚おどろきのあまり何度か瞬まばたき、次に投げやりな笑みを浮かべて言った。

「よう。『黒帽子』のセルパイオじゃねえか。久しぶりだな、元気そうで何よりだぜ」

　セルパイオは愛あい想そよく何度もうなずき、肩かた越ごしに背後を振ふり返って手を打った。

　それを合図に、通路から兵士たちが次々と現れる。兵士たちは西方の正規兵と思われたが、セルパイオは『黒帽子』という非合法組織の首領だ。バシュラールは『黒帽子』とはかつて協力関係にあったはず。相手が敵なのか味方なのか確信が持てず、バシュラールは言う。

「お久しぶりの挨あい拶さつにしちゃあ、物ぶつ騒そうじゃねえか、セルパイオ。俺とあんたは友達だろ？」

「友達だなどと、おそれ多い！　しかし、そうですな。我々は友達です。友達を裏切るのは心苦しいのですが──どうにもあなたは出世されすぎましたな」

　セルパイオは答え、茶目っ気たっぷりに片目をつむった。

　大体の事情に見当がつき、バシュラールは思わず苦く笑しようする。

「……なんだよ、案外意い気く地じがねぇなあ。ちゃんと俺に取り入って、お前さんは下層の帝てい王おうになりゃあいいじゃねえか。俺は下層を埋うめたりしねぇぜ？」

「いやいや、わたしは陛下をとてもかっているのです。陛下はわたしのような人間に力をつけさせすぎるようなことはなさらない。それに陛下も人間、過去の汚きたないつきあいは消したくなるやもしれませんしねえ。ということで、この『七賢人』に目をつけました」

　ふくれた腹を突つき出し、セルパイオが指さしたのは天井から垂れ下がる魔法機械の根だ。

　セルパイオは自じ慢まんげに続ける。

「わたしは商しよう売ばい敵がたきの『灰と剣』という組織から、この機械があれば世界を手に入れることができると聞きまして。ウゴルとやらに協力して『七賢人』を奪うばうことにしたのです。『七賢人』を手に入れ、その力でウゴルを滅ほろぼし、帝国はしかるべき方に売ばい却きやく、という段取りですな」

「で？　しかるべき方ってのが西方か？　そっちのほうが俺より操縦しやすいってか？」

　バシュラールの言葉に、セルパイオは笑って何度もうなずく。

　セルパイオの背後では、西方の正規兵が少しばかり不快そうに顔を歪ゆがめていた。

（ああ、こりゃあつけいる隙があるな）

　すぐに判断し、バシュラールは静かに言う。

「残念だがな、『七賢人』はあんたら向けの玩具おもちやじゃねぇよ。大体今は『七賢人』も総教主も、世界を救うために必死で働いてる最中さなかだ。邪じや魔ましちゃいけねぇ」

「ほほほほ、今いま更さらそのようなことをおっしゃられましてもね。まあまあ、後のことはあまりご心配せず。世界は我々が動かします。ずっと穴あな蔵ぐらに住んでいますとね、地上に出る夢を見るようになるのですよ。地上に出て、世界を制する──そんな日がわたしにも来たのですね」

　うっとりと言ってから、セルパイオは少し申し訳なさそうな顔をしてみせた。

「では、そろそろお別れの時間ですな。新皇帝となられるかたへのご伝言は？」

　ちょうどそのとき、部屋全体に鈍にぶい震しん動どうが走る。揺ゆれは一度では収まらず、地じ震しんのように揺れ続ける。足あし下もとがおぼつかなくなり、根のような魔法機械からは複雑なきしみがあがる。

　人々が不安を感じる中、バシュラールはセルパイオににっこり笑いかけた。

「だまされやがったな、セルパイオ。『灰と剣』から何を吹ふきこまれたかしらねぇが、ウゴルってのは世界滅めつ亡ぼうをたくらむ結社、『黒いゆりかご』の団長だぜ？」

　セルパイオは無言で眉まゆを上げただけだったが、兵士たちの数人は顔色を変えた。

（『黒いゆりかご』の名前を知ってる奴やつが結構いるな。何せ怪あやしげな噂うわさだけはよく知られてる結社だ。こいつら、もう一押しで落ちる）

　確信したバシュラールの声は落ち着きを増す。

「『灰と剣』ってのは『黒いゆりかご』の別名だ。奴らは世界を滅ぼすために、お前さんたちにこの『七賢人』を奪わせようとしたんだ。これは世界征せい服ふくうんぬんのための機械じゃなく、世界を守るためのもんだからな」

「ほうほう、なるほど、そうですか？　なるほど、あなたは絵に描かいたような神聖皇帝でいらっしゃる。ひとを護まもり、ひとの盾たてとなるために皇帝になったとおっしゃるので？」

　からかう調子のセルパイオに、バシュラールは怪訝けげんそうな顔をした。

「当たり前じゃねえか。ひとの住める土地のほとんどを統すべる国の皇帝なんて、いいことねぇんだぞ。ちっちゃい国同士ならとったとられた、貿易うんぬんで富みようもあるけどな、ルースの皇帝の仕事なんつーのは結局世界のおもり役だ。人間の住む庭を整備する庭師みたいなもんだ。正直、まともな神経ならやってらんねえよ」

　言ってはならないような本音を並べ立てるバシュラールに、兵士たちは目を丸くする。

　しかしバシュラールは態度を悪くするわけでもなく、妙みように真顔で告げた。

「──だけど俺はやる。お前さんたちも、全員救う」

　きっぱりと言われてしまい、セルパイオは困ったように笑う。

「陛下はまだあきらめておられないのですな。いささか高こう慢まんな言いようだ」

　とはいえ、バシュラールの発言を高慢だと思ったのはセルパイオだけだった。

　西方の兵士たちとしては、未いまだかつてないほどわかりやすい、庶しよ民みん的な言葉で語る皇帝が新しん鮮せんでならない様子である。

　バシュラールは兵士たちが自分に興味を持ち始めているのを感じながら告げた。

「お前さんたちにもこの警報は聞こえるだろ。お前さんたちがここに侵しん入にゆうしたことで、お前さんたちの世界が危機に瀕ひんしてんだ。とっととよけいな争いはやめて、修理を手伝え」

　話すうちにも辺りの揺れは脈打つように強くなり、弱くなる。不安にかられた兵士たちが、互いに視線を交かわす。

　セルパイオは兵士たちの様子に気づかず、鼻を鳴らして片手を上げた。

「詭き弁べんですな。皆みな──」

　セルパイオが部下に命を下す前に、バシュラールが短く言う。

「殺せ」

　バシュラールの言葉が消えないうちに、ラングレーの剣は半ばまでセルパイオの身体からだに埋まっていた。

　誰も、いつの間にラングレーがセルパイオのところまで移動したのかわからなかった。

　夢を見ているような顔の兵士たちの前で、ラングレーは剣を斬きり下ろす。

　セルパイオの身体が血を噴ふき、一いつ杯ぱいに目を瞠みはって倒たおれ伏す。

　ラングレーは血に濡ぬれた剣を兵士たちにつきつけ、静かに訊きく。

「──他ほかに、ここで死にたい者は？」

　ひとつの声もあがらなかった。

　兵士たちはセルパイオの死に驚いてはいるが、怒いかりを感じてはいない。危機の迫せまっている状じよう況きようもあれば、もとより下層の人間に協力するのが嫌いやだったのもあるだろう。

　バシュラールはすかさず一度だけ手を打ち、兵士たちの意識を集める。

「よーし……じゃあ、修理にかかろう。この穴あな掘ほったり、魔法回路を壊こわしたのはお前さんたちか？　別に怒おこらねぇから言ってみな」

　兵士たちはためらったが、そこにまた大きな揺れがきた。今度は誰もがよろめき、いくつか悲鳴があがる。意を決したらしい兵士がバシュラールに告げた。

「──いえ、協力者がいるってことで、俺たちが侵入したときには通路はできていました」

「そうか。じゃあ、回路の破損場所がどこらへんにあったかは覚えてるか？」

「あっちに一ひと抱かかえくらいの、大きな破損箇か所しよがあります。牢ろうの近くだったと思います」

　あちら、と言って男が指さしたのは、バシュラールたちが入ってきたのとは別の方角、根の裏側だ。壁かべに人ひとりが入れるほどの穴が空いている。

　バシュラールとラングレーが穴を確かく認にんしようと根の周りを歩き始めたとき、ひときわ大きな揺れが起こる。同時に人々の視界が白く染まった。

　次の瞬しゆん間かん、バシュラールは引き倒され、ラングレーの軍服にかばわれる。

　視界の端はしで無数の火花が散り、短い悲鳴が辺り中からわき起こる。

　続いて、ど、どど、ど……と鈍い地鳴りのような音が響ひびいた。ひどい揺れに、バシュラールは必死で床ゆかにしがみつく。床の石組みがゆるみ、めくれあがりかけている。出っ張った石に手をかけたバシュラールがどうにか顔を上げたとき、目の前で轟ごう音おんと共に砂すな煙けむりがあがった。

「なんだ、こりゃあ……！」

　目の前の光景が信じられず、バシュラールが目を瞠る。

　兵士たちがゆっくりと沈しずんでいく。いや、沈んでいくのは床だ！

　部屋の床の一角が沈んだかと思うと、一気に落ちた。巨きよ大だいな石と共に、ばらばらと兵士たちが落下していく。生き残りは啞あ然ぜんとし、もしくは懸けん命めいに壁にすがる。他にも、先ほどの白い光で黒こげになった死体も見える。辺りはすっかり地じ獄ごくの様相だ。

　バシュラールの傍かたわらでも、若い兵士が均きん衡こうを崩くずして叫さけぶ。

「うわあああ！」

「おい！　つかま……ッ！」

　バシュラールは慌あわてて兵士に手を伸のべた。兵士はバシュラールの腕うでにすがろうとするが、バシュラールのほうが兵士を支えられない。腰こしの痛みが全身に走り、指の力が抜ぬける。

　バシュラールが痛みをこらえている間に、兵士は絶望の色を浮うかべて落ちていく。

　強い風が吹いていた。

　室内の濃こい大気の力の一部が穴へと吸いこまれ、強い風を起こして生き残りを吸い出してしまう。ラングレーはバシュラールの襟えり首くびをつかんで床へ押しつけ、自らは剣を床に突き立てて片かた膝ひざをついている。彼の周りだけは風が吹かない。

　やがてゆっくりと風が収まり、ラングレーがバシュラールをつかんでいた手をゆるめる。

　バシュラールは消えない痛みに荒あらい息を吐はき、うっすらと目を開いた。

「──ひでぇ」

　室内の床は三分の一ほどが消え去り、黒い大穴が空いている。床の魔ま法ほう陣じんはかろうじて残っているが、兵士たちの姿はひとつも見えない。夢ででもあったかのように、死体すらすべて穴の下へ消えてしまった。

　バシュラールはわずかに床を這はい、穴の下をのぞきこむ。そしてぽかんとした。

　床の抜けた下は、第五層の街だったのだ。

　今は夜なのだろう、闇やみに沈んだ街並みのところどころに、ぽつりぽつりと灯あかりが見える。灯りまではあまりに遠い。昼間なら、街が鳥ちよう瞰かん図ずか玩具おもちやのように見えただろう。恐きよう怖ふと同時になぜか笑いがこみあがってきて、バシュラールは笑った。

「は、ははは……ちくしょ……」

　笑いが際限なくわき上がり、爆ばく笑しようしてしまいそうになったところを、ラングレーが再び襟首をつかんで引き戻もどす。青ざめた顔のラングレーは、魔法機械の根を指さしていた。

「見ろ、バシュラール！　あれはどういうことだ！」

　ラングレーの言うほうへ視線をやり、バシュラールも青くなった。

　今いる場所からは、『七しち賢けん人じんの玉座』の地下にある根の裏が見える。先ほどまではバシュラールたちから死角になっていた場所では、魔法機械の根がごっそりと途と中ちゆうで食いちぎられ、無む惨ざんに垂れ下がっていた。

　ウゴルが食いちぎった跡あとだ。垂れ下がった根は銀色の火花を無数に散らす。

　バシュラールたちは知りようもないが、『七賢人』の中で繰くり広げられるミリアンとウゴルの闘たたかい、その魔法力が逆流し、火花となって兵士たちを打ち倒し、部屋の床を破は壊かいしたのだ。

「ひでぇ、こんなとこまで壊されていやがる！　この根っこが死し滅めつしちまうと、『七賢人』に魔法力が吸い上げられねぇはずだ」

「直せるか」

「やるしかねーだろ！」

「わかった。では任せたぞ」
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　懐ふところから小型工具一式を取り出すバシュラールにうなずき、ラングレーは立ち上がった。

「待て、待て！　どこ行くんだよ！」

　慌てるバシュラールを横目に、ラングレーは根の裏に空いた穴へ向かう。

「あの先にある、魔法回路の破損箇所とやらを繫つながねばなるまい」

「お前さん、できるのか？　俺、回路の修復用包帯は使いきっちまった！」

「貴き殿でんは忘れているようだが、わたしは己おのれの身に魔法回路と魔法石を埋うめこんでいる。回路の代わりにはなるだろう」

　ラングレーに冷静に言われ、バシュラールも思い出した。

　魔法の才能が一いつ切さいないラングレーが魔導師に対たい抗こうし、魔法の力を使って敵を打ちのめすことができるのは、ラングレー自身が魔法石と回路を埋めこまれた魔導騎き士しであるからだ。

　確かにラングレーなら、自分の身体を回路の代わりにできるだろう。

　ただし、帝都全体、世界全体から集められた魔法力をただの人間の身体に通して、本人が無事ですむわけがない。

　そのような強大な力に耐たえられるのは、覚かく醒せい位の魔導師だけだ。

（おい、死ぬぞ）

　心の中でつぶやいて、バシュラールは死という言葉の響きに愕がく然ぜんとする。

　ラングレーが死ぬ。いなくなる。二度と語り合うことができない。

　そのことが意外なほどに苦しい。バシュラールは何か言おうと思ってラングレーを見た。

　ラングレーは肩かた越ごしにバシュラールを見返り、すべて承知の顔で浅くうなずいた。

　……それを見ると、もう何を言う必要もないのがわかった。

　バシュラールは悲しく瞬またたいて、言った。

「頼たのむ」

「ではな」

　ラングレーが軽く手を上げるので、バシュラールもひらひらと手を振ふった。

　するとラングレーはなぜか少しだけ笑って、狭せまい通路へと消えた。

　バシュラールは顔をしかめてあぐらをかき、火花を散らす魔法機械の根を見上げた。

　機械の構造と修復案を頭の中でまとめようとする。今まで光魔法教会で目にしてきた『七賢人の玉座』の資料を頭の中に並べる。

　しかし頭の動きは妙みように遅おそく、すぐに思考が途と切ぎれた。はたと気づくと、ひどい汗あせをかいている。手の甲こうで汗をぬぐおうとすると、手が震ふるえているのもわかった。

（こりゃ、俺も長くねぇな）

　そう気づくと、痺しびれるような恐怖がわき上がってきた。

　──死だ。

　今まで心の隅すみに放ほうり出しておいた死への恐怖が、ラングレーを見送ったことでじわじわと身に染しみてきた。これから何をやろうと、どうせ自分はここで死ぬ。なくなる。実のところバシュラールは死者の国など信じていない。だから死は虚きよ無むだ。ただ消えることだ。

　これまでの自分がぶつりと途と絶だえる。完全なゼロ。くつがえせない空白。

　考えれば考えるほど、自殺者のそれに似た興奮で全身が熱くなった。

　わけもなく笑い出したい。発ほつ作さ的な笑いに襲おそわれかけ、肩かたが大きく揺ゆれる。バシュラールはそんな自分を抑おさえ、どうにか懐を探さぐる。動け、動け、俺の思う通りになってくれ。祈いのるように頭の中で唱えながら、バシュラールはどうにか葉巻煙草たばこを一本取り出すことに成功した。

　帝都で流行の煙草を震える唇くちびるに挟はさんで、懸命に魔法機械に近づけた。

　火花がちりちりと飛び、やがて煙草に火がつく。

　夢中になって強く吸いこむと、身体からだに少しだけ血が回ったような気がする。頭の中が鮮せん明めいになり、わずかだけでも落ち着いた。

　バシュラールはゆっくりと煙けむりを吐き、煙越しに光っている銀色の火花を見る。

　心はまだざわついているが、どうにか目の前の機械に集中できる。これならば作業を始められそうだ、そう思ってバシュラールは失笑をもらした。

（弱よえぇなあ、俺）

　いずれ死ぬのはわかっていたのに、いくらか戦場も渡わたってきたのに、それでもいざ死ぬとなるとこれだ。

　バシュラールは片手に防ぼう御ぎよ用の魔法陣を描えがいた手布を巻きつけ、垂れ下がる根の端はしをつまむ。負ふ荷かに耐えきれず焼き切れていく根の端を、次々と健全な部分で断たち切る。細いものは切り口を埋め、太いものには目をこらして魔法文字を刻んで回路を修正する。

　作業をしている間に、やけに色々なことを思い出した。

　小さいころは教師や魔導師に教わることよりも、鍛冶かじ屋やに教わることのほうが好きだった。自分はいずれ面おも白しろくて新しいものを作るんだ。そんなことを言い続けていた幼いバシュラールに、健在だった兄たちは様々な助言をしてくれたものだ。

　──お前は伯はく爵しやく家に生まれた自覚が足りない

　厳しく言うのは長ちよう兄けい。

　──そりゃあもっともですが、こいつはこいつで才能がありますよ

　意外と大物になるかもしれない、と言ってくれたのは次じ兄けい。

　──お前は、お前が幸せになる道を行けばいい。もちろん、お前ひとりではなくて、お前の守るべきひとたちがみんな幸せになる道を選ぶんだ。それが誇ほこり高たかい生き方というものだよ

　誇りを語ったのは三番目の兄だ。

　さて、自分はきちんと、誇りに従って生きることができただろうか？

　先に死んだ兄たちは、拍はく手しゆをもってバシュラールを迎むかえてくれるだろうか？

（あんまり自信がねぇな）

　正直に思いながら、バシュラールは修理を続ける。

　そういえばイエーリはどうしているだろう？　いつでもバシュラールについてきて、絶対の信しん頼らいをよせてくれた従者だ。彼はバシュラールが死んだ後も生きていけるだろうか？

　ラングレーは──そろそろ死んだだろうか。

　そして、シュナルは？　まだどこかで生きていてくれるのか。

　バシュラールは痙けい攣れんする手で新たな根を切り取る。

　その瞬しゆん間かん、床ゆかが揺れるのがわかった。先ほどの崩ほう落らくで傷ついた床は、新たな衝しよう撃げきが加われば他ほかの場所が崩ほう壊かいしてもおかしくはない。

　とはいえ今いま更さら慌あわてる気にもなれず、バシュラールは黙もく々もくと作業を続けていた。

　不意に辺りの大気の濃のう度どが増した気がする。

　何かがここに集まってくる気配がある。四方八方から迫せまってくる重い大気を感じる。

　全身が総毛立つ。ぱりぱりと大気のあちこちで火花が散る。

　突とつ然ぜんとバシュラールの目の前が銀色に染まった。

　今まで修理していた魔法機械の根が、銀の火花に包まれている。バシュラールの手を包んでいた手布と手て袋ぶくろがいきなり火を噴ふいた。火を消そうと、手から手袋を引きはがす。

　手袋をつかんだ指にも火傷やけどができたのだろうが、不思議と痛みは感じない。

　黒ずんだ手で手袋を投げ捨て、バシュラールは銀色の光を凝ぎよう視ししていた。

（魔法力が集まってきていやがる。多分、ラングレーがうまく回路を繫いだんだろ。無事に上まで吸い上げられるか？）

　せっかくの結果だ、見届けようとバシュラールは目をこらす。

　自分はともかく、ラングレーが命をかけたのだ。

　ひとの命ひとつで何ができるのか、せめて自分は見届けなければならない。

　そのとき、根の中にうずくまっていたウゴルが突然と動いた。

「貴様ぁアああァアああ！　邪じや魔まをシタな！」

　すさまじい叫さけびが聴ちよう覚かくを引きむしり、バシュラールの視界一いつ杯ぱいにウゴルの目の赤が広がる。

　避よけることもできず、バシュラールは目を見開いて硬こう直ちよくする。

　この赤はなんだ。血の色か、それとも城のほうへ落ちていく夕日の色か。

　そうか、そういえばもう夕暮れなのかもしれない。耳を澄すますと誰かの呼び声が聞こえるような気がする。あれは母親が帰ってこいと言っている声だろうか？　多分そうだ。

　──長いこと遊んでいたから、きっと帰る時間なのだ。
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　バシュラールたちが地下に降りたころ、『七しち賢けん人じんの玉座』の中でのミリアンとウゴルの闘たたかいはほとんど互ご角かくだった。

「がんばるのう。悲しいマデにがんばるノウ。わしが楽にシテやろうトいうのに」

　ウゴルの甲かん高だかい声が囁ささやき、同時にミリアンの意識に雑念が入りこんでくる。

　それはすさまじい血の記き憶おくだ。

　ミリアンが小さいころ、エル＝ウルキアの集落で見た戦いくさの光景。集落中を汚よごしていた血の赤。悲しい目をしていた生き残りの驢ろ馬ば。

　立ちすくむミリアンにも、黒こく衣いの男たちの手が伸のびる。

　ミリアンは非力だ。抵てい抗こうなどできない。茫ぼう然ぜんとしているうちに目の前が真っ赤になる。身体が冷たくなっていく。もう駄だ目めだ。私の人生はひどく冷たくて虚むなしかった。

（──違ちがう！　私は死ななかった！　これは噓うその記憶だ、ウゴルの罠わなだ！）

　脳のう裏りに広がる偽にせの記憶を、ミリアンは懸けん命めいに払はらい落とす。

　ウゴルはミリアンの集中を妨さまたげ、ミリアンの魔法力を暴走させようとしている。

（させるか！）

　強く念じ、わき上がる不安をねじ伏ふせる。

　つらいことならたくさんあった、けれど優やさしいひとたちもいた。ミリアンは自分に差し伸べられた手を覚えている、不器用な優しさを覚えている。思い出せばそれだけで涙なみだが零こぼれそうだ。心が震えて、まだここに自分の心があるのだと確信できる。

　与あたえられた温かみの記憶がある限り、ミリアンは闇やみになど落ちない。

（私は、石の代わりにこの思い出を握にぎりしめよう）

　ミリアンは心の中で囁く。彼女の身体は熱く煮にえたぎった魔法力に満たされている。凶きよう暴ぼうで強い力に負けないよう、ミリアンは心の奥の温かみを抱だいてウゴルを見つめる。

（ウゴル。あなただって、昔は愛したひとがいるはず。見せて──あなたを）

　力をこめて思うと、ウゴルの像がぐにゃりと歪ゆがんだ。

　そして次々に、ミリアンの眼前にウゴルの記憶が浮うかび上がる。

　魔物を世界の正統な主と決めてひとを殺さつ戮りくしてきた『黒いゆりかご』の記憶は、狂きよう気きに満ちた喜びと死に満ちていた。ウゴルの記憶はどこまで行っても死、死、死、そればかりだ。

（これじゃ駄目だ。でも、ウゴルだって最初からこうじゃなかったはず）

　強く信じ、ミリアンはさらにウゴルの記憶の奥へと潜もぐる。

　ウゴルが昔、人間だったころ。高名な魔導師だったころの気持ちを取り戻もどさせなければならない。やがてミリアンはウゴルの中でかすれかけ、消えかけた場所に、一枚の絵のような記憶を見た。

　色あせた記憶の中で、学者然とした魔導師──ウゴルに茶を出しているひとりの女性が見える。女性は疲つかれたような、しかし誇らしい顔で片手に幼い赤ん坊ぼうを抱かかえ、片手で杯はいをウゴルに渡している。座して女性を見上げるウゴルの目は優しい。

「──あなたにも、好きなひとがいたんじゃない……」

　ミリアンが囁くように告げてやると、ウゴルのうなり声が辺りに響ひびいた。

「わしをノゾイタな？　フゥぅぅ……ソウ、美人だろう？　それがわしガ殺した最初の人間だ。最初に殺シタのが我が妻、次が我が子なのだヨ、小こ娘むすめ！」

　ウゴルが叫ぶと、ミリアンにもウゴルの悲ひ惨さんな過去が見えてしまった。

　幸福で粗そ末まつな家の中で、土間に横たわる女の死体。寄り添そうように転がる赤ん坊の身体からだ。

　血が染みて黒さを増した土。

　普ふ通つうならば目をそらす光景を、ミリアンはじっと見つめ続ける。

　ミリアンも死なら山ほど見た。その中に真実があるなら、彼女は目をそらさない。見つめていると、ついに女の死に際ぎわが見えてくる。

　女は豹ひよう変へんしたウゴルの様子におびえ、ウゴルが喋しやべることを聞いている。

　そして──泣きそうに微笑ほほえんだのだ。

　ミリアンは染しみるような悲しみを感じて叫ぶ。

「あなたは死が救いだと信じてた。だからまずは自分の奥さんと、子供を殺した。──奥さんは、わかってた。それがあなたの愛なんだって理解して、怖こわくて震ふるえながら、それでも笑って死んだ！　あなたは殺人者だけど、奥さんからは許されてる。でもそれは奥さんがあなたを愛していたから。誰もがあなたに殺されたいなんて、絶対に思わない！」

「ぐググぐ、ぐぅ──愛カ、愛で何かが救エルと思うなら、ヤッテみろ小娘！」

　ウゴルが壮そう絶ぜつに暗い声で叫び、力ちから業わざでミリアンを圧あつ迫ぱくし始める。

　ミリアンと『七賢人』を取り巻く大気がきしみ、ミリアンを押しつぶそうとのしかかってくる。めきめきと音がする。ひょっとしたら、『七賢人』にも障害が出ているかもしれない。

　負けじとミリアンも力を集めた。

　深呼吸をするように、自身の中に魔法力を溜ためる。膨ぼう大だいな力が入ってくるのがわかる。頭の天てつ辺ぺんから四し肢しの先までが燃えるように熱い。熱い力が行き場を失い、渦うずを巻いてミリアンの身体を押し広げようとする。頭がわけのわからない囁きで一杯になり、今にも壊こわれてしまいそう。それでもミリアンはどうにか正気を保つ。

　溜めた力をゆっくりと放出し、ウゴルを押し返そうとする。

（もう少し──あと少し、力があれば）

　ウゴルの力とミリアンの力はほとんど拮きつ抗こうしていた。

　あと少しだけよけいに力があれば、ウゴルを押しつぶすことができるのに。

（だけど、助けなんてこない）

　世界を救うのは自分なのだ。

　胸に灯ともる温かみをくれたひとがいる、この世界。

（この世界にあなたがいるから、私はぎりぎりまで行こう）

　もうほとんど意のままにならない頭で、それでも無む理り矢や理り考える。カナギが元気で長生きするといいな、と思う。世界が救われて、ソラも戻ってこられるといい。心から願っているから、そんな明日を力ずくでも引き寄せる！

　ミリアンは自分の魔法力を抑おさえる力をゆるめていく。

　ミリアンの身体はひどい痛みを覚え始める。骨がぎしぎしと音を立ててきしんでいる。痛みで五感が砕けそうだ。苦しい。人ひとりの中に収まりきらない、巨きよ大だいな力がミリアンを食い破って出現しようとしている。

「く……ケケケけけ！　己おのれを捨テル気になったか。憐あわれよノウ……これしきデわしが……！」

　いささか歪みつつも強気なウゴルの声は、急に途と中ちゆうで途と切ぎれた。

　ミリアンもまた、急激な事態の変化に気づいてはっとする。

（何──これ。急に集まってくる力の量が変わった）

『七賢人』が一気に力に充みち満ちた。ウゴルが食いちぎった魔法回路がバシュラールたちによって修復され、力が流れこんできたのだ。

『七しち賢けん人じん』の力はすぐさまミリアンに加勢し、ウゴルに迫せまった。

「貴様ぁアああァアああ！　邪魔をシタな！……ぐ、ぐぐぐぐ……」

　ウゴルは叫ぶが、すぐに大気がきしみ、ぎりぎりとウゴルを圧迫する。

『七賢人』が、多くのひとを救おうとした者の力が、ウゴルに爪つめをかけている。

　圧あつ倒とう的な力にウゴルの思念は弱くなり、声は苦しげなものに変わった。

「よ、よせ！　ヤメロ！　助ケテくれ……ううう、ココまでヤルとは──わしが悪かった。わしもマタ、すべて愛ゆえに動イタのだ。ナントいうこと……おぬしは真ニ世界を変える者だ、英えい雄ゆうだ、おぬしに輝かがやかしい光が見エル！　わしも助ケテくれ、わしを救ってクレ！」

　すがるように言われても、ミリアンは自分が英雄だなどと信じていない。信じたくもない。

『七賢人』の加勢のおかげで少しだけ余よ裕ゆうができた。ミリアンはどうにか深呼吸して囁く。

「私はあなたを救えない。でも、あなたは世界を救えるかもしれない。──『七賢人』と一いつ緒しよになって、世界を救って」

　そして祈いのるように最後の力を加える。

　残っていたウゴルの抵抗がぶつり、と途と絶だえ、長くけたたましい悲鳴があがった。

　高く、低く響く悲鳴が『七賢人』の中を吹ふき荒あれる。

　またも破は壊かい音が四方八方からあがる。辺りがひどく揺ゆれている。嵐あらしの海のように波打つ極ごく彩さい色しきの渦にミリアンの意識も吞のまれそうになる。

（駄目、私、もう一度戻るんだから！　まだカナギにさよならも言ってない！）

　心の中に灯り続ける記憶にすがり、ミリアンは叫さけんだ。

　カナギの手のひらの温かさを思い出すと、ミリアンの身体が、心が温まる。

　──同時に、荒れ狂くるっていた悲鳴もゆるやかに小さくなっていった。

　その隙すきにどうにか深い呼吸を繰くり返し、ミリアンは落ち着きを取り戻そうとする。

　改めて周囲にウゴルの気配を捜さがすが、あの暗く冷たい大気はどこにも感じとれない。

　代わりに『七賢人』の制せい御ぎよ室に控ひかえる魔導師の、悲鳴に近い報告がどっと流れこんできた。

『ミリアン様！　ミリアン様、ご無事ですか!?　今さっき『七賢人』の地下で大気の流れが乱れ、床ゆかが落ちました！　代だい替がえ魔法陣を使っていただかないと、残りの床も落ちます！』

『ミリアン様、世の果てを監かん視ししていました北東辺境、および南部大陸のマルバス湾わんから南が限界です！　新たな魔法力を回すか切り捨てるかのご決断を！』

　報告と同時に、ミリアンの視界には無数の映像が映りこんでは消える。

　世の果ての境界は、もはや限界までふくらんでいる。ふくらんだ気体の壁かべからは、ぼたぼたと巨大な魔物たちがこぼれ落ちてくる。魔物の群れは海を覆おおい、地を覆っていた。

　魔物の列が街を踏ふみ越えるのが見える。石の建物がつぶされ、すさまじい砂すな煙けむりがあがっている。魔物は建物の間から飛び出る人間を見つけては、彼らを執しつ拗ように踏みつぶし、食いつくす。

　人々は剣けんを取り、魔物がやってくる前に草地や家々に火を放つが、魔物はものともせずに燃える家々を乗り越えていく。

（私がウゴルと闘たたかっている間に、境界がゆるんだんだ）

　一刻の猶ゆう予よもならない、そう判断したミリアンが告げる。

「──北東辺境、湾わん岸がん部およびグリュン渓けい谷こくまでの荒れ野を切り捨てます！　世の果ての境界を一段階内側で引き直し、境界からはみ出した魔物を混こん沌とんの海へ還かえしましょう」

『了りよう解かいいたしました。北東辺境、湾岸部およびグリュン渓谷までを切り捨てます』

　魔導師がミリアンの言葉を繰り返す。

　ミリアンは魔法石のバングルを拾って装着し、『七賢人』の制御を完全に取り戻した。すぐさま、先ほど切り捨てると決めた辺境の様子が眼前に映し出される。

　海の上でぎりぎり保たれていた世の果ての境界が、魔法力の支えをなくしてゆらめく。

　やがて音もなく、気体の壁は崩くずれ始めた。天高くそびえていた壁が雪崩なだれを起こして落ちてくる。渦うず巻まく気体が海を覆い、高速で陸を浸しん食しよくする。気体に触ふれた途と端たん、水も、土も、植物も、魔物さえ、すべてが砕くだけ、混沌の海に巻きこまれていく。

　いくらかの獣けものと、ひとが気体から逃にげようと走っているのが見えた。

　ミリアンはじっとそれを見つめていたが、辺境の映像の中にありえないものを見た気がして目を瞠みはる。

（──デクストラ!?）

　あの薄うす黄き色いろい髪かみを風になびかせ、迫る気体の壁を見つめているのはデクストラだ。

　間ま違ちがいない！

　どうして逃げたはずのデクストラがこんなところにいるのだろう？

　どうして？　どうして？　さっきまでミリアンの石を通して『七賢人』を奏かなでていてくれたデクストラは、こんな危ないところにいたというのか！　一気に苦しい思いがわき上がり、ミリアンは心で叫ぶ。デクストラ、逃げて！

　叫んだひょうしに、ミリアンはつい『七賢人』に逆らった。デクストラのいる場所を切り捨てようとする『七賢人』を無視して、デクストラを助けるために意識の手を伸のべる。

　デクストラはそれに気づいたのだろうか、ミリアンを見上げ、目を瞠る。

『ミリアン！』

「デクストラ！　待ってて、今、助けるから！」

　ミリアンは叫んで、手を伸ばす。彼女をどうにか助けたい。もうすぐこの指が届く。

　しかし──

「あ……」

　ミリアンの目の前で、ミリアンの腕うでは砕けた。

　異常な負ふ荷かがかかった指先が、ほろほろと極彩色の粒つぶになってほどけていく。呆ぼう然ぜんとするうちに肘ひじまでなくなった。次に肩かたまで。崩ほう壊かいは止まらない。砕けていく。ほどけていく。ミリアンの意識さえも、もうろうとぼやけていく。

　デクストラの悲痛な叫びが響ひびく。

『この、愚おろか者が！』

（私、間違ったんだ。『七賢人』に吞みこまれかけてるんだ）

　どうしよう。カナギ、もう会えない。

　そう思ったのが最後だった。

　ミリアンの全身は砕け、美しい極彩色の粒に変わった。
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「──!?　ミリアン様？　ミリア……！」

　ミリアンと交信していた魔導師が、突とつ然ぜんと息を詰つめて倒たおれた。

　ひとりではない、同時に数人が弾はじかれたように痙けい攣れんし、力なく床に崩れ落ちる。

　ヤウザが倒れた魔導師のひとりをのぞきこみ、叫んだ。

「頭部の一部がほどけて死んでいます！　『七賢人』に取りこまれたようです！」

「ミリアン様はどうなった！」

　ラインゾルトが鋭するどく訊きく。シビル＝ツィンが計器をにらみ、震ふるえる声で答える。

「反応がありません……『七賢人』の中に、ミリアン様の形が見つかりません。『七賢人』の中は完かん璧ぺきに均一です……」

　シビル＝ツィンの報告に、誰もが息を吞む。ラインゾルトが目を伏ふせてつぶやいた。

「──ほどけたか。魔法力の使いすぎで心身共に砕け、『七賢人』と同化してしまわれた」

　受け入れ難がたい結果に室内の温度が下がる。魔導師たちは緊きん張ちようで青ざめ、あるいはぽかんとし、怒いかりに制御機械の端はしを叩たたく。幹部魔導師のアゾフが低くつぶやく。

「やはり、力が足りなかった……即そく席せきの総教主では無理だったのだ」

　古株の魔導師としては仕方のない言いようだが、意外にもヤウザが立ち上がって叫んだ。

「ならばあなたが『七賢人』の中へ入ってみなさい、アゾフ。ただの小こ娘むすめの代わりに、あなたが神の代わりをやってみればよろしい！」

　普ふ段だんは異様なまでに冷静なヤウザの荒れように、その動どう揺ようが見て取れる。

　魔導師たちに不安の波が走り、ラインゾルトが叫ぶ。

「ばか者！　子供の喧けん嘩かならば後で気がすむまでやるがよい！　ここからが我らの舞ぶ台たいだ。主役は退場しようとも、まだ幕が下りるまでには間があるぞ。もはや『七賢人』を制御する方はおらぬ。どうにか我々の力で制してやらねばならん。暴走させれば帝都が吹っ飛ぶ！」

　ラインゾルトの重い声には、衝しよう撃げきで惚ほうけかけた魔導師たちを立ち直らせる力があった。

　人々の目が再び制御機械に向く。絶望的な結果をはじき出しているであろう制御機械をにらんだ魔導師たちは、しかし怪訝けげんそうな顔をするはめになった。

　その中のひとり、シビル＝ツィンが泣きそうな声で言う。

「──ラインゾルト様、でも、まだ……まだ、『七賢人』は引き直した境界をぎりぎりで守ってます！　ちゃんと、制御されてますよ。ミリアン様、もうご意思もないはずなのに……何かが、残ってる……こんなことって、あるんだ……」

　言い終えて、シビル＝ツィンの童顔からは涙なみだが零こぼれた。涙は制御機械の上にしたたったが、シビル＝ツィンは必死で目を見開き、『七賢人』の様子を監視し続ける。

　ミリアンは、まだ『七賢人』の中にいる。

　ひととしての意識をなくしても、まだ世界を守ろうとしている。

　その事実が人々の心に染しみて、新たな力となった。魔導師たちは死んだ仲間たちを席から引きずり下ろし、疲ひ労ろうした身体からだにむち打って分担をやり直す。

　ラインゾルトもまた、広間の中央にある箱庭から離はなれ、空席となった制御機械の前に座った。

　天てん井じようでは美しい光が明めい滅めつしている。ラインゾルトは天井を見上げ、そっと目を細めて言う。

「うむ。何も消えたわけではない。まだあの方はここにいらっしゃる。始めようではないか。我らが皆みな死に絶たえようと、魔法の技わざがここで途と絶だえようと、最後にひとにぎりの人間が生き残れば──我々の勝利だ」








６　廃はい園えんを拓ひらく









「ごらん、わたしの鳥よ。世界が崩れていくよ」

　老人の穏おだやかな声がして、カナギはうっすらと目を開けた。

　地に転がったカナギのぼやけた視界の中で、老人とソラがカナギに背を向けて噴ふん水すいの水受けをのぞきこんでいる。

（誰だ、あの爺じじい──）

　もうろうとカナギが考える間も、老人は錆さびた笑い声をあげた。

「ごらん、ひとのまねをしたものたちが崩れていく。滅ほろびを無理に押しとどめようとしたあの子も、すっかり崩れてしまった。やはり偽いつわりは長持ちしないものだね」

「そうですとも、我が王。偽りに永遠は宿りません」

　ソラが言うと、老人は満足そうにうなずいた。そしてふとカナギのほうを振ふり向く。

　露あらわになった老人の顔は皺しわに覆われ、仮面のように乾かわいていて感情を感じさせない。

「おや、彼が目覚めたようだ。しぶといね」

　カナギを見てそう言った途端、老人に変化が起こった。

　虚うつろで穏やかな瞳ひとみにどろりとした熱情が生まれ、長い白はく髪はつとひげがするすると縮んでいく。しなびた肌はだと瘦やせた肉の下で骨格が組み変わり、肌が張り直されて、老人は少年へと姿を変えた。この少年の姿ならカナギにも見覚えがある。

（こいつ、世界の王だ。爺とガキ、どっちがこいつの本当の姿だ？）

　疑問に思いつつもカナギはまだ動けない。心身共に疲ひ弊へいしきっていたのだ。

　何しろさっきまで悪夢のような痛みの中にいたのである。

　カナギを捕とらえた新しいソラは実に冷れい酷こくで、少年の姿をした世界の王が命じるままにカナギを痛めつけたのだ。

（平然と悪あく趣しゆ味みなことしやがって……しかも、顔だけソラのまんまなのがきついよな）

　思い出すだけで吐はき気がして、カナギはソラの姿から視線を引きはがす。

　痛みになどとうに慣れたと思っていたが、神の都では大地や空さえもが世界の王の望むように動く。魔法力のまるでないカナギにろくな抵てい抗こうはできないし、痛めつけてくる相手はかつての友人の顔をしている。

　さらにソラはカナギを痛めつけるたび、丁てい寧ねいに『練り直し』して傷を治し、苦痛を延々と長引かせたのである。これはさすがに心身の深いところにこたえた。

「完全には死なないように気をつけましたから。……お目め障ざわりでしょうか？」

　ソラが世界の王に訊いているのがわかる。

（くそ、平然ととんでもないこと言いやがって）

　頭の中でソラを罵ば倒とうしつつも、恐きよう怖ふがせりあがってきて冷や汗あせが流れる。

　そんなカナギを瞬まばたきもせずに見つめ、世界の王は言う。

「うん、目障りだな。どれだけ切り刻んで、燃やして灰にして辺りに撒まいても目障りだ。わたしの鳥よ、あれを殺して、元の世界に戻もどしてやって」

「仰おおせの通りにいたしましょう、我が王」

　ソラは静かに礼をし、カナギの襟えり首くびをつかんで立たせた。

　よろめくカナギを引きずりながら、ソラは割れた回かい廊ろうを歩いていく。カナギはソラの衣ころもにすがってどうにか歩き、ちらと世界の王のほうを見やった。

　世界の王はまだ噴水の水受けを見つめている。その後ろ姿は、髪かみの長い老人に戻っていた。

（殺されるところは見たくないってわけか。さて、俺にできることは一体なんだ？）

　カナギは疲つかれ果てた頭をどうにか動かし、抑おさえた声でソラに話しかける。

　世界の王よりはまだ、ソラのほうが自分の話を聞きそうだ。

「……なあ、お前。世界の王って、どうしてあんなに余よ裕ゆうないんだ？　俺みたいなただの人間──いや、魔物か？　もう、どっちでもいいけど──俺みたいなのを、ここまで嫌きらうなんて」

　問われたソラは前方から視線を外さず、静かに言う。

「まだ喋しやべる元気があるのですね。我が王は、君のそういうところが嫌いやなのではないでしょうか。とことん非力なのに、自分に何かができると思っている。ばかばかしいことですが、こんな場所では君のようなやみくもな自信や気き迫はくが武器になることがあるのです」

（なんだそりゃ、わけがわからん。嫌いなら素す直なおに最初から殺せばいいのに。……それにしてもこいつも、やっぱりソラと同じようなこと言うんだな）

　ソラのことを思い出すとカナギはひどく悲しくなった。

　本当に彼の人格は消え去ってしまったのだろうか。

　あの悲しそうな琥こ珀はく色いろの瞳は、虚きよ無むに還かえっていったのだろうか。

　ソラが囚とらわれていたという、この神の都はあまりに寂さびしい。

　こんなところにふたりだけ、話し相手はあの妙みような執しゆう着ちやくを見せる世界の王だけで、一体何年を過ごしたのか。

（──そういや、こいつも『ソラ』と境きよう遇ぐうは同じなんだよな）

　ソラに同情するあまり、カナギの中で目の前の人形への恐怖がふと薄うすれた。

　これはソラではない。ソラではないが、彼によく似た『何か』だ。カナギはぽつりと言う。

「……違ちがうな、きっと。世界の王は俺のことが嫌いなんじゃない。多分、お前のことが好きなんだ。お前に執着しすぎてるから、『ソラ』と仲がよかった俺が怖こわいんだろ。俺を痛めつけてる間──あの世界の王は、俺じゃなくてお前ばっかり見てたもんな」

　カナギに言われると、ソラは口をつぐんだ。

　綺き麗れいな顔をまっすぐ前に向け、杖つえを片手に足早に進む。カナギは必死についていった。蜘蛛くもの巣のようにひび割れた回廊を抜ぬけると、首のない彫ちよう像ぞうに囲まれた長方形の池に出る。底にモザイクタイルを貼はった池には、まだ透とう明めいな水がたたえられていた。

　池の縁ふちで立ち止まったソラは、カナギを無造作に彫像のひとつへ押しつける。

　金色の瞳でカナギを至近距きよ離りから見つめ、ソラはやっと口を開く。

「──おそらく君は正しい。わたしは世界の王の願いを叶かなえるだけの存在です。けれどあなたの『ソラ』とやらがあまりに不完全だったため、世界の王はわたしを疑っておられる。わたしにまだ、まがい物の心が宿っているのではないか──とね。……君はわたしにとって、とても迷めい惑わくな存在だ。早く死んでください」

　ソラの囁ささやきは実に冷たい。冷たくて、なんだか寂しそうだ。こいつは『死』を理解しているのだろうか？　きっとしてはいないだろう。出会ったころのソラのように、死も苦痛も理解していないからこそ残ざん酷こくなのだ。

　カナギはもう、目の前の人形があまり怖くはなかった。怒いかりさえ感じない。

　なんだか、目の前にソラが──自分が名づけたソラが、いるような気になった。

　カナギはつい苦く笑しようする。

　自分は自分で思うより、ソラのことを気に入っていたらしい。

　カナギは微笑ほほえんで言う。

「ああ」

「……は？　なんですか？」

　ソラが硬かたい表情のまま訊きき返す。そんなソラの様子が妙におかしくて、カナギは少し声を立てて笑ってしまった。なんだか心穏やかだ。カナギは笑えみの残る顔で言う。

「俺のこと殺すんだろ？　やればいい。俺はそんなに嫌じゃないみたいだ」

　カナギの言葉に、ソラは完全に動きを止めた。

（こうやって見ると、こいつにも一応表情ってのはあるんだな）

　ソラの顔を見ながら、カナギはぼんやりと思う。一見まったく動かないように見える白い顔だが、光の角度なのかなんなのか、今はそれなりに驚おどろいているのがわかる。

　あまりにも沈ちん黙もくが長いので、カナギは再度口を開いた。

「……俺は別に、死にたいわけじゃない。だけど、俺もお前に──違ちがうか、『ソラ』にひどいことしたからな。『ソラ』になら、殺されても仕方がないような気になった。……なあ、お前。お前の中に『ソラ』は欠片かけらでも残ってないのか？　俺、あいつに言わなきゃならないことがあるんだ」

　カナギがぽつぽつと語りかけても、ソラは答えない。

　かすかに首をひねるだけだ。何を言われているのかわからないのだろう。

　仕方がないので、カナギは祈いのるような気持ちで目の前の人形に語りかけた。

　人形を通して、もういない『ソラ』に語りかけた。

「ソラ。殺してやれなくてごめんな」

　カナギのひとことが穏やかな廃園に響ひびく。

　人形の瞳が午後の光を反射して、わずかに何かの表情を浮うかべたように見える。

　カナギはというと、心のつかえがとれたような、不思議に幸せな気分だった。

　あの東方が燃えた日のこと。不死者のいた遺い跡せきで、ソラはカナギに殺して欲しいと望んだ。

　カナギはそれを理解した。理解したが、殺さなかった。殺せなかった。

　あれはカナギの甘さだ。カナギは静かに続ける。

「『殺してくれ』ってのがお前の最初で最後の望みだったのに。……俺のわがままで叶えてやれなかった。叶えてやれるかもしれなかったのにな。俺に与あたえられる唯ゆい一いつの救いだったのかもしれないのに、なんだか、駄だ目めだった。俺はお前と生きたかった。……俺のわがままだ」

「だから、君は後こう悔かいからわたしに殺されるのですか？」

「そういうこと」

　なんだか妙な話かもしれない、そう思いつつもカナギはうなずく。

　ここでカナギが殺されるとミリアンをひとりにしてしまう。──それは困る。しかし、ソラを殺せなかった自分のままで元の世界に帰るわけにもいかない。だから目の前の存在にすべてを任せる気になった。

　カナギがじっと見つめていると、目の前のソラはゆっくりと唇くちびるを開いた。

「なぜ」

「なぜって、今説明しただろ」

「違います。君はそうではないはずだ」

「は？　何がそうではないって……？」

　カナギが怪訝けげんに思って訊き返そうとしたとき、ソラはいきなりカナギから手を離はなして声を荒あらげた。

「そうではないでしょう！　君は自分の生死を他人に任せるような人間ではなかったはずだ。理り不ふ尽じんな死など自分の手で叩たたき斬きるのだと、さんざん言い放っていたでしょう！　どんなことがあっても、どんな場所からも生きて帰ると！　君はわたしなどと心中するような存在ではなかったはずだ！」

　今までになく人間らしい言いようで怒ど鳴なり、ソラはカナギをにらみつけている。

　カナギはしばらくきょとんとしていたが、やがて驚きよう愕がくに目を見開き、ソラを指さした。

「……あ……！　お前……！　人格残ってるだろ！」

「やっとわかったんですか!?　遅おそい！」

「わかるか、そんなもん！　それだけ外見が人形くさくなってたらだまされるって！」

「わたしとて望んでこんな身体からだに入っているわけではありません！　大体最初はわたし自身も身体が換かわれば人格は変わると思っていました。今まではそうだったのです。君は例外なんですよ！　君の存在がわたしの核かくに傷をつけて、人格を引きずらせてしまった！」

　叫さけぶなり、ソラはまじめにカナギの襟えりに手をかけてぎゅうぎゅう首を絞しめ始めた。

「ちょ、ちょっと待て！　待て……って！　何本気で首絞めてんだ！」

「腹が立ったんです！　人格が残ったせいでわたしは世界の王に疑われるし、君はこんなところにやってくるし。仕方がないから世界の王をだますためにわたしが必死に演技して、君だけどうにか瀕ひん死しの状態でも生きて元の世界へ戻もどそうとがんばったというのに、君はあっさりあきらめかける。もういいです、やはりこのまま死んでください！」

「よせ！　ばか！　お前突とつ然ぜん人間らしくなりすぎだ！　喧けん嘩か売ってんのか！」

「まともに喧嘩してわたしに勝てると思わないほうがいいですよ。わたしは基本性能においても、知識量においても完全に君より優位にあります」

「はぁ!?　何が基本性能？　喧嘩の経験なら俺が上だ！　絶対に俺が勝つ！」

「だから、そのわけのわからない自信に腹が立つと言っているのです！」

「知るか、このばか！　超ちよう絶ぜつ美形の顔面暴力！　ガキ！」

「顔についてはともかく、君にだけはガキと言われたくありません！」

　ふたりの会話が完全に子供の喧嘩になりはてたとき、ぽつりと本物の子供の声がする。

「──ほんと、君たちは仲がいいよね」

　半ば以上とっくみあいの喧嘩になりかけていたカナギとソラが、はっとして振ふり向く。

　すると目の前の光景が勢いよく左右に裂けた。

　青空の広がる廃はい園えんの光景が砕くだけ、極ごく彩さい色しきの粒つぶとなって左右に流れていく。代わりに広がるのは、飴あめ色いろの石を床ゆかに貼り、金で飾かざりをつけた重じゆう厚こうな広間だ。

　血なまぐさい壁へき画がで囲まれた広間は暗く、高い天てん井じようからは大小様々な鳥かごが鉄てつ鎖さでつり下がる。

　広間の真ん中に立つのは、少年の姿の世界の王だ。

　暗い淵ふちのような目でカナギとソラを見ている。

　世界の王は笑いの形に唇を歪ゆがめて囁く。

「こちらへおいで、わたしの鳥」

　呼ばれた途と端たん、ソラの身体がわずかに震ふるえた。カナギはソラの変化を敏びん感かんに感じとり、腰こしの剣けんに手を置いて数歩前に出る。ソラの前に立つと、カナギはひとの悪い笑いを浮かべて言う。

「ソラと一いつ緒しよに遊びたいのか？　だったら俺もまぜろよ、ガキ」

「ガキだって？　なんのことかな。わたしは老人だよ。何しろ七〇〇年生きているのだから」

　世界の王は薄うすら笑って首をかしげた。

　そしてふと、物思いにふけるように宙へ視線をさまよわせる。瞳ひとみから暗い熱情が薄れる。すると、世界の王の姿はゆるゆると引き延ばされた。

（なんだ、こいつ。また爺じじいになるのか）

　カナギの目の前で少年の骨格が組み直され、髪かみとひげが伸のび、すっかり老人と化した世界の王が語る。

「ひとりで生きる七〇〇年は長かった……本当に長かった。感情も、思い出も、思考すらもがなくなってしまうほどに長かった。欲しいものはなんでも手に入ったが、手に入るものは何も欲しくはなくなった──わたしが欲しかったのは」

　老人は言葉を切り、カナギの後ろにいるソラをじっと見つめた。

「わたしの鳥よ。お前のありえない『心』だけだったのだ」

　ねばつく声で言い切ると、老人の姿はまたも少年の姿へと変わった。

　カナギはようやっと納なつ得とくし、うっすらと笑う。笑って、世界の王との距きよ離りを目測した。

「ああ……だからか。お前は本当は枯かれきった七〇〇歳の爺なのに、こいつへの執しゆう着ちやくだけでこの世にしがみついてるんだな。この神の都はお前の夢とか心の中みたいなもんなんだろ？　だからお前の執着が出てくるときだけ、お前は老人からガキの姿に戻るんだ」

「さっきから何を言っているのだね？　わたしはずっと、わたしのままだよ。お前は本当にわけがわからない。──さあ、わたしの鳥よ、そいつを殺してこっちにおいで」

　世界の王が呼ぶ。背後で動いたソラを制するように、カナギは腰の剣を抜ぬいた。

　広間の鈍にぶい光が刃はを伝い、金属を白々と輝かがやかせる。剣を構え、カナギは静かに言う。

「いいかげんにしろ、ガキ。お前はやっぱりガキのまんまだ。ガキのまんま世界の最後のひとりになったんで、誰にも本当のことを教えてもらえなかったんだな」

　世界の王は穴のような瞳を見開き、カナギに囁ささやきかける。

「お前は、やっぱり死んじゃえ」

　不意に飴色の床がずるずると渦うずを巻き、盛り上がり、二に匹ひきの獅し子しの形を取った。

　巨きよ大だいな獅子は身を縮め、一気に左右からカナギへと飛びかかってくる。

　カナギはひるまずに床を蹴けった。

　宙で獅子とカナギの姿が交わり、次の瞬しゆん間かんには二匹の獅子ともがまっぷたつにされて床へと落ちる。異常なほどの早はや業わざだ。獅子より少しばかり遅おくれて着地し、カナギは少し笑った。

「さすがは夢の中。普ふ段だんよりは無む茶ちやな動きができるのか」

　カナギは面おも白しろそうに言い、獅子を断たち切った剣で世界の王を指し示した。

　世界の王は剣のすぐ先に、白けた表情で立っている。

　カナギは殺気で煮にえた目で世界の王を見つめ、ゆるやかに笑って言った。

「よく聞けよ、ガキ。心なんて、誰にもやれないし、奪うばえもしない」

　世界の王は無言でカナギを見ていた。

　穴のような目が段々と光を失っていく。同時に世界の王の身体はひどく歪んだ。

　骨も肉も軟やわらかくなってしまったようで、己おのれの重みに耐たえきれずに床へと沈しずんでいく。

　代わりに、辺り中の床がのたくり、あちこちで隆りゆう起きし始める。

　盛り上がった床は次々と得体の知れない化け物の姿となり、見る間に広間中をぎっしり満たしてしまう。

「……さすがにこれを全部倒たおすのは面めん倒どうだな」

　カナギが顔をしかめたところへソラの声がかかる。

「カナギ！　こっちへ！」

　呼ばれてカナギが振り向くと、ソラは壁かべ際ぎわにいた。

　カナギは目の前に生えた化け物を一息で断ち切り、ソラのところへ走り寄る。

「ソラ、逃にげるにしてもこの広間、扉とびらがないぞ！」

「ないなら作ります！」

　ソラが答え、壁かべに長い杖つえで四角を描えがく。四角の中央を手で押すと、そこには小さな金属製の扉が出現した。

「……どんな世界だ、本当に」

　嫌いやそうにつぶやくカナギにソラが手を貸し、ふたりは小さな扉をくぐる。

　扉の先は長い廊ろう下かだ。左右の壁にはずらりと扉が並んでいる。

「この廊下はどこへ繫つながってるんだ？」

　カナギは足早に歩き出しながら訊きく。

　ソラはというと、カナギに一歩遅れて付き従いながら関係ないことを言う。

「──君、触さわっても消えないんですね」

「この期ごにおよんで、まだわけのわからないことを言うか、お前は！」

「わたしは消えると思っていたんです。夢の中で、君は触ふれるとすぐに消えてしまったから。……あの、ミリアンと君と過ごした短い旅の間、君はいつでもわたしに手を差し伸べてくれました。けれどわたしは、その手に触れたときに何が起こるのか、まったく予測がつかなかった。だからこそ、本当の意味で君の手をとれなかったのかもしれない」

　ソラの言いように、カナギはどんどん決まり悪い顔になった。

　人間になったソラの基本性格は、どうやら『夢見る乙おと女め』に近いものがある。

（まあ、詩人だしな……）

　あるところでは限りなく広い心でソラを許してやり、カナギは先を急いだ。

　そこでいきなり、廊下の扉のひとつが開く。

　扉の中からは真っ黒なツタが何本も飛び出し、苦しそうにのたうった。

　大だい蛇じやに似たツタが自ら身をよじり、床を叩たたくたびに辺りが揺ゆれる。石の床にヒビが入る。

　よく見れば、黒いツタは無数の節を持つ金属製だった。鋭するどいトゲを生やしたツタが、ふとカナギたちのほうを向く。

　カナギはすかさず剣を直し、背後のソラに叫さけぶ。

「俺の手なんて、ただの手だ！　夢見るのはいいけど、適当に覚めてこい！」

　ツタの束は扉をきしませ、身をよじって戸口を破は壊かいしながら廊下に出てこようとしている。振しん動どうが廊下中に伝わり、ぱらぱらと埃ほこりが落ちてくる。

　カナギは迷わず剣を振るった。

　剣は鉄製のツタの節を見事に断ち切り、何本ものツタががらがらと音を立てて床へ転がる。

　ソラはカナギの傍かたわらに立ち、戸口から顔を出していたツタの固まりを軽く杖で叩いた。

　するとツタはすっと縮んで消え去ってしまう。

「ソラ、お前、そんなことができるなら最初からやれ！　俺はただの人間なんだぞ！」

「──そうなのです。君はただの『ひと』でした。わたしと世界の王が作った、ただの『ひと』。でも……不思議なものですね。君が特別なものではないと知っても、わたしの中で君の価値は消えない」

　まだ考え深げに言うソラだが、ふたりの前に伸びる廊下では、次々に扉が開いていく。

　すべての扉から悪夢じみた化け物が這はいだしてくるのを見て、カナギは顔をしかめる。

　さすがに一度立ち止まり、カナギはソラに声を投げる。

「一いつ瞬しゆんだ」

「はい？　何がです？」

　ばか正直に聞き返すソラに、カナギはやけのように叫んだ。

「俺がお前の盾たてになってやる期間のこと！　お前、その調子じゃ元の世界に戻もどっても絶対ばかみたいに苦労する。……しばらくは、俺が面倒みてやるから！　俺がキレる前にとっとと慣れろ。──生きることに」

「まったく、君は根こん拠きよのない自信に満ちている。元の世界に戻れると思っているのですね」

「当たり前だろうが！　お前も戻るんだ！　ミリアンが待ってる」

「ああ──そうでした。確かに。帰らなければ」

　小さくつぶやいて、ソラは静かに微笑ほほえんだ。

　そして杖で自分の真横にある扉を軽く叩く。扉が向こう側へと開くと、いきなり廊下に強い風が起こった。扉の向こうへ吸い出されそうになり、カナギはたたらを踏ふむ。

「カナギ！」

　叫んで、ソラがカナギに手を伸べた。カナギは迷わずソラの手を取る。ソラの見た目に似合わぬ腕わん力りよくで廊下に引き戻され、カナギが背後を振ふり返ると、扉の先は──なかった。

　そう、開いた扉の先は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきなのだった。

　切り立った岩壁が見下ろす限りどこまでも続き、地上など見えもしない。

「またむちゃくちゃな……！」

「確かに多少荒あらっぽいですが、この先を神の都からの出口に繫げました」

「何？　じゃあこの下に落ちろって言うのか!?」

　カナギは血相を変えて詰きつ問もんする。ソラは答えず、いきなりカナギを抱だきしめた。

「…………？」

　一体何が起こったのやら、カナギにはしばらくわからなかった。

　カナギが呆あつ気けにとられているうちに、ソラはカナギの耳元で優やさしく言う。

「せいぜい長生きなさい」

　そしてソラは腕うでをほどくと、まだ茫ぼう然ぜんとしているカナギを扉の向こうへ突つき飛ばす。

　カナギはよろめき、その足は空を踏んだ。

　落ちる！

「──ソラ、お前！」

　叫んでももう遅おそい。カナギは真っ逆さまに落ちていく。

　ソラは扉の際きわに立ち、カナギの姿が小さくなっていくのをじっと見つめている。

　やがてカナギの姿がかすかな光の中に消えたのを確かく認にんすると、ソラは扉を閉めた。

「……さようなら、カナギ。わたしにはまだ、やるべきことがあります」

　そっと囁き、ソラは廊下へ向き直った。

　すると、ソラの目の前では黒々としたツタがのたうっていた。

　先ほど倒したはずなのに、廊ろう下か一いつ杯ぱいに鉄製のトゲを生やしたツタが繁はん茂もしている。幾本ものツタが鎌かま首くびをもたげ、一気にソラに迫せまった。
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　槍やり状じようになった四本のツタがソラの身体からだを貫つらぬき、扉の上へと縫ぬい留める。

「…………！　あ……」

　ソラは苦痛の声をあげ、そんな自分に驚おどろいて瞬またたいた。

　痛い。焼きつくような痛みが全身を痺しびれさせている。ソラにとっては初めての痛みだ。

　ソラはゆるりと視線を下ろし、鉄のトゲを生やしたツタに貫かれた自分の身体を見る。

　鉄のツタは太く、ソラの白い衣ころもにはみるみる血の染しみが広がっていく。

　こんな人形のような身体にも血は流れていたのだ。

　ソラが何かを言おうと口を開くと、内臓をせりあがってきた血が唇くちびるから零こぼれた。

　呼吸ができず、ソラは何度も咳せきこむ。

　血を吐はき出し、どうにか空気を吸いこむと今度は血の泡あわが喉のどにつまってしまう。

　生まれて初めての痛みに苦しみ、喉を鳴らすソラに世界の王が語りかけた。

「痛むかい、わたしの鳥よ。でも、お前がいけないのだよ。わかるね？」

　ソラが虚うつろな瞳ひとみをどうにか動かして見ると、世界の王はいつの間にやらソラの傍らで彼を見ている。王の身体はまだどことなく崩くずれかけ、不格好だった。

　ソラは世界の王を見つめ、震ふるえる唇でどうにか言葉をつむごうとする。

　その間にもソラの身体は壊こわれたところをすぐに治そうとしてうごめき始め、刺ささったままのツタに阻はばまれては歪ゆがむ。そのたびに身体がひどくきしみ、思考が真っ白になった。

　襲おそいくるすさまじい痛みの中で、ソラはどうにか声をしぼり出す。

「我が、王……」

　嗄かれきった声を音楽のように聞き、世界の王はつぶやいた。

「わたしは悲しい。わたしにはお前しかいなかったのに。お前はもう、わたしのものではないのだね」

「……いい、え……わたしは、あなたから生まれたもの。どこまで行っても、あなたの籠かごから……出ることはできない」

「今いま更さら甘い言葉を吐いても遅いよ。お前の愛したものはすべて消えるだろう。あの男が帰った世界も、もうすぐに滅ほろびる。それとも……阻そ止ししてみるか？」

　世界の王は言い、ソラを見て笑った。笑いで顔の歪みがひどくなる。もはや整った少年の顔は跡あと形かたもない。

　ソラは少しだけ悲しいと思った。

　自分のために──存在するかしないかもあいまいなソラのために、美しかった少年がひどく歪んでしまっている。

　抱きしめてやりたい、と思う。

　心を渡わたせないなら、せめてこの腕で抱きしめてやりたい。

　だがソラの腕は鉄のツタに縫い留められたままだ。

　指先まで痺れてしまって、少しも動かすことができない。

　悲しかった。

　ソラの手の届かない場所で、世界の王はまだ一生懸けん命めい喋しやべっている。

「もっとも、そのままでは無理だろうね。わたしの与あたえた姿と、わたしの与えた人格を保っている間は、お前はわたしに逆らえない。それどころか、お前本来の力も満足に使えない。無様なことだ。お前は本来、純じゆん粋すいな『力』そのものであったというのに」

（このひとは何かを恐おそれている。けれど、一体何がそんなに怖こわかったのでしょうね）

　ソラはもうろうと思う。ソラの記き憶おくの中で、世界の王はいつも何かにおびえていた。

　世界の王はソラを手に入れたせいで世界のすべてを手に入れ、七〇〇年以上を生きた。

　それでも彼はずっと何かにおびえ続け、徐じよ々じよに狂くるっていったのだ。

　世界の王は恐きよう怖ふをたたえた瞳で笑い、ソラを凝ぎよう視しする。何歩か歩み寄り、血で重くなったソラの衣に触ふれて、世界の王は囁ささやく。

「……いいことを教えてあげよう。世界を救える方法がひとつだけあるよ。わたしの鳥。お前が人格を捨てるのだ。元のただの『力』に戻るのだ。そうなればわたしなど敵ではない。でも……どうだろうね？　ただの『力』に戻ったお前は、世界を救いたいなどと思うだろうか？　『力』とは本来、善でも悪でもないのだから」

　言い切った世界の王は、泣きそうな顔だった。

　今にも崩れ落ちそうな顔で、ソラを見つめている。助けてくれ、そんな声が聞こえそうだ。ソラはわずかに首をかしげようとして、ふと気づいた。

（ああ──このひとは、わたしがいなくなることにおびえていたんですね）

　元々ひとではないソラが、気まぐれでひとの形をとったソラが、いつ目の前から消えて、元のただの『力』になってしまうかとおびえていたのだ。だから世界の王はソラを連れ去りそうなカナギにおびえ、彼を殺すことでソラにどんな影えい響きようが出るのかにもおびえ、結局カナギを殺せなかったのだ。

　世界の王とはなんと心弱い存在なのだろう。

　崩ほう壊かいした世界の、最後の生き残りとなってしまった少年。

　友達を望んでも叶かなえられず、ひとの形をしたソラだけを心の頼たよりにして生きてきた彼。

　──ふと、ソラは彼が愛いとおしくなった。

　いや、違ちがう。ソラは今までもずっと世界の王のことを愛していた。

　世界の王も、彼が作った世界も、すべて愛していた。

　ソラは、痙けい攣れんする顔でどうにか微笑もうとする。うまくいかなかったので、口の中の血を吐き出して、せめて優しい声を出そうとした。

「わたしの、王……わたしは、覚えて……います」

　ソラの発したか細い声を聞き漏もらすまいと、世界の王は必死に耳を寄せる。

「何をだね？」

「すべてを覚えて、います。あなたのすべてを。……賭かけを、しま、しょう」

　囁いて、ソラは一度目を閉じた。

　ソラは人格を持ってから、この世界に関かかわるようになってから、触れたこと、見たことを忘れたことがない。ソラにとっての最初の記憶は、世界の王との出会いだ。

　──小鳥……？

　ぼろぼろになり、血まみれで世の果てに転がっていた少年は、ソラを見てそう言った。

　自分が死に瀕ひんしたときに、目の前に現れた光を小鳥だと思ったのだ。

　──寒いね。こんなに寒くては、死んでしまうね、お前……

　少年が寒かったのは、自分が多くの血を失って死にかけていたからだったのだが、少年はなぜか小鳥を心配した。動かない手をどうにか動かし、鳥を暖めようとした。

　それが叶わないと知ると、少年は目を閉じて祈いのった。

　──世界が暖かくなりますように。この小鳥が、どうか凍こごえませんように

　少年の祈りを受けて、ソラには意思に似たものが芽め生ばえた。暖かくなれ。暖かくなれ。

　ささいな願いがソラの力に反射した。

　そしてソラは、少しだけひとの心に近い存在になる。完全なひとではありえないが、七〇〇年をかけてゆっくりと心をはぐくんできた。長い年月は世界の王からひとの心を奪うばい、ソラにひとの心を与えつつあったのだ。

　ソラは懐なつかしい記憶に満足を覚え、わずかに微笑ほほえんだ。

　自分は、世界の王の心から生まれた存在だった。ソラに心の種を植えたのは、世界の王のささやかな他愛の心だった。ならば恐れることも、迷うこともない。ソラが心を捨てても、世界の王が与えてくれた愛が消えない限り、ソラの本質は愛なのだ。

　ソラは言う。

「あなたが最初に……わたしに向けたのは、他愛の心でした。あれから……七〇〇年。あなたのほんのささいな愛が、世界から、わたしから、消え去ったか否いなか。賭けを、しましょう」

　言い終えると、ソラは目を開く。金色の瞳だ。今は穏おだやかな光を宿している。

　世界の王が気づくと、金色に光っているのはソラの瞳だけではなかった。

　ソラの全身が、残らず淡あわく柔やわらかな金色の光をまとっているのだ。

　何かの予感にさいなまれ、世界の王は金切り声をあげる。

「やめて、わたしの鳥！」

　ソラが微笑み、ソラの指が世界の王を探して揺ゆれる。

　やがてひときわ金の光が強くなったかと思うと、ソラの身体からだは金色の液体に変わり、どっと床ゆかへ落ちた。液体はすぐさま床に染みいって消え、跡形もなく消え去る。

　後には血の一ひと滴しずくも残らない。

　ソラは何も残さずに消えていた。彼は自ら人格を捨てたのだ。

「あ……ああ、あ……」

　取り残された世界の王は、喉の奥から悲痛な声を出した。

　両の手で頭を抱かかえ、見開いた目から涙なみだを零こぼす。

　少年の姿は段々と老人へと変わっていき、泣き声は嗄れたうめきになった。

　細く、長く続くうめき声をあげながら、乾かわききった老人の身体は端はしからほろほろと崩くずれていく。白い髪かみが崩れ、腕うでが崩れ、顔が崩れ、すべてがなくなったとき。

　突とつ然ぜん、辺りは闇やみに沈しずんだ。

　ただひたすらに暗い。

　神の都も、世界の王の悪夢の宮きゆう殿でんも、何ひとつ見えない。

　音もしない。風もない。生き物の気配などなおさらない。虚きよ無むをはらむ暗黒。絶対的な闇。

　──そんな闇の中に、やがてちかりと金色の光が輝かがやく。

　とてもささいな、しかしひどく強い光。

　光はちかり、ちかりと瞬またたき続け──ついに爆ばく発はつ的に広がった！

　辺り中の闇が祓はらわれ、すべてが黄金色に包まれる。

　世界の王の宮殿を、すみずみまで金の光が駆かけ抜ぬける。光は奔ほん流りゆうとなって宮殿の廊ろう下かを走り、四方八方の窓からあふれて外界へと広がった。

　宮殿の外には果てのない廃はい園えんが広がっていた。

　光は容よう赦しやなく廃園をも金色に染めていく。

　金の光が触れた箇か所しよはすべて、金色の美しい彫ちよう刻こくで復元されていく。

　見るがいい、無む惨ざんにもうち崩れていた東あずま屋やに、今は金色の丸屋根が生まれている。剝はがれた石いし畳だたみの隙すき間まに金の固まりが埋うめこまれている。壊こわれていた噴ふん水すいから水が噴ふき出てどこまでも流れていく。

　やがて金の光ははるか地平線まで届いた。

　神の都をくまなく光が覆おおい、地平線まで続く廃園はすべて輝かしい金色の園そのと化す。

　空からも闇は消え、青空が広がる。

　陽光にきらめく黄金の地。見る者がいれば、こここそを楽園と呼んだであろう。

　そんな至高の園の上、どこまでも、どこまでも続く青い空は、相変わらず寂さびしげではあるが──どこか誇ほこらしげでもあった。


◆



　変化は、人間たちのもとでも起こった。

「──大気が動いた」

　不意につぶやいたデクストラの目の前で、巨きよ大だいな魔物が無数の足をすりあわせる。

　小さな丘おかほどの魔物が、いくつもの節に分かれた殻からをきしませて身体からだを反らし、デクストラの上へのしかかろうとする。

「デクストラ様！」

　デクストラの背後でリュリュが叫さけんだ。

　すぐにデクストラも正気に戻もどり、表情を険しくして叫び返す。

「我を助けようとするなと言ったであろうが！　おぬしは自分の敵だけ倒たおしておれ！」

　叫ぶと同時に、デクストラは辺りの大気に張はり巡めぐらせた魔法力の糸をつかみ、強く引いた。

　大気がぎりぎりときしむように動き、巨大な魔物の周りで歪ゆがみを作る。

　魔物は大きく身体を反らせたまま固まり、呪じゆ縛ばくされて苦しげに身じろいだ。

　デクストラは大おお粒つぶの汗あせをしたたらせながら、胸に下げた魔法石を意識して囁ささやく。

「砕くだけるがいい」

　大気の歪みはますます大きくなり、目視でも空間が不自然によじれて見える。

　魔物の強きよう靭じんな殻も歪みからくる負ふ荷かに耐たえきれず、無数の鋭するどい音が鳴ったかと思うと、細かな欠片かけらに砕けて飛び散った。

　砕けた魔物の破片が四方に散り、他ほかの魔物や荒あれた地に鋭い音をたてて突つき刺ささる。

　辺りには魔物の怒いかりを含ふくんだうめきが満ちた。

「──ふん。もろいではないか……」

　デクストラは失笑するが、その顔色は異様なほど青白い。

　彼女の細い身体がよろめくのを見て、リュリュがすかさず抱だきとめた。

「……こら。助けはいらぬと言ったのに」

「もう言うこと聞いてられませんよ！　無理でしょ、立っていられないんでしょ？」

　泣きそうに言うリュリュも、とうに疲ひ労ろうの限界に達している。デクストラを支えきれずに地に崩れ、それでも彼女を抱いている。デクストラは虚うつろに微笑んで言った。

「起きられぬが、まだ魔法は使えよう」

「もういいです、いいですよ！　やめてください、きりなんかないんだから！」

　叫ぶリュリュの周りには、無数の魔物が揺れていた。

　デクストラはぼんやりと辺りを眺ながめる。ふたりはすっかり魔物に囲まれていた。

　大きいもの、小さいもの、不定形なもの、すべての魔物が世の果てを越え、海を渡わたって地に押し寄せたのだ。海沿いの辺境地域は魔物でびっしりと埋まっている。十と重え二十重はたえの包囲をうちやぶる方法などない。空から見れば魔物ばかりで、デクストラたちなど見えないだろう。

「……きりはなくとも、我はここにいなければ。『七しち賢けん人じんの玉座』は、崩れかけた世の果ての境界を再度押しとどめておる。ミリアンが守ってくれた。……だから、我はミリアンの遺志をつがねばならぬ」

　ぼんやりとつぶやき、デクストラは震ふるえた。

　ミリアンのことを思い出したのだ。ミリアン、デクストラの愛した半身。

「助けたかったのに。どうにかして、幸せに生きて欲しかったのに。もう砕けてしまった。我はまた、半分になってしまった」

　リュリュはデクストラの身体を強く抱き、首を振ふって叫んだ。

「いいかげんにしてください、あなたは元々ひとりですよ！　ミリアンだって、生きて欲しいからあなたを逃にがしたのに！　ここで死んでどうするんです！」

「ばかだのう、おぬし。我は死にたいわけではない。ああ──ごらん。何かが起こる。大気が動く。途と方ほうもなく、大きく──」

　デクストラの歌うような声に、リュリュはつい涙を零こぼした。

　リュリュの涙がデクストラの頰ほおに落ちたとき、変化が明らかになる。

　大気がふっと暖まり、魔物たちが異様な気配を感じてうごめく。背が高いものは身を縮め、地を這はうものはぴたりと動きを止めた。さすがにリュリュも変化に気づき、顔を上げた。

「……なんだ、これ。魔法の気配……いや、もっと大きい」

　リュリュが涙に濡ぬれた目をこらすと、縮こまった魔物たちの間から光が見えた。

　何かが七色に光っている。幅広の光の帯が、海岸線沿いにずっと左右へ連なっている。

「光ってるの……世の果ての境界、か……？」

　リュリュは思わず言葉に出して確かく認にんした。そうだ、海岸線ぎりぎりのところで保たれていた空へと届く気体の壁かべ──世の果ての境界。

　その壁が、きらきらと煙けむるように光っている。戸と惑まどうリュリュに、デクストラが囁く。

「練り直しじゃ。世の果ての境界が……いいや、壁の向こうの混こん沌とんの海の力が、練り直されようとしておるようじゃな」

「噓うそ……『七賢人の玉座』って、そんなすごいことができたんですか!?」

「おぬしは本当の阿あ呆ほうじゃの。できるわけがない。世界を練り直すなど、ひとにはできぬ」

　ならば、誰が？

　リュリュが問う前に、気体の壁を覆っていた光は消えた。

　代わりに海岸線にそびえたっていたのは青黒い壁である。

　質量のある、冷えた壁。

　それが何かを知り、リュリュは目を見開いた。

「──水？　そうだ、水だ……！　境界が……混沌の海が、水に変わってる！」

　リュリュが叫んだ途と端たん、水の壁は轟ごう音おんを立てて崩れた。すさまじい質量の水が陸のほうへと雪崩なだれ落ちてくる。

　水は瞬またたく間に地を覆い、魔物ごとリュリュとデクストラを吞のみこんだ。

　激しい流れにデクストラの身体が巻きこまれ、木の葉のように押し流されかける。そこへすかさずリュリュが手を伸のばした。ぎゅっとデクストラの手を握にぎり、彼女を淡あわい魔法力で包む。

　デクストラは温かな力に覆われ、水の冷たさや衝しよう撃げきをほとんど感じなくなった。

（弱いくせに、本当にひとのよい奴やつじゃ）

　デクストラはしみじみと感心して、自分の魔法力でリュリュと自分を包み直してやる。

　冷えた水の中で、リュリュの手を引き寄せ、デクストラはリュリュの身体を抱く。

　ふたりは抱き合ったまま、暗い水の中を漂ただよっていた。

　冷気や湿しつ気けと隔かく絶ぜつされてしまうと、水中というのは不思議な世界だ。

　魔法力の薄うす皮かわ一枚を隔へだてて、水が激しい流れをあちこちで作っているのがわかる。

　暗い海の中で、極ごく彩さい色しきの光が無数に生まれては消える。

（魔物じゃ。魔物も組み替かえられておるのか？）

　デクストラが目をこらすと、目の前を光に包まれた魔物が横切った。巨大な渦うずを巻いた固い殻をかぶった魔物が、光りながらゆるゆると小さくなっていく。

　次から次へと海の底へ沈しずんでいく魔物は、まるで海に降る雪のようだ。

　そしてデクストラには、海の底に強い力が生まれているのがわかった。

（今まで陸だった場所が、海に沈んでいく。魔物の力がほどけて、海の中へ満ちていく。さらに余った力は、海の底で渦巻く──海はかつてよりも多くの場所を占しめ、多くの命を内包する場所になるのじゃな。『混沌の海』の力が、新たな海を生んだのじゃ。……なんとも不思議な秩ちつ序じよじゃの）

　一体誰がこんな秩序を考え出し、作り出したのだろう。

　デクストラはリュリュの身体からだを抱き、魔法力を直接取りこんで呼吸しながら考える。

　──神だ。

　神がなしたこととしか考えられない。

（不思議じゃ。この世界には、神などおらぬはずだったのに。神の都にいるのは、ただの残ざん酷こくで悲しい子供だったはずなのに。いつの間に、どうして神が生まれた？）

　わからないことだらけだが、現実は目の前にある。

　デクストラは暗い海の流れを感じとり、自分たちを海面へ、さらには高台へと導いてくれそうな流れに乗ろうとする。

（うまくいけば陸へたどり着ける。後は我とこやつの魔法力がもつことを祈いのるだけじゃな）

　そうだ、神がいるならば、祈ることができる。

　神にすべてを任せて祈るというのは、デクストラにとっては新しい感覚だった。

　悪くない。そう思って、デクストラは少しだけ顔をほころばせる。

　リュリュがこちらを見ている。デクストラはリュリュの綺き麗れいな瞳ひとみを見つめ、その額に自分の額を寄せた。自分の言葉がリュリュに届くよう、デクストラはゆっくり心の中で囁く。

　──ここは、とても綺麗な場所じゃな。


◆



「──奇き跡せきです、奇跡としか、言いようがありません！　世の果ての境界が消えました！　世の果ての向こうを占めていた混沌の海がすべて……水に練り直されていきます！」

　シビル＝ツィンが叫さけび、『七賢人の玉座』の前室に控ひかえていた魔導師たちは息を吞んだ。

　ラインゾルトの目の前で、世界の模型である箱庭は、刻々と姿を変えていく。胎たい児じの形をした巨きよ大だいな北部大陸が、水を表す青い砂で徐じよ々じよに覆おおわれる。

「どうして突とつ然ぜんそんなことになった！」

　いきなりの事態に、戸惑いを隠かくせないアゾフが叫び返す。

　ラインゾルトは箱庭をにらみながら重々しくつぶやいた。

「……神の意志じゃな。このような大規模な練り直し、神がなしたこととしか思えぬ。混沌の海に触ふれれば、ひとは生きてはいけぬゆえ、水になってくれたほうが確かにマシだが──混沌の海のすべてが水に変われば、大陸全体が水すい没ぼつする」

　ラインゾルトの言葉に、魔導師たちの視線は箱庭に集中した。

　箱庭にわき上がる青い砂は大陸の縁ふちを埋うめ、北東辺境を中心に海へと吞みこんでいく。

　慌あわてたシビル＝ツィンが制せい御ぎよ機械にとっつき直し、報告を始める。

「北東辺境、および東方の白しろ砂さ原はらが水に吞まれます。燃えた東方の森に届くまで、鐘かね五つ」

「水は帝都に届くか？」

　ラインゾルトが嗄かれた声を投げる。

「おそらく、明日の昼ひる頃ごろには。……あれ？　いや、違ちがいます！　止まりました！」

　シビル＝ツィンの叫びに、魔導師たちはさらに、食い入るように箱庭を見る。

　──確かに、箱庭は静止していた。

　海を表す青い砂は、乾かわいて荒あれた南部大陸の半分を吞み、北東辺境の海岸部、および東方北部の白砂原を覆った時点でぴたりと止まったのだ。

「……安定です。ねえ、ラインゾルト師！　今の大陸の大気の力は完全に安定してますよ！　かつての大災害での偏かたよりが、完全に解消されてます！　すごい、奇跡だ、奇跡！」

　シビル＝ツィンは浮うかれて叫ぶが、ほとんどの魔導師はまだ何が起こったのかわからず茫ぼう然ぜんとしている。アゾフとヤウザは戸惑い気味に顔を見あわせた。

「助かった、のか……？」

　アゾフが問えば、ヤウザも居い心ごこ地ち悪そうに己おのれの頰をなでる。

「そのようですねぇ。どうやら、カナギが本当に奇跡を起こしたらしい」

「カナギ？　あの東方の男が世界を救ってしまったというのか？　ここまで力を尽つくした我々ではなく？　あのカナギというやつ、『ソラ』の友人という話だったが……一体何者だ？」

「……それが、本当にただの友人だったらしいのです。友情は偉い大だいだ」

「棒読みだぞ、ヤウザ！　そんなばかな……」

「もう、そこのふたりは堅かた苦くるしいですね。いいじゃないですか、神は我々を許されたんだ！　わたし、カナギさんの様子を見て来ます！　今頃、ちょうど無事にこちらへ帰ってきているかもしれませんよ？」

　元々陽気なシビル＝ツィンは自分の席を離はなれ、足取りも軽く扉とびらへと向かう。

　彼の動きをきっかけに、魔導師たちの間にもやっと安あん堵どの空気が広がった。

　互たがいに視線を交かわし、苦く笑しようし、肩かたをたたき合う。

　ラインゾルトもほっと全身から力を抜ぬき、箱庭の縁にすがってシビル＝ツィンに声を投げる。

「カナギによろしくな、シビル＝ツィン」

「はい、それじゃちょっと行ってきま……あれ？　誰ですか、あなた方」

　シビル＝ツィンは扉を開けたところで目を瞠みはって立ち止まる。

　そして、いきなり床ゆかに倒たおれた。

　魔導師たちがはっとして振ふり向く。

　すぐさま制御室の扉が外から開かれ、兵士たちが雪崩れこんでくる。

「何事です！　ここは魔導師の聖域ですよ！」

　ヤウザの叫びに答えたのは、兵士たちの後ろからやってきた男だった。

「ご苦労だった、皆みな。ここから先は、わたしがこの世界を引き継つごう」

　──そう言って微笑ほほえむのは、西方の大貴族、ヴィヴァンティア公である。








終章　暁あかつき









　あるところに、闇やみがあった。

　──闇の他ほかは何もなかった。

　天地もなければ、時間もない。ここはどこでもない場所だ。

　永遠に不変であるべき闇の中に、ふと白い光が灯ともる。

　アンズほどの大きさの、熱くも冷たくもない光だ。光は柔やわらかな声で囁ささやく。

『ミリアン、君、こんなところへ来てしまったんですね』

　あまりに懐なつかしい声に、闇にまぎれていた少女はゆっくりと瞬いた。

　今までほどけて跡あと形かたもなかった少女の思考が、ゆるやかによみがえり始める。そういえば、彼女はずっとここにいたのだ。名前はミリアン。一〇代の少女だった。

　そしてミリアンに語りかけているこの声は、ソラの声。

　次々と記き憶おくがよみがえると、ミリアンは闇の中に自分の身体からだを感じとれるようになった。ミリアンは自分の膝ひざを抱かかえて、闇の中をたゆたっている。彼女は光に話しかける。

「ソラ、あなたなの？　久しぶり──でも、ずいぶん小さくなってしまったね」

『小さく？　いいえ。わたしは、最初から最後まで、増えもしなければ減りもしない。ただ、永遠に拡散するだけですよ』

　なんともソラらしい言葉だ。意味はよくわからないが、不思議に心地よい。

　ミリアンは闇の中で微笑む。

「ソラの言葉だ」

『そう、わたしの言葉です』

「私、ずっとソラに会いたかったの。でも、こんなところに来てしまったから、もう会えないと思っていた」

　ミリアンはつぶやきながら、自分の記憶をひっかきまわす。

　自分は何かとてつもない間ま違ちがいを犯おかした。だからこんなところにいるのだ。

　もうきっとどこへも帰れない。けれど、ソラはあくまで優やさしく言った。

『君は今、今までで一番わたしに近いところにいますよ』

「本当？　ずっとここにいれば、ソラの言葉がわかるようになる？」

『もちろんです。でも、君は帰らなければならない』

　ソラはいつも通り優しく、とてもきっぱりしている。ミリアンは少し寂さびしくなった。

「どうして？　私がここにいると、迷めい惑わく？」

『そんなことはありません。けれど、わたしももうすぐ別の場所へ行くのです。少しだけ、姿を変えて。君は姿を変えたわたしにも、会いに来てくれますか？』

「……うん。許されるなら」

　悲しく言うと、ソラの声がさらに優しくなった。溶とけてしまいそうな声でソラが言う。

『君は何かを悔くいているのですね。悔いて、自分を責めている』

「私、取り返しのつかないことをしたの。世界を滅ほろぼしてしまったかもしれない」

　小さく言って震ふるえるミリアンに、ソラは少し沈ちん黙もくした。

　しばらくして、ソラはミリアンがあまり聞いたことのない調子で、神しん妙みように言う。

『君が罪人ならば、わたしもそうです。わたしは世界の歪ゆがみとひとの悲しみを、ずっと見て見ぬふりをしていた。そのためにこの世界の崩ほう壊かいを生みかけたのですから。とうてい許されることではない。──けれど、わたしはあるひとに乱暴に許されてしまいました』

　ソラが言う『あるひと』に心当たりがあるミリアンは、ふと心が明るくなるのを感じる。

　きっとカナギだ。カナギはソラに会えたのだ。

　カナギの言葉はソラに通じたのだ。

　そう思うと心にとめどなく希望があふれてきて、ミリアンの声は自然と弾はずんだ。

「それ、私の知ってるひとだね」

『そうです。おかげでわたしは、罪の先へ行くしかなくなりました。君もまた、彼に許してもらってください。いずれ日の昇のぼる地平で、わたしは君たちに会いに行くでしょう』

　ソラにまた会えるのだ。温かい約束に心が躍おどって、ミリアンは勢いこむ。

「いつ？　いつ、またソラに会えるの？　ソラはどんなふうに、どんな姿で会いにくるの？　姿が変わってしまうんでしょう？」

『会えばすべてがわかりますよ、ミリアン。きっとわかるはずです。再会の日はひどく近く、そして少しだけ遠い。──では、いずれ再会の日を迎むかえるために、君はもうお帰りなさい』

　ミリアンはうなずこうと思ったが、ここは方角も距きよ離りもない闇の中だ。

「……でも、どっちに行ったらいいのかわからない」

『大だい丈じよう夫ぶ。もうすぐ道しるべになる音が聞こえてきますよ』

　こんな場所に何が聞こえるというのだろう。

　疑問に思いながらも、ミリアンは耳を澄すませた。

　どれくらい待ったのかはわからない、集中しすぎて耳鳴りがし始めたころ、ミリアンは確かに遠くから響ひびいてくる音を聞く。

　それは足音だった。

　硬こう質しつな長ちよう靴かの足音。きっぱりと隙すきなく、こんな暗闇でもまっすぐに歩いてくる。

　誰の足音なのかすぐにわかってしまい、ミリアンは反射的に涙なみだぐむ。

『さあ、もうどこへ帰ればいいかはわかりますね？　行きなさい』

　ソラの言葉に背を押され、ミリアンはよろめくように歩き出す。

　気づけば足の下には確かな地の感かん触しよくがある。一歩、二歩──ああ、でもこのまま去ってしまって、本当にソラに再会できるのだろうか。振り返って、もう一度あの白い光を見たかった。

　そんなミリアンの心を読んだかのように、ソラは言う。

『走ってください、ミリアン。できる限り急いで。君の人生は未いまだ有限なのですから』

　言葉と同時に、肩にふっと手のひらの重みがかかったような気がした。

　きっとこれはソラの手だ。あの繊せん細さいな白い指。

　耳元でソラの声がする。彼の息づかいが聞こえる。ソラは言う。

『走って』

　ソラ、叫さけびたくなる気持ちを吞のみこんで大きくうなずき、ミリアンは走り出す。

　一目散に、足音の聞こえてくるほうへ。

（速く走らなきゃ、何も考えられなくなるくらい、後ろなんか振り向けないくらいに！　ソラはまた会えるって言ったもの）

　心で強く叫んで、ミリアンは走った。心にソラの言葉だけを握にぎりしめていた。ソラの言うことはいつでも正しい。だからミリアンは走って、走って、走っているうちに心臓は火のように燃えて、熱い血を全身にめぐらせる。呼吸が嗚咽おえつじみて速まり、頭がくらくらする、

　でも、もっと速く！

　ミリアンの耳に届く誰かの足音はどんどん大きくなる、彼はどんどん近づいてきている。けれどミリアンが走れば走るほど、背後のソラとは遠ざかる。ソラの懐かしい白々とした美しさを思えば涙があふれ出す。闇に涙の粒つぶを落としながら、ミリアンはそれでも走った。

　けして振り返ってはいけない、別れに思えてもけしてこれは別れではないから、彼ともう一度会うためにも走らなければ！

　罪の先へ、闘たたかいの先へ、永遠ではない命の先へ！


◆



　神の都から追い出されたカナギは、光魔法教会の一角で目を覚ます。

（──よし、まだ生きてる。ここはどこだ？）

　椅い子すから飛び起き、傍かたわらに置いていた剣けんをとって、カナギは薄うす暗ぐらい小部屋を出た。

　部屋の外は見覚えのある薄暗い廊ろう下かだ。光魔法教会本部の地下であった。

（光魔法教会ってことは、神の都へ行く前の元の場所か。ソラの大ばか野や郎ろうが！）

　やはり自分だけが元の世界に戻もどされたのだ！

　どうにかしなければならない。ソラを取り戻さなければならない。

　もう一度魔導師に頼たのんで神の都へ戻るしかない、カナギは心に決めて廊下を走り出す。そう遠くまでいかないうちに、カナギは妙みようなことに気づいた。

（なんだ、このぴりぴりした雰ふん囲い気き──あと、この臭におい）

　辺りの大気が緊きん張ちようしている。肌はだがあわ立つようなこの感じ、そして血の臭い。

　間違いない、ここは戦場となったのだ！

（ミリアン……ミリアンはどうなった!?）

　ミリアンのことを思い出せば、自然に足が速くなる。

　カナギが廊下の角を曲がると、『七しち賢けん人じんの玉座』の制せい御ぎよ室の扉とびらが見えた。

　扉の前には数人の兵士がたたずみ、辺りに厳しい視線を向けている。カナギはためらわずに歩み寄る。兵士がカナギに気づき、誰何すいかの声をあげた。

「誰だ、貴様。魔導師ではないな、何者だ！　傭よう兵へいか？　味方ならば合図を──」

　最後まで言わせず、カナギは抜ぬいた剣でそのまま兵士を叩たたき斬きる。

　騒そう然ぜんとなった兵士たちを次々と斬り捨て、カナギは『七賢人』の制御室の扉を蹴けり開けた。

　──血の臭いがする。

　あまりの光景に、カナギの頭はひどく冷えた。

　制御室はすっかり蹂じゆう躙りんされている。複雑な彫ちよう刻こくの施された魔法機械の間に、壁かべの際きわに、多くの魔導師たちが倒たおれている。

　あるものは魔法石を没ぼつ収しゆうされて伏ふせさせられ、あるものは血を流して絶命している。

　白い広間はあちこちが血で染まり、悪あく趣しゆ味みな赤い花でも咲さいたかのようだ。

「何者だ、貴様。ここは立ち入り禁止だ」

　剣を手に歩いてくる兵士を、カナギはちらと見やる。

　カナギの鋭するどい目と彼の手にした血刀に気け圧おされ、兵士は妙な顔で歩みを止めた。

　そこへラインゾルトの声が響く。

「おお……カナギ。無事に帰ってきたか。あの方には会えたのか……！」

　言い終える前に、ラインゾルトの前に居た男が老魔導師の腹を蹴りつけた。ラインゾルトは低くうめいて床ゆかに転がる。

　ラインゾルトと男はすり鉢ばち状の広間の底にいた。

　男のほうはいかにも貴族然とした口ひげの人物である。

（あのヒゲ男が指揮官か。身なりからしてかなり高位の貴族だな）

　冷静に判断しつつも、カナギの中ではふつふつと怒いかりが煮にえたぎっている。

　なぜ魔導師たちが殺されなければならない？

　彼らは世界を救うために闘ったのだ。彼らは救世主だったはずだ。何百年もの間、ひたすらに世界のことを考え、ひとを救おうと尽つくしてきたのは魔導師たちだったはずだ。

　どうしてその魔導師たちがひとの手で殺されたのだ！

　たぎる瞳ひとみでにらんでくるカナギの様子を見て、ひげの男はカナギに鷹おう揚ように話しかけた。

「そこのお前。魔法教会の関係者か？　今まで何をしていた？」

「それは俺の質問だ。お前ら何者だ？　こいつらを殺して、一体誰が世界を救う？」

　カナギの低い問いに、ひげの男は妙にさわやかに微笑ほほえんでみせる。

「世界は無事に救われたよ。多少洪こう水ずいが起こっているようだが、帝都はさしたる被ひ害がいは受けまい。魔導師はもう用ずみだ。そしてわたしたちが『七賢人の玉座』と総教主を手に入れ、この輝かがやかしい世界の主となるのだ」

　言い終えたひげの男が傍らの兵士に合図をすると、すかさず兵士が叫ぶ。

「控ひかえるがいい、この方の名は西方エィレン公国国王、ヴィヴァンティア公クロード・フォルジュ様、新たなる皇帝陛下である！」

（西方──新しい皇帝？　こいつら、この期ごにおよんで皇位争いなんかしてるのか？）

　もはや黙だまってはいられないほどに怒りがわきあがり、カナギは叫ぶ。

「ふざけるな、誰がお前らなんぞにミリアンをほいほい渡わたすか！　皇帝ならバシュラールのばかがいるだろう！　あれは根こん性じよう悪いし貧相だし卑ひ怯きようだけどな、お前よりはよっぽど世の理ことわりってのがわかってるぞ！　大体お前ら、どうして無事に世界を救った魔導師を殺すんだ？　バシュラールならそんなことは絶対しない！」

　ヴィヴァンティア公はカナギの叫びを不ふ愉ゆ快かいそうに聞いていたが、やがて神しん妙みような顔つきになって言った。

「バシュラール卿きようは死んだよ、君。もはやあの腐くさった皇家の血の支配は終わる。我々が新しい、正しき神の帝国を作るのだ。ときに、ミリアンというのは総教主の名か？　君はバシュラール卿とも、総教主とも面識があるのかな？……ああ、そこから質問に答えるのは疲つかれるだろう。武器をおいて、ゆっくりこちらへ降りておいで」

　ヴィヴァンティア公に手招かれ、カナギはすばやく辺りを見み渡わたした。

　制御室内にいる兵士たちは全部で五〇人ほど。結構な数な上、広間中に散らばっている。

『七賢人』の扉の前にもいるし、瀕ひん死しの魔導師たちの間にもいる。そしてカナギにはわからなかったが、前皇帝が作った魔導騎き士しの鎧よろいを『灰と剣』経由で手に入れて身につけている者もいた。この鎧とウゴルの入れ知恵があってこそ、『七賢人』の制御に疲ひ労ろうしているとはいえ、高位の魔導師たちを制圧できたのだ。

（従順なふりでヴィヴァンティア公に近づいて、指揮官からつぶすのが一番か）

　カナギは完全にヴィヴァンティア公たちを倒す気だ。

　ミリアンに危害を加えようとするなら、カナギはどんな相手でも斬り捨てる。

　相手を油断させようと、カナギは大きな所作で床に剣を置く。そのひょうしに、カナギのいる場所より一段下になったところに倒れた魔導師と目があった。

（──ヤウザ）

　見慣れた顔に、カナギは少し体温が下がるのを感じる。

　ヤウザの冷れい淡たんな顔には血の気がなく、栗くり色いろの髪かみは赤黒い血でべったりと汚よごれていた。ヤウザは自分の作った血ち溜だまりの中に倒れている。顔を見ただけで瀕死なのだとわかった。

　それでも、細い目で何かを必死に訴うつたえている。

　カナギはゆっくりと歩き出し、ヤウザの傍らで立ち止まると片かた膝ひざをつく。

　すぐに不ふ審しんがった兵士から声が飛んだ。

「おい、貴様。そこで何をしている！」

「靴くつを脱ぬいでる。靴の中にも短たん剣けんを仕こんでるからな」

　平然としたカナギの言いように、兵士は嫌いやそうな顔をしながらも黙りこんだ。

　一番近いところにいる兵士からカナギまでは、幸い一〇歩ほどの距きよ離りがある。小声で喋しやべれば兵士には聞かれずにすむかもしれない。

　カナギが長ちよう靴かを脱ぎ始めると、ヤウザが囁ささやくように告げた。

「カナギ……ありがとうござい、ます。世界を救ったのは、おそらく、あなただ。奇き跡せきが起こりました。神が──新たな神が現れたとしか思えない。あなたが、きっと、神の都で──」

「喋りすぎるな。それより、ミリアンはまだ『七しち賢けん人じん』の中か？」

　ほとんど唇くちびるを動かさずにカナギは言う。

　カナギの長靴の内側とかかとからは、本当に細い短剣や針が出てきた。ミリアンに倣ならって鍛冶かじ屋やに作らせたのだ。隠かくし武器を床に放ほうるカナギを見やり、ヤウザは血を吐はくように囁く。

「ミリアン様は、死にました」

「…………」

　何を言われたのかよくわからず、カナギは床に短剣を放り出した。

　やけに硬こう質しつな音が立ち、鋭くカナギの耳に響ひびいた。

　ヤウザは懸けん命めいに、喉のどにせりあがる何かを飲み下しながら続ける。

「ミリアン様は魔法力を使いすぎて、『七賢人』の中で砕くだけてしまわれたのです。カナギ、『七賢人』の扉を開けてはなりません……開ければ内部のすさまじい魔法力が暴走します。開けた人間が死ぬのは確実、下手へたをしたら帝都ごと吹ふっ飛びますよ……！」

「……黙って待ってろ。すぐに助けてやるから」

　ようやくそうとだけ言い、長靴をはき直したカナギは立ち上がる。

　再び歩き出すが、どうも足あし下もとがふわふわする。武器を置いたせいで重さが変わったからだろうか、と的はずれなことを考えながら、カナギはヴィヴァンティア公の前に立つ。

　数人の兵士を従えたヴィヴァンティア公は、カナギをまじまじと見つめて訊きいた。

「ふむ。いかにもな東方の民たみだな。君は総教主のなんだ？」

「仲間」

　カナギは淡たん泊ぱくに言い返す。言った途と端たんに腹の底から怒りに似た感情がわきあがり、カナギは顔をしかめた。

（ばかか、俺は。これだけ愛してる相手が仲間か？……でも他ほかに言いようがないな。俺はつくづく、本物のばかだ）

　カナギは噓うそがつけないのだ。ミリアンが死んだと告げられた今でさえ、噓がつけない。

　ヴィヴァンティア公が憐あわれむように微笑んで言う。

「特別に親しい仲間か？」

「いや。特別に愛してる」

　今度は力ちから一いつ杯ぱい言い切ると、ヴィヴァンティア公はくすくすと中性的な笑いをもらした。

「君はなかなかに詩人だな。君、ぜひあの『七賢人』の扉とびらを開けたまえ。その仲間とやらに会いたいだろう？　こやつに開けろと言っても従わないので、少し困っていたところなのだ」

　もの柔やわらかに言いながら、ヴィヴァンティア公はとがった靴先でラインゾルトをつつく。

　ラインゾルトが必死にカナギを見上げてくる。

　ラインゾルトの瞳はカナギに『やめろ』と訴えていた。

　カナギはラインゾルトを見てから、もう一度ヴィヴァンティア公を眺ながめた。

　薄うすら笑っている壮そう年ねんの貴族。

　あまりに隙すきだらけだ。素す手ででだって殺すのは簡単だろう。

　こいつを殺し、次に斬きりかかってくるであろう兵士の剣けんを奪うばって──しかし、そうやって命がけで助けるべきミリアンは死んだのだという。

（……困ったな。俺はどうすればいい？　どこへ行けばいいんだ？）

　カナギの中に迷いが生まれ、彼は途と方ほうに暮れた自分に気づく。

　カナギの心は空っぽだった。こんな心で、人間など殺せない。

「さあ、早く開けてくれたまえ」

　ヴィヴァンティア公が猫ねこなで声を出す。笑いながらも、彼はカナギをからかうのに飽あき始めている。ヴィヴァンティア公は早く『七賢人』の中身を手に入れたいのだ。

　その中にはもう、何もないのに。立ちつくすカナギの背後で、誰かの声がした。

　──カナギ

「……？」

　カナギは振ふり返る。カナギの背後、広間の最さい奥おうにあるのは『七賢人』へ続く扉だ。

　小さな金属製の扉で、七人の男女が古式の楽器を演奏する様と、複雑な魔法式が刻まれている。声は確かに、扉の向こうからした。

　……ミリアンの声だった。

　カナギは操あやつられるかのように身を翻ひるがえし、すり鉢状の制御室の階段を一段一段上っていく。背中に、横顔に、カナギは多くの視線を感じた。

　兵士たちの警けい戒かいの視線、ヴィヴァンティア公の期待の視線、魔導師たちのおびえた視線。

　だがカナギが見ているのは『七賢人』の扉だけだ。

　ただの金属製の扉が、カナギの視界の中で不思議に温かく見える。

　明らかに、扉の向こうにミリアンの気配がある。

（死んだなんて、やっぱり噓じゃないか。この向こうにいるぞ、あいつ）

　その証しよう拠こに、足音さえ聞こえてくる。

　軽かろやかで慎しん重ちような、小動物のそれに似た足音。聞くだけで沈しずんだ心が浮うき立ってくる。

　カナギがこれを聞き間ま違ちがえるはずがない。

（早く、出してやらないと）

　ヤウザの警告など忘れ、カナギは扉の前に立つ。

　取っ手のない扉に手をかけると、突とつ如じよラインゾルトの笑い声が耳を打った。

「ふ……ふ、ははははは！　開けるがいい、そうだ、開けるがいい、カナギよ！　神を友と呼んだ者よ！　我らも還かえるぞ、ミリアン様と共に、世界へと還るのだ！　魔導師の役目は終わった、ひとはこの大陸に生き残る！」

「黙らせろ」

　ヴィヴァンティア公が冷えた声で言い、鈍にぶい音が響く。

　カナギは振り返らず、扉を押した。

　なんの抵てい抗こうもなく、扉は内側へと開いていく。

　細く開いた隙間からは、白い光が零こぼれてきた。

　そして扉がすべて開かれた瞬しゆん間かん、光はまさしく奔ほん流りゆうとなって広間中を満たした！

（爆ばく発はつ──!?）

　ヤウザの言った通り、『七賢人』が暴走したのだろうか？

　カナギは反射的に顔を腕うででかばう。強い風を感じた。髪があおられる。

　呼吸をするのも辛つらいような強風の中で──しかし、カナギは懐なつかしい音楽を聞いたような気がする。

　それは懐かしい子こ守もり歌うた。

　ソラが歌っていたような歌だ。

　もしくは、昔死んだカナギの母親が歌っていたような。

（一体誰が歌ってるんだ？）

　特に衝しよう撃げきが襲おそってくるわけでもなく風も弱まってきたので、カナギは目を開けてみる。

　別にまぶしくはなかった。辺りを満たした白い光は、穏おだやかに薄うすまっていく。

　そして代わりに視界に入ってきたのは、一面の花畑だった！

「は……なんだ、こりゃ……」

　カナギは茫ぼう然ぜんとつぶやき、目の前に現れた光景を見つめる。

『七賢人』の扉の向こうにあったのは黄色い花畑だったのだ。床ゆかが見えないくらいびっしりと、部屋中を花が覆おおっているのが見える。それだけではすまず、花はゆっくりとカナギの足下へとツタを伸のばしてきた。

「うわ……わ、わ、わ！」

　あまりの気味悪さに、カナギは引きつって足あし踏ぶみをする。

　その足下を避よけるようにして、薄うす紅べにがかった緑のツタが制御室の床を這はい、ぐんぐんと覆っていった。ツタは床を埋うめ、制御機械をからめとり、ついには武器を持った西方の兵士たちの足にからまる。

「なんだ？　なんなんだ？　やめてくれ、おい！」

　慌あわてた西方の兵士たちはツタを切ろうともがくが、ツタは意外なほどの強さで兵士たちをからめとる。兵士は誰もがぎゅっと縛しばられたような状態になってしまい、混乱が広まった。

「おい、お前、このツタを取って……うわ、わ、足が！」

　近くの兵士に歩み寄ろうとして、ツタに足を取られて転てん倒とうする者もいる。

　あちこちで悲鳴があがり、ヴィヴァンティア公は呆あつ気けにとられて周囲を見み渡わたす。

　もはや制御室の床も、ひとも、機械も、円えん蓋がいまでもがツタに覆われ、ツタからは緑の葉が生まれ、ぽんぽんとあちこちで薄黄色い素そ朴ぼくな花が咲さく。

　悪夢なのか喜劇なのかわからない光景の中、なぜか花にからまれない魔導師たちは惚ほうけた顔をしていた。アゾフがぼんやりとつぶやく。

「これは──一体、なんだ……？　どうして『七賢人』は暴走しない？　この花は、どこからきた？　ありえん。こんなでたらめなことが起きる可能性は、万にひとつもない」

　傍かたわらにいた女魔導師のカレリアは、かすれた声で言った。

「……考えられるとすれば、練り直しです。『七しち賢けん人じん』の中に溜たまっていた濃こい大気の力が──暴走せず、花に組み直されて、消費されている……」

「ばかな、一体誰がそんなことを？　できるはずがない、確率的にありえない……計算上は無理なのだ！」

　叫さけぶアゾフに、カレリアは小さく笑う。

「それはそうでしょう。奇き跡せきは、計算できませんわ」

「奇跡だと……？」

　何か反論したいが、反論のしようのないアゾフが言葉を吞のみこむ。

　倒たおれ伏ふしたままのヤウザが、ぼやけた視界に黄色い花をとらえる。淡あわい花の香かおりを吸いこむと、ヤウザの呼吸は少しだけ楽になった。

　そっと指を伸べ、ヤウザは花に触ふれる。

　彼は生まれて初めて、なんの考えもなしに、優やさしい気持ちで花に触れた。

「奇跡……それはそうでしょうねぇ。あの混こん沌とんの海をただの水に練り直したのも、『七賢人』の力を花に練り直したのも、神の御み業わざとしか思えない。神のなされたこと、ひとには解明できないこと、それすなわち奇跡。……神は、わたしたちを許してくれたのでしょうか」

　囁ささやいてみて、ヤウザは不思議に心満たされるのを感じた。ずっと求めていたものが目の前にあるような気がする。

　この黄色い花が、神からの言葉に思える。

　自分たち偽いつわりの人間を、神はついに許したのだ。

　今のままの形で生きてもいいのだと、この地にあっていいのだと、この花は語っているのだ。

　──ひとは、神に、世界に認にん知ちされたのだ。

　ヤウザは震ふるえる指で花を握にぎりしめ、目を閉じる。

　他ほかの魔導師たちの間にも、静かな感動が走る。

　一方のカナギは、黄色い花をかきわけて『七賢人』の中へと踏ふみこんでいた。

　狭せまい円形の部屋は、もうすっかり花で埋もれている。

　床にも壁かべにもツタが這って花が咲き、天てん井じようからは花の咲くツタが何十本とつり下がっている。

　目の前に下がるツタをかきわけたカナギの視界に、ミリアンの玉座があった祭壇が飛びこんできた。辺りより何段か高くなっていた祭壇も、今はすっかり花で覆われている。

　それが見えた途と端たん、カナギは足を速める。

　黄色い花をけちらし、花に覆われた階段をまろびながら上る。

（ミリアン──いるよな？　お前、そこにいるよな？　死んでなんかいないよな!?）

　一見姿が見えないミリアンに、カナギは心の中で呼びかける。心臓がひどく強く打っている。長く走ってきたときのようだ。

　不安と幸福が一いつ緒しよに襲ってきて、強すぎる感情に身体からだが負けてしまいそうだった。

　果たして──階段を上りきったところに、彼女はいた。

　花に覆われた祭壇の上で、ミリアンは静かに目を閉じている。花に埋もれている他は、まとう教主服さえ元のままだ。……一度はほどけて消えたはずの彼女が、ひととしては失われたはずの彼女が、確かに肉体をもってそこにいる。傷ひとつない。

　ミリアンはここにいる。

　途端に巨きよ大だいな幸福がカナギの中に落ちてきて、頭がくらくらした。

　どうしよう、どうしたらいいのかさっぱりだ。

　ミリアンには怪け我がひとつないように見える──顔を見れば健康なのはよくわかる。

　これは死体なんかじゃない。彫ちよう像ぞうでも、幻げん覚かくでもない。

　カナギは強すぎる幸福で自分が壊こわれてしまわないよう、ごく注意深く呼吸を整えようとして、結局酸欠なのか過呼吸なのかよくわからない状態になって頭痛を覚える。

　カナギは震える手でミリアンの頰ほおに触れた。

　柔やわらかく、少し冷たいけれど、ひとの温度をもった頰だった。

　なぜか、少し泣いたような痕あとがあった。

　カナギの指がためらいがちに離はなれると、ミリアンのまぶたが動く。薄いまぶたが引き上げられ、鮮せん烈れつな赤あか紫むらさき色いろの瞳が露あらわになる。

　以前と寸すん分ぶん違たがわぬ瞳がカナギを映し、そっと微笑ほほえむ。

「カナギ」

　少しかすれ気味の声で、ミリアンはカナギを呼んだ。カナギは何かを言おうとして口を開く。しかし何も言葉が浮うかんでこない。必死にしぼり出したのはひとことだけ、

「ミリアン」

　ただ、それだけだった。

　ミリアンはじっとカナギを見つめていた。瞳に彼を映すだけで嬉うれしいのだとでもいうように、ただひたすらにカナギを見つめていた。

　カナギもまた、必死にミリアンを見ている。

　頭の中ではいつか故郷で聞いた、誰かの言葉が繰くり返し響ひびいている。

　──還かえってくるものは、あるのだよ

　あの陳ちん腐ぷな言葉が、かつて闇魔法教会本部の夕日を浴びてよみがえった言葉が、今心の中で燦さん然ぜんと輝かがやいている。

　ミリアンが花がほころぶように笑い、細い両りよう腕うでを差し伸べる。

「見つけてくれて、ありがとう」

　ミリアンの囁きを聞いた瞬間、カナギの感情の堰せきが切れた。

　カナギはミリアンを抱だきしめる。花がいくらか花びらを散らす。嗚咽おえつを殺すように、カナギは必死にミリアンを抱いている。ミリアンもカナギを抱き返し、耳元に震える声で囁く。

「──ただいま」

「……ッ……」

　返事は言葉にならなかった。ふたりはどうにか少し身体を離して視線をあわせる。

　強い喜びをもてあまし、戸と惑まどったふたりの距きよ離りが自然に縮まる。

　ふと気づけば、ふたりの唇くちびるは軽く触れあっていた。

「……あれ……？」

　あまりに自然な行こう為いだったため、カナギは顔を離してから何が起こったかに気づく。

（そうか、今のはあれか。恐おそろしくあっさりすませてしまったような……）

　カナギが呆ぼう然ぜんとしつつもミリアンの様子をうかがうと、ミリアンは段々と明らかに顔を赤らめた。真っ赤な顔になって、ミリアンは小声で訊きく。

「カナギ……今の……何？」

「…………え？　あー、まあ、その、挨あい拶さつっていうか……あああ、違ちがう！」

（駄だ目めだ、ここでごまかしてどうする、一生ごまかし通すわけにはいかないんだぞ、俺！）

　必死に自分を罵ば倒とうし、カナギは呼吸を整えた。覚かく悟ごを決め、硬かたい声で訊く。

「嫌いやだったか？」

　そんな訊かれ方をしてしまったミリアンは、ますます赤くなって答えた。

「嫌じゃ、ない。…………嬉しかった」

　ミリアンの答えが祝福の鐘かねめいて頭に鳴なり響き、頭の芯しんが熱くなる。

　──まずい、このままだと自分も赤面する。

　カナギは慌あわててミリアンの顔を自分の肩かた口ぐちへ埋うずめさせ、どうにか落ち着こうと努力を始める。もう逃にげようがないから、真っ正面から言うしかない。カナギは、声が震えないよう、反対にぶっきらぼうになりすぎないように細心の注意を払はらってぎこちなく告げる。

「……あの、な。俺は、お前のこと好きなんだ。だから触れたい。……お前が生きてて、本当によかった。色々迷めい惑わくかけたけど……ありがとう、帰ってきてくれて」

　どうにか無事に言い終えた。

　どっと疲ひ労ろうするカナギの腕うでの中で、ミリアンはわずかに震えて顔を上げた。

　衝しよう撃げきと喜びで潤うるんだミリアンの瞳と視線があうと、カナギは頭が酔よったようになるのを感じた。──こいつこんなに綺き麗れいだったかな。カナギがもうろうと考えている間に、ミリアンは震える唇で囁いた。

「全部、思い出したんだね、カナギ」

「ああ。ソラにも会ったぞ。そうだ、あいつ──神の都においてきたまんまなんだ。迎むかえに行ってやらないとな」

　ソラのことを思い出すと少しだけ理性が戻もどる。そこへミリアンが意外なことを言った。

「ソラなら大だい丈じよう夫ぶ。私、さっき暗いところでソラに会ったよ。ソラが私をこっちへ帰してくれたの。ソラも帰ってくるって言ってたから、一緒に捜さがそう。外に行きたい」

「なんだ、そうなのか!?　脅おどかしやがって……よし、じゃあ捜しに行こう。立てるか？」

「うん……？」

　ミリアンは花に覆おおわれた寝しん台だい──元の祭壇──から降りようとして、すぐにへたりこんだ。練り直された身体がまだミリアンの心になじんでいなかったのかもしれない。

「無理するな、疲つかれてるんだろ。ほら、首のところにつかまれ」

　カナギはミリアンの手を自分の首へと回させ、少女の身体からだを抱き上げた。

　拍ひよう子し抜ぬけするほどに軽い身体だ。本当にこれが人ひとりの体重とは思えない。

　カナギはミリアンを抱いたまま階段を下り、花に覆われた『七賢人』を出た。

　制せい御ぎよ室もすっかりと花に埋うもれてしまい、兵士たちは花にからめられて呆然と座りこんでいる者が大半だ。

　カナギは彼らの真ん中を歩き始めた。

　制御室の中央で、座りこんでいるヴィヴァンティア公とすれ違ちがう。

　公もまた、花にからまれたまま白けた表情でぶつぶつと何かつぶやいている。

「──まやかしだ、まやかし。こんなものは幻まぼろしだ、神はいない、魔導師はいらない、ここにはひとしかいない、わたしはひとの王になる……こんなものは何も見えない！」

　もはや周りが見えていない様子のヴィヴァンティア公の囁きを背後に進んでいくと、今度は魔導師たちがカナギとミリアンを見送った。

　負傷した魔導師たちは少しばかり顔色をよくして、穏おだやかな表情でカナギたちを見る。

（なんだかくすぐったいな。神様でも見るみたいな目だ）

　決まり悪い顔になるカナギを、魔導師たちは次々に頭を下げて見送った。

　かつては神をないがしろにした魔導師たちが、敬けい虔けんに手の甲こうを額にあてる。

　それは民間の宗教者である詩人たちに伝わる、ごく古い礼だ。

　この瞬しゆん間かんに、魔導師たちは神の奇き跡せきの語り部べとなったのだ。


◆



　光魔法教会本部の地下で、シュナルもまた黄色い花を見た。

「何……？　こんなところに、花？」

　かすむ目をこらし、シュナルはどうにか身体を起こす。

　辺りを見み渡わたしてみると、シュナルがいるのはウゴルが掘ほった通路のひとつだった。

　ウゴルはシュナルが幽ゆう閉へいされていた牢ろうの真上にも通路を掘っていた。シュナルはその通路へ入りこみ、ウゴルが破は壊かいした魔法回路を探してひとつずつ修復していたのだ。

（けれど途と中ちゆうでものすごい揺ゆれがあって──魔法回路の火花に打たれて意識が途と絶だえたのだったかしら）

　自分が大けがを負っていないことを確かく認にんし、シュナルは改めて傍かたわらに咲さいた一輪の黄色い花を見下ろす。素そ朴ぼくな花は、暗い通路の中でも灯ともし火びのようにぼんやり光って見える。

　そして、視線を先へやると、同じような花がぽつぽつと咲いているのがわかった。

（まるで私を呼んでいるみたい）

　シュナルは直感的に思い、身体を起こして花の導く方向へと歩いていく。

　気づけば辺りからは不ふ吉きつな振しん動どうも、警報の鐘の音も消えている。やがて花が途絶え、シュナルは天てん井じようの高い部屋に出た。

　八角形の部屋の壁かべにはいくつも穴が空き、木の根のような金属管がくまなく這はっている。

「ここは……魔法回路の集まる場所ね。ずいぶん太い回路が走っている──！」

　そこまでひとりごちて、シュナルは部屋の隅すみにひとの姿を見つけた。

　ひときわ太い金属管が食いちぎられたように途と切ぎれている、その真下。見み間ま違ちがいではない、誰かが倒たおれている。

（この大きな魔法回路の火花に打たれたのかもしれない。生きているかしら）

　駆かけ寄ってみて、シュナルは軽く息を吞のんだ。

　彼女の予想はおおかた正しかったに違いない。うつぶせに倒れた人物はひどい衝撃と熱を受けた様子で、濃のう紺こんの軍服の腕と背の一部が焼けこげ、重い火傷やけどを負っている。

「あなた、大丈夫？　軍人なの？　意識があるのなら──！」

　傍らに膝ひざをついて声をかけると、倒れた人物は不意に動いた。シュナルは手首を取られ、ぎょっとして身を引こうとする。それを制するように、かすれた声が響いた。

「──わたしだ」

　聞き覚えのある声、それにわずかにシュナルのほうへ向けられた顔は、血の気を失なくしているが間違いなくラングレーのものだ。シュナルは目を瞠みはり、ラングレーの手を握にぎる。

「ラングレー卿きよう!?　なんで、こんな……！　一体どうなさったんです」

「ふむ。……おそらくは、死に損そこねただけだ。それより、君がここにいることのほうが……不思議だな」

　薄うすく微笑ほほえんで言うラングレーに、シュナルは小さくうなずく。

「花に導かれたんですわ。手当てをいたします、ラングレー卿」

「いや……それより、奴やつを頼たのむ。……バシュラールをだ。行ってやってくれ、あの通路の先だ。あれは怪け我がをしているうえに、わたしより軟なん弱じやくだからな」

　囁ささやいて、ラングレーは顎あごで部屋の隅に空いた通路のほうを示す。

　シュナルは息を吞んで沈ちん黙もくした。一いつ瞬しゆん混乱を覚えたのだ。バシュラールの名を聞いた途と端たんに心は躍おどった。早く彼のところへ駆けつけたい、しかし目の前のラングレーも瀕ひん死しの重傷だ。

　シュナルの迷いを見み抜ぬいたかのようにラングレーは傷ついた指を伸のべ、自身の腰こしにつけた剣けんに触ふれた。そして渾こん身しんの力を振ふり絞しぼり、声を荒あらげる。

「わたしはすぐには動けん。これを持っていけ。急げ！　奴を絶対にひとりにするな！」

「……はい」

　ラングレーの叫さけびに、シュナルは思わず涙なみだぐんだ。歯を食いしばり、彼の剣を鞘さやごと抜ぬき取る。剣は貴族の誇ほこりだ。それを預けるというラングレーの思いを無む駄だにはできない。

　シュナルはどうにか腕に剣を抱かかえ、まろぶように駆け出した。心臓が高鳴る。早く、早く行かなければならない。気ばかりが急せき、傷いたんだ素足は何度もすべって転びかける。

　ラングレーが指し示した通路へと潜もぐり、狭せまい通路をくぐり抜ける。通路が分かれるところでは、不思議に必ず花が咲いていた。正しい道を教えるように、ぽつぽつと。

（お願い、あのひとを無事でいさせて。私、まだあのひとに助けられてばかりなんだから！）

　必死に走るうちに、シュナルの足あし下もとには花が増えてくる。そしてついに視界が開けた。

　真四角の広い部屋。

　床には大きな穴があき、真ん中の天井からは幾いく本ほんもの機械の根が垂れ下がる。

　そしてその部屋一面にツタが這い、黄色い花が咲いていた。

　注意深く見わたすと、黄色い花に埋もれるように倒れているひとの姿が目に入る。

（バシュラール様！……!?）

　すぐさま駆け寄ろうとしたシュナルだが、いきなりひどい悪お寒かんを覚えて立ち止まった。

　バシュラールの近くに何かがいる。

　シュナルの直感を証明するように、バシュラールの傍らで床ゆかが泡あわ立だつ。粘ねばっこい泥どろのようなものが、床からずるずると立ち上がる。

　花咲くツタといくらかの布きれを巻きこんだ泥の柱──その天てつ辺ぺんには仮面がついていた。

　──ウゴルだ！

「あ……」

　途端に恐きよう怖ふでシュナルの全身から力が抜けた。

　腕の中からラングレーの剣が落ちそうになる。身体からだが冷えて膝が崩くずれそう。

　泥の固まりとなったウゴルは、崩れ始めながらも身をよじり、仮面の目をシュナルに向ける。赤い瞳ひとみがシュナルを貫つらぬき、彼女の頭におぞましい声を伝える。

『おぉ……そなたか。ゥうウ……鳥のコトは思い出すが……仕方、アルまい。オイデ。わしハ力を使い果たして……ツタがほどけヌ。代わりに、ソナタがわしの手足とナルがよい』

　ミリアンとの闘たたかいと、咲きほこる不思議な花にからめとられたせいで、ウゴルにはほとんど力など残っていないに違いない。それでも視線をあわせれば恐怖で冷や汗あせがしたたった。

　一歩、二歩。シュナルは操あやつられるようにバシュラールへと近づいていく。

　気づけばラングレーの剣を抜いていた。

（まさか……！　この化け物、私に何をやらせようとしているの）

　シュナルの心のどこかで警告の声が響ひびく。駄だ目め、これ以上こいつに従っては駄目！

　一方ではウゴルの声が陰いん鬱うつに響き続ける。

『──殺セ。そう、こヤツを殺すノだ。殺人は我らの本能だ、そして素す晴ばラシイ善行だ。死は救イだぞ。唯ゆい一いつ許された、ヒトの幸福だ。──ほほほ、ソナタ、こやつが好キなのだな。それハもう、殺シたいであろう？　よい。殺してヤレ。幸せにしてヤレ』

（……！　なんて愚おろかなの、この化け物は！）

　シュナルは恐怖に震ふるえながらも心中で吐はき捨てた。殺したくなどない。殺人が本能だろうが、善行だろうが、そんなことは知るものか。シュナルがバシュラールを殺したいわけがない！

　たとえ死がバシュラールにとっての幸福であろうとも、殺してなどやるものか！

（このひとに死をもたらす手足ならば、私は要いらない！）

　シュナルは覚かく悟ごを決め、剣の刃はを己おのれの腕うでにあてた。

　そして勢いよく剣を引き上げる！

　血しぶきがあがり、シュナルは痛みに唇くちびるを震わせた。彼女は自分の左ひだり腕うでを切り裂さいたのだ。

『……何をスル。おぬし、逆ラウ気か？』

　ウゴルの声が限りなく暗くなる。痛みの感覚にすがり、シュナルは剣を構え直した。

　真っ向からウゴルを見み据すえる。ウゴルの目はまだ赤く光っている。

　緊きん張ちようと、興奮と、傷の痛みで己の恐怖が麻ま痺ひする、その瞬間にシュナルは踏ふみこんだ！

　渾身の力をこめた一いち撃げき。ラングレー自じ慢まんの片手剣がわずかにうなる。

　なめらかな感かん触しよくがシュナルの手に伝わる。

　間を置かず、泥と化したウゴルの首は切り離はなされ、べしゃり、と嫌いやな音を立てて落ちる。

　泥はすぐに溶とけ消えて、床に残るのは仮面だけ。

（やはり仮面が本体か！）

　シュナルはすかさず、剣先を仮面の額に突つき立てた。

　硬かたい音が響く。──仮面は割れない。

　ウゴルの仮面は目を光らせてシュナルを見つめる。

『ふむ。不幸な奴。ソナタにもイズレわかろう。愛は滅ほろびル。残るモノは死だけだ』

「──そうかもしれませんわ。でも私、愛いとしい男を殺してやるほど、親切ではありませんの」

　シュナルはかすれ声で囁く。その目にはもはや恐怖はない。

　ウゴルの目は、逆にわずかに光を失なくしたようだった。どこか笑えむように赤い光がゆるむ。

　そして次の瞬しゆん間かん、床を覆おおっていた花のツタがウゴルの仮面をからめとった。

　高速で伸びるツタが見る間にウゴルの仮面をがんじがらめにし、ゆっくりと力を加えていく。やがてめきめきと嫌な響きがあがり始めたかと思うと、鋭するどい音を立てて仮面は砕くだけた。

　仮面の欠片かけらは花の間に落ち、すぐにツタの下に見えなくなる。

　──そして何事もなかったかのように、ウゴルの仮面があった場所にもぽつり、と花が咲さいた。まるで、墓に手た向むけるかのように。

　シュナルはしばらく、じっと仮面の消えた場所を見つめていた。

　辺りは静かだ。もう嫌な気配はどこにもない。

　ウゴルは消えたのだ。──やっと、自らの望む死に身を横たえたのだ。

「……嫌ね。男って死にたがりばっかりで」

　シュナルがゆっくりとつぶやいたところへ、懐なつかしい声がかかる。

「……お前って、相変わらずキツイなー……」

「バシュラール様！」

　はっとして振り向き、シュナルはバシュラールの傍かたわらに膝をつく。

　見下ろした彼の顔は穏おだやかで、顔色は悪いが死にそうには見えない。

「よう、シュナル。また会えたな。……お前に会えるんなら、死ぬってのも悪くねぇ」

　いかにもバシュラールらしい台詞せりふだ。

　シュナルはかっと全身が熱くなるのを感じた。苦しくも腹だたしい、けれど嬉うれしい。

　もうどんな感情を覚えていいのかもよくわからず、シュナルは顔を伏ふせてつぶやく。

「ばか」

「……え？　あれ？　ひょっとして……俺、まだ生きてる……？　ッ、と、おいおい、ちょっと待て、シュナル！　どうして泣いてんだ、お前！」

　バシュラールが慌あわてふためいて起きあがろうとする。

　シュナルは自然に零こぼれてしまった涙なみだを止められずにいた。

　理由なんて知らない。どうでもいい。……泣きたいから泣くのだ。

「あー、えーっと……困ったな……ああっ、お前、怪け我がしてんじゃねぇか、もったいねぇ！　泣くほど痛いならまずは手当てしろよ！」

　バシュラールはシュナルの腕の傷や手のひらの火傷やけどに気づいて血相を変える。

（……ずれてるわ、このひと）

　シュナルは彼の的はずれっぷりに内心かなり呆あきれたが、上等な手布での血止めは受け入れた。とりあえずの手当てを終えると、バシュラールはまだ困り顔のままで言う。

「傷のほうはとりあえずこれで大だい丈じよう夫ぶだ。な、シュナル。こんな怪我なんかとっとと治して、綺き麗れいな服でも着ろ。遊びに行こうぜ。そういや、こないだは結局観劇できなかったじゃねぇか。もう一度行こう。今度は俺が皇帝陛下だし、もうちょっといい席になるだろ？」

「そう……すてき、ですわね。今度は一いつ緒しよに、服も作って……」

　いつもの調子で言おうと思ったが、まだ涙が止まらない。

　泣き続けるシュナルを前に、バシュラールは懸けん命めいに手を打った。

「あ、そうだ！　いい知らせがあったんだ。聞けよ、シュナル。モルガンの奴やつ、死んだから。俺の目の前できっぱりはっきりしっかり死んだ。お前は自由だぜ！　嬉しくねぇか？」

　いきなりそんなことを言われたシュナルはめまいを覚える。

　このひとはひょっとして、本当に私を愛してくれているのかもしれない。

　そんなことを思うと頭がくらくらする。シュナルは目をつむって耳を押さえ、低く囁ささやく。

「やめて……やめてください！　どうして、そんなに……無理、ですわ」

「何が無理だ？　俺はまずいことを言ってるか？」

　バシュラールの声が耳元で響く。妙みように真しん剣けんで少し強ごう引いんな声こわ音ねだ。

　今にも心が崩れてしまいそうで、彼の好意にすっかりすがってしまいそうで、シュナルは必死に押し殺した声をしぼり出す。

「悪いのは私です。無理なんですの。そんなに優やさしくしていただいても、どうやって受け取っていいのか、わからないんです。……私はずっと何も持っていなくて、きっとこのまま何も叶かなわず終わるって、どこかで思っていて。でも──あなたは、生きていてくださった。だから……もう、それだけで幸せです。これ以上何かをくださろうとされても、私、苦しくて」

「ばか、何言ってやがるんだ！　お前はとっくに俺を全部持ってっちまってるだろうが！」

　急に怒ど鳴なりつけられ、シュナルは少し乱暴に手を取られた。

　彼女の涙に濡ぬれた瞳を容よう赦しやなくのぞきこみ、バシュラールは言う。

「いいかげんにしろ。お前はまだ自分の絶望にすがってんのか。手を伸のばせよ。俺のほうへ伸ばせ。なんでもやる。俺の持ってるもの、これから手に入れるもの、全部やる。なぜって俺はお前のもんだからだ。髪かみの毛の一筋も、頭の天てつ辺ぺんからつま先まで、気づいたらお前のもんになってたんだよ。こんなのは俺も初めてなんだ。きっちり責任取れ！」

　真剣な言葉と瞳に、シュナルは瞬まばたきもできない。

　見つめたバシュラールの灰青の瞳は静せい謐ひつで、その奥には常に温かな光を宿している。

　シュナルは初めて本当の彼を見たような気がした。初めて彼と目があった。

　もう目をそらすことはできない。きっと二度とできない。

　シュナルの唇がわななき、勝手に言葉を吐き出そうとする。

　何度も、何度もためらい、失敗した。

　それでも懸命に囁く。

「──好きです」

　シュナルの言葉に、バシュラールの瞳がわずかに揺ゆれる。

　自分の言葉がバシュラールを揺らしている。凶きよう暴ぼうな幸せが心に染しみて、シュナルは小さくあえぐ。シュナルが見つめる前で、バシュラールも静かに言う。

「愛してる。一緒にいてくれ。できるなら、ずっと」

　深みのある声が耳の中で踊おどる。身体からだの芯しんに落ちてくる。

　そしてゆるやかに温かなものがわき上がり、微笑ほほえみとなってシュナルの唇に表れた。

　シュナルはほころぶように笑っていた。涙は途と切ぎれていた。

　シュナルは優しく囁く。

「……いつか、看み取とってさしあげますわ。あなたのこと」

「…………お前って本当に最高」

　バシュラールも一気に笑えみ崩くずれ、シュナルを思い切り抱だきしめた。

　ちょうどそのとき、舞ぶ踏とう場から続く通路のほうから慌ただしい足音が響ひびいてくる。

「──バシュラール様！　バシュラール様……皇帝陛下！」

「あれは懐かしのイエーリの声かな？　あいててて……さすがに急に動くと傷に響く。っつーかみんな、来るの遅おせぇよなあ。皇帝陛下にこんなに働かせやがって」

　ぼやくバシュラールの声を聞き、シュナルもはたと思い出したことがある。

「そうですわ、バシュラール様。助けが来たなら、ラングレー卿きようのところにもひとをおやりにならないと。お怪我をされていましたわよ」

　シュナルに言われ、バシュラールは目を瞠みはった。

「はぁ？……ラングレーの野や郎ろう、生きてやがるのか！　お前、会ったのか？」

「はい。バシュラール様の居場所を教えてくださったのも、ラングレー卿ですわ。くれぐれも、あなたをひとりにするなと……剣けんを預かりました」

　バシュラールは床ゆかに転がった剣を見て、安あん堵どと疲ひ労ろうのまじった深いため息を吐つく。

「あいつはどうしてそうなんだろうなぁ。……まぁいい、とりあえず生きてるならこっちのもんだ。無む理り矢や理りあいつにも長生きさせるぜ。おーい、イエーリ！　こっちだ、早く来い！」

　バシュラールの声に応こたえ、イエーリを始めとした彼の仲間たちが通路から現れた。

　誰もが元気そうなバシュラールを見て感かん涙るいを浮うかべ、ふたりを取り囲む。

「バシュラール様、ご無事でしたか！」

「全然無事じゃねぇぞ、見事に負傷中だ。あと、ラングレーも怪我してるらしいからとっととひとをやれ！　イエーリ。お前さんは状じよう況きようを報告しろ」

「……はい。表の反乱はあらかた片づけました。世界の危機は魔導師たちが救ったようですが、まだ詳しよう細さいはわかりません。帝都中にこの花が咲いています。──不思議な花です。負傷者も、この花に触ふれると力がわくとのことで、人々は皆みな──奇き跡せきだと噂うわさしております」

　ひざまずいて最低限の報告を終えると、イエーリは頭を低くする。

「……陛下をお守りできなかったこと、本当に申し訳ございません。どのような責めも──」

「あー、いいって。とにかく俺はまだ生きてんだ。この花のせいなんだかどうなんだか、さっぱり死ぬ気がしねぇ。大丈夫だから、そうしょぼくれんな。これからまたがんばれ。な？」

　バシュラールは目の前のイエーリの頭に手を伸べ、がしがしとなでてやる。

「──はい」

　小さい声で答えたイエーリに笑い、バシュラールは周りの部下たちを見み渡わたした。

　大の男がみんなして涙を浮かべているのを見て、バシュラールは苦く笑しようして声をあげる。

「お前らもだ！　これからが大変だぜ。古いもんを壊こわしてときに悪役になりつつも、俺たちは新しい国を造る。ひとの国だ。ひとが面おも白しろおかしく、それなりにまともに暮らせる国だ。そんなしけたツラしてちゃあやってけねぇぞ！　景気づけに万歳三唱！」

　深みのある声で発せられたバシュラールの気楽な命令に、周囲からはまばらな笑い声があがる。辺りの空気がふと明るくなる。これがバシュラール最大の才能だ。

　──彼は世界を明るくする術すべを知っている。

　酒席での冗じよう談だんのように、仲間のひとりが叫さけぶ。

「神聖にして、すべてのひとの幸せと小こ粋いきな冗談と、楽しい日々のためにあるバシュラール様の帝国に、永遠と栄光あれ！」

「栄光あれ！」

　人々の声が和し、室内を温かな歓かん喜きが満たした。


◆



『七しち賢けん人じん』から零れた花は、あっという間に帝都中を覆おおった。

　下層にぎっしりと押しこめられた人々の間にも。

　衝しよう撃げきで崩れかけた家々を必死で支えていた者たちの間にも。

　ひび割れた街路にも。

　消えた魔法の灯あかりの柱にも。

　荒あれた皇宮や光魔法教会の本部にも。

　第六層中央広場の塔とうを上るカナギの足あし下もとにも。

　カナギはミリアンを腕うでに抱いて、『千年樹の塔』の天辺を目指していた。

　この世界に帰ってくるというソラの気配でも感じとれないかと、帝都でも一番見晴らしのよい場所を目指したのだ。

「ソラの奴、どんなふうに帰ってくるか言ってなかったのか？」

　カナギが腕の中のミリアンに言うと、ミリアンは小さく首を横に振ふった。

「言ってなかった。ただ、戻もどってきたときにはきっとわかる、ってだけ」

「またそういう適当なことを……。あいつらしいけどな」

　カナギは嫌いやそうに言い、しばし考えこむ。

（花を咲さかせたりなんだり、この山盛りの奇跡を起こしたのは──多分ソラだよな。あいつがどうにかして『世界の王』に勝って、神様らしいことを始めたんだ。まともに神様をやってるソラってのはどんな感じなんだろう。ひとの姿でも神様業ってのはできるものなのか？）

　黙だまりこくるカナギに、ミリアンは心配そうに声をかけた。

「カナギ、疲つかれた？　階段長いし、疲れるよね？　私、すぐにまた身体、鍛きたえるから」

「……うん、まあ、鍛たん錬れんはほどほどにな」

　複雑な表情で言い、カナギは花のツタが這はう螺ら旋せん階段を上りきる。

　狭せまい出口をくぐると、『千年樹の塔』の頂上、その真ん中に出た。

　塔の頂上は凝こった彫ちよう刻こくの柱がぐるりと囲む円形の場所だ。ここもまた、床にくまなく花のツタが這って、花畑のようになっている。

「さて、高いところには来てみたけど──どうだ？　ソラの気配、感じるか？」

「……わからない。いない、とは感じない……すごく近くにいるような気がする」

　首をひねるミリアンを抱き、カナギは塔を囲む円柱のほうへと歩み寄る。

　塔の縁ふちに近づきすぎないように注意して、カナギとミリアンは彼方かなたを見はるかした。

　ときは夜明け前、辺りは薄うす闇やみに覆われている。

　帝都でももっとも高いこの塔からは、第六層の密集した巨きよ大だい建築群すら精密な玩具おもちやじみて見えた。帝都の四方には果てなく地が続き、遠く地平線がぼんやりと紫むらさき色いろに染まっている。

（──妙みような胸むな騒さわぎがするな。夜明けなんて何度も見たのに、なんだか今日はいつもと違ちがう気がする）

　不思議な予感にさいなまれながら、カナギは地平線を見つめていた。

　何かがやってくる。あの地平線の向こうから、強大で懐なつかしい力がやってくる。

　なぜだろう、少しばかり不安で、妙に楽しみでもある。

　やがて地平線の紫色が空の高い場所へと追いやられ、赤と橙だいだいの層がゆるゆると空を染める。

　そしてついに、地平線に金色の筋が走った。

　夜明けだ。

　金の光がとどめようもなくあふれ出し、大地をすべっていく。

　すると大地もまた、金色の光を撥はね返した。

「あ……！　花！」

　ミリアンが声をあげる。身を乗り出しそうになったミリアンをカナギが慌あわてて抱き直す。

　そして、カナギも茫ぼう然ぜんと辺りを見渡した。

　花だ。どこを見ても花がある。

　帝都から零こぼれだした花は大陸中を覆っていたのだ！

　見渡す限かぎり、地平線まで続く大地は花はな園ぞのと化し、朝日を受けて輝かがやくさまは金色の絨じゆう毯たんさながら。大気も生命力を宿して暖かく、まるで一気に春が来たかのようだった。

　風が吹ふいて、花がさわさわと倒たおれていくのが見える。風は塔の上にも吹き、カナギたちの傍かたわらでどっと黄色い花びらを散らした。

「すごい、お祭りみたい……！」

　花はな吹雪ふぶきに包まれて、ミリアンがはしゃいで手を伸のべる。

　花は降る、絶え間なく降り注ぎ、雪か祭りの紙吹雪のようだ。しばらく楽しげに花びらをつかまえていたミリアンが、不意に泣きそうな顔でカナギを見上げてきた。

「どうしよう、カナギ。世界が、昨日きのうまでと違って見える」

「──どんなふうに？」

「あのね。世界が、とても──ソラに似て見える。ものすごく綺き麗れいで、優やさしくて、不思議で、少しだけ虚うつろで──懐かしくてたまらない」

　ミリアンの言葉に、カナギの心臓が強く打った。

（そうか、そうなんだ。この気持ちって、ソラと一いつ緒しよにいるときと同じ気持ちだ）

　ほとんど苦しいような感動に、カナギはとっさにミリアンを強く抱だきしめる。

　ソラはここにいるのだ。目に見えるすべてのものに、耳に響ひびく音に、鮮あざやかな香かおりに、すべてソラの気配がある。風の感かん触しよくにしても、大気の香りにしても、美しすぎる色合いにしても、何もかもがソラの心を映しているように思えた。
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（お前、本当に神様になったんだな。それとも──世界全部になったのか）

　心の中で呼びかけて、カナギはすべてを目に焼きつけようと世界を見つめる。

　目の前に広がる世界はあまりにも美しかった。

　すべての罪を祓はらう清せい浄じような大気と、祝福のように降る黄色い花びら。世界は黄金色に染まっている。この金色はすぐに消えるとしても、今日が自分にとって一生忘れられない日になるのがわかった。

　世界は美しい。

　もうこの事実にいくらあらがってみても無意味だ。

　汚よごれと罪を吞のみこみ、多くの生と死を抱きこんで、その上で世界はこんなにも美しい。

　ソラがただ美しく、流れながらすべての罪を許してくれたように、この世界もひとを、カナギを、カナギの中で燃える命の火を許してたたずんでいる。……ただ優しく抱きしめている。

　カナギの唇くちびるから、自然に言葉が零れる。

「──ここは、やっとあいつの故郷になったんだな」

　つぶやいてみてから、カナギは少し笑ってしまった。

「だけど、あいつがいつまでもまじめに神様業をやるかな。どうも適当なところで飽あきて、ひょっこりあの顔で帰ってくるような気がする……」

「うん。気づいたら、そのあたりでお茶でも飲んでいそう」

「だよな。俺たちはその日を目指して、せいぜい長生きするか」

　カナギの言葉に、ミリアンは微笑ほほえんでうなずく。

「そうだね。長生きしよう。ソラのことが全部、おとぎ話になるまで。そのころにはきっと、ソラも飽きて帰ってくるよ」

　カナギとミリアンは笑いあい、その後もしばらく朝日が昇のぼってくるのを見ていた。

　ふたりの少し悲しい気持ちはいつしか消えて、幸せな気持ちだけが残る。

　風が吹いていた。まだ花は止めどもなく散っている。

　だがいつか風は止やむだろう。花は枯かれ、美しい朝も、悲しみの夜も、すべては行きすぎる。

　やがては実在する神の話もおとぎ話になるに違いない。

　過ぎ去ることは悲しみを伴ともなうが、その物語はきっと朝で終わるのだ。

　この、輝かしい春の朝で終わる物語。

　──今のカナギにはそれが、なんだかとても幸福なものに思えた。







　あとがき







　長らくのご静せい聴ちよう、本当にありがとうございました。『オペラ』シリーズを書いて約三年、元になった投とう稿こう作品に手をつけてからだと一体何年でしょうか。『オペラ』シリーズ最終巻、『オペラ・アウローラ』をお届けいたします。「アウローラ」は「暁あかつき」の意味ですよ。

　さて、このお話は無事に夜明けで終わっていますでしょうか？

　個人的にはどうにか着地したかったところに着地したような気持ちです。




　今あらためて振ふり返ってみると、『オペラ』は自分にとって珍めずらしいというか……見慣れないというか、とにかく独力では書けなかった作品だなぁとしみじみします。

　まずは絵師のＴＨＯＲＥＳ柴本氏が構築してくださったヴィジュアル世界がなければ、お話自体がもっと地味に淡たん々たんとしてしまったかもしれません。いつでも私の脳内世界そのもの（＋α）の素す晴ばらしい画に感動しておりました。デビュー作を氏に担当していただけたことは、まさしく望外の喜びでした！　ありがとうございました。

　次にどこか根本的にズレている私の感覚に、適切な突つっ込みを入れてくれた新旧担当編集氏。おふたりがいらっしゃらなければ、毒電波乱れ飛ぶわかりにくい文章になっていたのは確実です。心から感謝いたします。お体には重々お気をつけて！

　その他ほか、本の制作にかかわってくださったみなさんや綺き麗れいな本を作ってくれたデザイナーさんがいてくださって（本当にありがとうございます）、読者さんに本としてこのお話が届いたからこそ、私はここまで書き続けて来られました。真しん摯しなお手紙をくださった方にも感謝、感謝です。読者のみなさんがこの作品と私を育ててくださいました。お礼として、少しでも楽しい時間を過ごしていただけたのでしたらよかったのですが。




　さて、それでは最後に書き物という仕事に理解を示し、応おう援えんしてくれた家族や親しん戚せきの方たち。年中書き物で家にこもってしまう私を気長に待ってくれた友人たち。そして私に触ふれてくれた世界と、すべての言葉にお礼をのべて、ひとまずみなさんとはお別れいたします。

　ありがとうございました。

　これからも地道に精しよう進じんして、言葉をこねくりながら生きていきたいものです。いつかこの目に見えるものがまた少し変わったら、もう一度「世界」の話を書いてみたいなぁ。

　それでは、ご縁えんがありましたらまたお会いしましょう。





栗原ちひろ　　







書き物仕事告知ブログ『栗原移動遊園』　http://paperarchitecture.seesaa.net/
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